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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】電子デバイスを提供する。
【解決手段】電子デバイス１００、２００は、エンクロ
ージャと、エンクロージャ内に配置されるバッテリと、
バッテリに連結される誘導コイル１１２、２１２ａと、
を備えてもよい。誘導コイルは、無線で受電するための
受電動作モードと無線で送電するための送電動作モード
とを含む２つ以上の動作モードを有してもよい。電子デ
バイスはまた、動作モードのうちの１つを選択するため
の、誘導コイルに連結されるコントローラを有してもよ
い。
【選択図】図１０
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　ポータブル電子デバイスであって、
　開口部を画定するエンクロージャと、
　前記エンクロージャの前記開口部内に配置されるディスプレイと、
　前記エンクロージャ内にあり、前記ディスプレイに電力を与えるように構成されるバッ
テリと、
　前記エンクロージャ内にあり、前記エンクロージャに近接して配置される外部デバイス
に無線で送電するように構成される送信誘導コイルと、
　を備えるポータブル電子デバイス。
【請求項２】
　前記送信誘導コイルは前記バッテリと動作可能に連結され、前記バッテリから前記外部
デバイスに無線で送電するように構成される、請求項１に記載のポータブル電子デバイス
。
【請求項３】
　前記エンクロージャ内にあり、前記エンクロージャに近接して配置される前記外部デバ
イスから無線で受電するように構成される受信誘導コイルを更に備える、請求項１に記載
のポータブル電子デバイス。
【請求項４】
　前記エンクロージャ外に配置されるタッチセンサと、
　前記エンクロージャ内にあり、前記バッテリに電気的に連結されるスピーカと、
　前記エンクロージャ内にあり、前記バッテリに電気的に連結されるマイクロフォンと、
　を更に備える、請求項１に記載のポータブル電子デバイス。
【請求項５】
　電子デバイスであって、
　エンクロージャと、
　前記エンクロージャ内にあるバッテリと、
　前記エンクロージャ内にあり、前記バッテリに連結される、２つ以上の動作モードで動
作するように構成される誘導コイルであって、前記２つ以上の動作モードは
　　外部デバイスから無線で受電するための受電モードと、
　　前記外部デバイスに無線で送電するための送電モードと、
　を含む、誘導コイルと、
　前記誘導コイルに連結され、前記誘導コイルの前記動作モードを選択するように構成さ
れるコントローラと、
　を備える電子デバイス。
【請求項６】
　前記誘導コイルは内側誘導コイルであり、
　前記電子デバイスは前記内側誘導コイルを取り囲む外側誘導コイルを更に備える、請求
項５に記載の電子デバイス。
【請求項７】
　前記受電モードは、無線電力を受電するために前記内側誘導コイル及び前記外側誘導コ
イルの両方をアクティブにすることを含み、
　前記送電モードは、無線電力を送電するために前記内側誘導コイルのみをアクティブに
することを含む、請求項６に記載の電子デバイス。
【請求項８】
　前記誘導コイルに隣接して配置され、前記電子デバイスに対して前記外部デバイスを配
置することを補助するように構成される位置調整磁石を更に備える、請求項５に記載の電
子デバイス。
【請求項９】
　前記コントローラは前記バッテリと電気通信し、前記バッテリの充電を監視するように
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構成される、請求項５に記載の電子デバイス。
【請求項１０】
　前記電子デバイスが、第１の携帯電話、第１のスマートフォン、第１のタブレットコン
ピュータ、第１のノートブックコンピュータ、又は第１の保護ケースのうちの１つであり
、
　前記外部デバイスが、第２の携帯電話、第２のスマートフォン、第２のタブレットコン
ピュータ、又は第２のノートブックコンピュータのうちの１つである、請求項５に記載の
電子デバイス。
【請求項１１】
　前記電子デバイスの前記バッテリは、前記受電モードでは前記外部デバイスによって充
電されるように構成され、
　前記電子デバイスの前記バッテリは、前記送電モードでは前記外部デバイスを充電する
ように構成される、請求項５に記載の電子デバイス。
【請求項１２】
　前記エンクロージャの開口部内に配置されるディスプレイと、
　前記ディスプレイの上に設けられるタッチセンサと、
　前記エンクロージャ内にあり、前記バッテリに電気的に連結されるスピーカと、
　前記エンクロージャ内にあり、前記バッテリに電気的に連結されるマイクロフォンと、
　を更に備える、請求項５に記載の電子デバイス。
【請求項１３】
　第１の電子デバイスと第２の電子デバイスとを誘導的に無線で連結する方法であって、
前記方法は、
　前記第１の電子デバイスの第１の誘導コイルを、前記第２の電子デバイスの第２の誘導
コイルに対して配置することと、
　前記第１の電子デバイスの第１のコントローラを用いて、前記第１の誘導コイルの動作
モードを選択することと、
　前記第１の誘導コイルから前記第２の誘導コイルに、又は前記第２の誘導コイルから前
記第１の誘導コイルに、のうちの１つから送電することと、
　を含み、前記第１の誘導コイルは、
　無線で受電するための受電動作モードと、無線で送電するための送電動作モードと、を
含む２つ以上のモードで動作するように構成される、方法。
【請求項１４】
　前記第１の誘導コイルを前記第２の誘導コイルに対して配置することは、
　前記第１の電子デバイスを前記第２の電子デバイスの上に直接配置することと、
　前記第１の電子デバイスの前記第１の誘導コイルを前記第２の電子デバイスの前記第２
の誘導コイルに位置合わせすることと、
　を更に含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１の誘導コイルの前記動作モードを前記選択することは、
　前記第２の電子デバイスの存在を検出することと、
　前記第１の誘導コイルの前記動作モードを、前記第２の電子デバイスの前記存在を検出
したことに応じて選択することと、
　を含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第２の電子デバイスの前記第２の誘導コイルの動作モードを第２のコントローラを
用いて選択することを更に含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第１の誘導コイルを取り囲む前記第１の電子デバイスの外側誘導コイルを、前記第
２の電子デバイスの前記第２の誘導コイルと電力を無線で連結させるようにアクティブに
することを更に含む、請求項１３に記載の方法。
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【請求項１８】
　前記第１の電子デバイスの前記第１の誘導コイルから前記第２の電子デバイスの前記第
２の誘導コイルに送電する時に、
　前記第１の誘導コイルと前記第２の誘導コイルとの間の電力結合効率を推定することと
、
　前記推定に基づいて、前記第１の誘導コイルを取り囲む外側誘導コイルをアクティブに
することと、
　を更に含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１９】
　第１の電子デバイスであって、
　　第１のバッテリと、
　　前記第１のバッテリに連結される第１の誘導コイルと、
　　前記第１の誘導コイルに連結される、前記第１の誘導コイルの動作モードを選択する
ための第１のコントローラと、
　を含む第１の電子デバイスと、
　前記第１の電子デバイスに隣接して配置される第２の電子デバイスであって、
　　第２のバッテリと、
　　前記第２のバッテリに連結される第２の誘導コイルと、
　　前記第２の誘導コイルに連結される、前記第２の誘導コイルの動作モードを選択する
ための第２のコントローラと、
　を含む第２の電子デバイスと、
　を備え、前記第１のコントローラは、前記第１のバッテリから前記第２のバッテリに、
前記第１の誘導コイルを用いて無線で送電するための送電動作モードを選択するように構
成され、
　前記第１のコントローラは、前記第２のバッテリから前記第１のバッテリに、前記第１
の誘導コイルを用いて無線で受電するための受電動作モードを選択するように構成される
、システム。
【請求項２０】
　前記第１の電子デバイスは、前記第１の誘導コイルに隣接して配置される第１の位置調
整磁石を更に含み、
　前記第２の電子デバイスは、前記第２の誘導コイルに隣接して配置される第２の位置調
整磁石を更に含み、
　前記第２の位置調整磁石は前記第１の位置調整磁石を引き付けて、前記第１の電子デバ
イスの前記第１の誘導コイルを前記第２の電子デバイスの前記第２の誘導コイルに位置合
わせするように構成される、請求項１９に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記第１の電子デバイスは、前記第１の誘導コイルを取り囲む外側誘導コイルを更に含
み、
　前記外側誘導コイルは前記第１のバッテリ及び前記第１のコントローラに連結される、
請求項１９に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記第２の電子デバイスは、前記第２の誘導コイルを取り囲む第２の外側誘導コイルを
更に含み、
　前記第２の外側誘導コイルは前記第２のバッテリ及び前記第２のコントローラに連結さ
れる、請求項２１に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記第１の電子デバイスの前記第１の誘導コイルは、
　　前記第２の電子デバイスの前記第２の誘導コイル、及び
　　前記第２の電子デバイスの前記第２の外側誘導コイル
　のうちの少なくとも１つを用いて無線で電力を伝送するように構成され、
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　前記第１の電子デバイスの前記外側誘導コイルは、
　　前記第２の電子デバイスの前記第２の誘導コイル、及び
　　前記第２の電子デバイスの前記第２の外側誘導コイル
　のうちの少なくとも１つを用いて無線で電力を伝送するように構成される、請求項２２
に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記第１の電子デバイスはディスプレイを更に含み、前記第１の電子デバイスは前記デ
ィスプレイのグラフィカル出力を、前記第１の電子デバイスが前記第２の電子デバイスに
近接することに応じて変形するように構成される、請求項１９に記載のシステム。
【請求項２５】
　前記ディスプレイの前記グラフィカル出力は、前記第２の電子デバイスに対する前記第
１の電子デバイスの位置合わせ状態を示す、請求項２４に記載のシステム。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
［関連出願の相互参照］
　本特許協力条約の特許出願は、２０１４年９月２９日付出願の「Ｉｎｄｕｃｔｉｖｅ　
Ｃｈａｒｇｉｎｇ　Ｂｅｔｗｅｅｎ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅｓ」と題され
た米国仮特許出願第６２／０５６，８２７号、及び２０１５年６月４日付出願の「Ｉｎｄ
ｕｃｔｉｖｅ　Ｃｈａｒｇｉｎｇ　Ｂｅｔｗｅｅｎ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｄｅｖｉｃ
ｅｓ」と題された米国非仮特許出願第１４／７３１，２８０号の利益を主張する。それら
の各々の内容は、全体が参照により本明細書に組み込まれる。
［技術分野］
　本開示は概して電子デバイスに関し、より具体的には、第１の電子デバイスを、第２の
電子デバイスを用いて無線で充電することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　いくつかの電子デバイスは、再充電するために外部の電力を必要とし得る１つ以上の充
電式バッテリを含む。しばしば、これらのデバイスは一般的又は標準化された電気コネク
タ又はケーブルを用いて充電することができる。例えば、いくつかのデバイスは、ユニバ
ーサルシリアルバス（「ＵＳＢ」）コネクタ又はケーブルを用いて充電することができる
。しかしながら、標準化されたコネクタ及びケーブルがあるにもかかわらず、各デバイス
は別々の、又は専用の電源を必要とする場合がある。いくつかの場合では、各デバイスに
別々の電源を有することが、使用、保管、及び／又は移動する上でわずらわしい場合があ
る。
【考案の概要】
【０００３】
　概して、本明細書に記載する実施形態は、第２の外部の電子デバイスに誘導的又は無線
で電力を伝送する電子デバイスに関する。無線電力伝送は、第１及び／又は第２の電子デ
バイスのバッテリを充電するために用いることができる。電子デバイスは、外部の電子デ
バイスの誘導コイルと電気通信するように構成され得る誘導コイルを備えてもよい。いく
つかの実施形態では、電気通信可能な誘導コイルは、電子デバイス間で電力を伝送可能な
送信コイル及び／又は受信コイルとして作用してもよい。この電力の伝送は、受電する電
子デバイスのバッテリの充電を増加させる一方で、同時に送電するバッテリの充電を減少
させてもよい。外部の電子デバイスに電力を伝送することができる電子デバイスの誘導コ
イルは、別の電子デバイスのみを用いて電子デバイスのバッテリを充電することを可能と
してもよい。このように、電気通信可能な誘導コイルを備える１つ以上のデバイスの集ま
りを充電するのに、単一の電源コードしか必要ない、又は電源コードが不要であってもよ
い。
【０００４】
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　いくつかの実施形態例は、開口部を画定するエンクロージャと、開口部内に配置される
、又は設けられるディスプレイと、ディスプレイの外表面に配置されるユーザ入力デバイ
スと、エンクロージャ内又はエンクロージャの上に配置されるバッテリと、を備える、ポ
ータブル電子デバイスを対象とする。バッテリは、ディスプレイに電力を与えるように構
成されてもよい。デバイスはまた、エンクロージャ内に、エンクロージャに近接して配置
される外部デバイスに無線で送電する送信誘導コイルを備えてもよい。いくつかの実施形
態では、送信誘導コイルはバッテリと動作可能に連結しており、バッテリから外部デバイ
スに無線で送電するように構成される。いくつかの実施形態では、デバイスはまた、エン
クロージャ内に配置される、又は設けられ、エンクロージャに近接して配置される外部デ
バイスから無線で受電するように構成される受信誘導コイルをも備える。いくつかの実施
形態では、ポータブル電子デバイスは、エンクロージャ内にあり、バッテリと電気的に連
結するスピーカを備える。ポータブル電子デバイスはまた、エンクロージャ内にあり、バ
ッテリと電気的に連結するマイクロフォンを備えてもよい。いくつかの場合では、ユーザ
入力デバイスは、デバイスの外表面に配置されるタッチセンサ又はタッチスクリーンであ
る。
【０００５】
　いくつかの実施形態例は、エンクロージャと、エンクロージャ内にあるバッテリと、エ
ンクロージャ内にあり、バッテリに連結する誘導コイルと、を備える電子デバイスを対象
としている。誘導コイルは、外部デバイスから無線で受電する受電モードと、外部デバイ
スから無線で送電する送電モードと、を含む、２つ以上の動作モードで動作するように構
成されてもよい。デバイスはまた、誘導コイルに連結され、誘導コイルの動作モードを選
択するように構成されるコントローラをも、備えてもよい。いくつかの場合では、コント
ローラはバッテリと電子通信しており、バッテリの充電を監視するように構成される。い
くつかの実施形態では、デバイスは、ディスプレイと、タッチセンサと、エンクロージャ
内に設けられるか配置され、バッテリと電気的に連結するスピーカと、エンクロージャ内
に設けられるか配置され、バッテリと電気的に連結するマイクロフォンと、を備えてもよ
い。
【０００６】
　いくつかの実施形態では、誘導コイルは内側誘導コイルであり、デバイスは内側誘導コ
イルを取り囲む外側誘導コイルを備える。いくつかの場合では、送電モードにある間、内
側及び外側誘導コイルの両方が、無線で送電するようにアクティブにされる。いくつかの
場合では、受電モードにある間、内側誘導コイルのみが、無線で受電するためにアクティ
ブ化にされる。
【０００７】
　いくつかの実施形態では、電子デバイスは、誘導コイルに隣接して配置される位置調整
磁石を備える。位置調整磁石は、電子デバイスに対して外部デバイスの配置を補助するよ
うに構成されてもよい。
【０００８】
　いくつかの実施形態では、電子デバイスは、第１の携帯電話、第１のスマートフォン、
第１のタブレットコンピュータ、又は第１のノートブックコンピュータのいずれか１つで
あり、外部デバイスは、第２の携帯電話、第２のスマートフォン、第２のタブレットコン
ピュータ、又は第２のノートブックコンピュータのいずれか１つである。
【０００９】
　いくつかの実施形態では、電子デバイスのバッテリは、受電モードにて外部デバイスに
よって充電されるように構成される。いくつかの実施形態では、電子デバイスのバッテリ
は、送電モードにて外部デバイスを充電するように構成される。
【００１０】
　いくつかの実施形態例は、第１及び第２の電子デバイスを誘導的に無線で連結する方法
を対象とする。第１の電子デバイスの第１の誘導コイルは、第２の電子デバイスの第２の
誘導コイルに対応して配置されてもよい。第１の電子デバイスの第１のコントローラを用
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いて、第１の誘導コイルの動作モードを選択してもよい。第１の誘導コイルは、無線で受
電する受電動作モード、及び無線で送電する送電動作モードを含む、２つ以上のモードで
動作するように構成されてもよい。方法はまた、第１の誘導コイルから第２の誘導コイル
に、又は第２の誘導コイルから第１の誘導コイルに、のいずれか１つで送電することを含
んでもよい。いくつかの実施形態では、第２の電子デバイスの第２の誘導コイルの動作モ
ードは、第２の電子デバイスの第２のコントローラを用いて選択される。
【００１１】
　いくつかの実施形態では、第２の誘導コイルに対する第１の誘導コイルを配置すること
は、第１の電子デバイスを第２の電子デバイスの直接上に配置することと、第１の電子デ
バイスの第１の誘導コイルを第２の電子デバイスの第２の誘導コイルと位置合わせするこ
とと、を含む。いくつかの実施形態では、第２の誘導コイルに対する第１の誘導コイルを
配置することは、第１の電子デバイスの第１の位置調整磁石を第２の電子デバイスの第２
の位置調整磁石に連結することを含む。第１の位置調整磁石は第１の誘導コイルに隣接し
て配置されてもよく、第２の位置調整磁石は第２の誘導コイルに隣接して配置されてもよ
い。
【００１２】
　いくつかの実施形態では、第１の誘導コイルの動作モードを選択することは、第２の電
子デバイスの存在を検出することと、第１の誘導コイルの動作モードを、第２の電子デバ
イスの存在を検出したことに応じて選択することと、を含む。
【００１３】
　いくつかの実施形態では、第１の電子デバイスの外側誘導コイルは第２の電子デバイス
の第２のコイルと無線で電力を連結させるためにアクティブにされ、外側誘導コイルは第
１の誘導コイルを取り囲んでもよい。いくつかの場合では、第１のデバイスの第１の誘導
コイルから第２の電子デバイスの第２の誘導コイルに送電する時に、第１の誘導コイルと
第２の誘導コイルの間で電力結合効率が推定される。いくつかの場合では、第１の誘導コ
イルを取り囲む外側誘導コイルはその推定に基づいてアクティブにされる。
【００１４】
　いくつかの例示的な実施形態は、第１の電子デバイスと第２の電子デバイスとを備える
システムを対象としている。第１の電子デバイスは、第１のバッテリと、第１のバッテリ
に連結される第１の誘導コイルと、第１の誘導コイルの動作モードを選択する、第１の誘
導コイルに連結される第１のコントローラと、を備えてもよい。第２の電子デバイスは第
１の電子デバイスに隣接して配置されてもよい。第２の電子デバイスは、第２のバッテリ
と、第２のバッテリに連結される第２の誘導コイルと、第２の誘導コイルの動作モードを
選択する、第２の誘導コイルに連結される第２のコントローラと、を備えてもよい。いく
つかの場合では、第１のコントローラは、第１の誘導コイルを用いて第１のバッテリから
第２のバッテリに無線で送電する送電動作モードを選択するように構成される。第１のコ
ントローラはまた、第１の誘導コイルを用いて第２のバッテリから第１のバッテリに無線
で受電する受電動作モードを選択するように構成されてもよい。
【００１５】
　いくつかの実施形態では、第１の電子デバイスは、第１の誘導コイルに隣接して配置さ
れる第１の位置調整磁石を備える。いくつかの実施形態では、第２の電子デバイスは、第
２の誘導コイルに隣接して配置される第２の位置調整磁石を備える。第２の位置調整磁石
は、第１の位置調整磁石を引き付けて第１の電子デバイスの第１の誘導コイルを第２の電
子デバイスの第２の誘導コイルに位置合わせするように構成されてもよい。
【００１６】
　いくつかの実施形態では、第１の電子デバイスは、第１の誘導コイルを取り囲む外側誘
導コイルを備える。外側誘導コイルは、第１のバッテリ及び第１のコントローラに連結し
てもよい。いくつかの実施形態では、第２の電子デバイスは第２の誘導コイルを取り囲む
第２の外側誘導コイルを備える。第２の外側誘導コイルは、第２のバッテリと第２のコン
トローラに連結されてもよい。いくつかの場合では、第１の電子デバイスの第１の誘導コ
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イルは、第２の電子デバイスの第２の誘導コイル、及び第２の電子デバイスの第２の外側
誘導コイルのうちの少なくとも１つを用いて、無線で電力を伝送するように構成される。
第１の電子デバイスの外側誘電コイルは、第２の電子デバイスの第２の誘導コイル、及び
第２の電子デバイスの第２の外側誘導コイルを用いて、無線で電力を伝送するように構成
されてもよい。
【００１７】
　いくつかの実施形態では、第１の電子デバイスはディスプレイをも備え、第１の電子デ
バイスは、第１の電子デバイスが第２の電子デバイスに近接することに応じてディスプレ
イのグラフィカル出力を変形するように構成される。いくつかの場合では、ディスプレイ
のグラフィカル出力は、第２の電子デバイスに対する第１の電子デバイスの位置調整状態
を示す。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
　本開示は、同様の参照数字が同様の構造上の要素を示す添付の図面とともに、以下の詳
細な説明により容易に理解されるであろう。
【図１】実施形態に係る、誘導コイルを備える第１の電子デバイスの正面図である。
【図２】実施形態に係る、ディスプレイが取り除かれた図１の第１の電子デバイスの図で
ある。
【図３】実施形態に係る、図１の第１の電子デバイスの背面図である。
【図４Ａ】実施形態に係る、図１の線４－４における第１の電子デバイスの一部の断面図
である。
【図４Ｂ】実施形態に係る、図１の線４－４における第１の電子デバイスの一部の断面図
である。
【図４Ｃ】実施形態に係る、図１の線４－４における第１の電子デバイスの一部の断面図
である。
【図５Ａ】実施形態に係る、誘導コイルの集まりを備える第２の電子デバイスの正面図で
ある。
【図５Ｂ】実施形態に係る、図５Ａの第２の電子デバイスの背面図である。
【図６Ａ】実施形態に係る、誘導コイルを備える第３の電子デバイスの正面図である。
【図６Ｂ】実施形態に係る、図６Ａの第３の電子デバイスの背面図である。
【図７Ａ】実施形態に係る、誘導コイルの集まりを備える第４の電子デバイスの上面図で
ある。
【図７Ｂ】実施形態に係る、閉構成にある図７Ａの第４の電子デバイスの上面図である。
【図８】実施形態に係る、第５の電子デバイスの正面図である。
【図９Ａ】いくつかの実施形態に係る、請求項８の第５の電子デバイスに挿入される図１
の第１の電子デバイスの図である。
【図９Ｂ】実施形態に係る、図５Ａの第５の電子デバイス内に配置される図１の第１の電
子デバイスの正面図である。
【図１０】実施形態に係る、図５Ａの第２の電子デバイスに隣接して配置される図１の第
１の電子デバイスの正面図である。
【図１１】実施形態に係る、図１０の線１１－１１における、図１の第１の電子デバイス
の一部及び図５Ａの第２の電子デバイスの側面断面図である。
【図１２】更なる実施形態に係る、図５Ａの第２の電子デバイスに隣接して配置される、
図１の第１の電子デバイスの正面図を示す。
【図１３】実施形態に係る、図５Ａの第２の電子デバイスに隣接して配置される、図１の
第１の電子デバイス及び図６Ａの第３の電子デバイスの正面図である。
【図１４】実施形態に係る、図５Ａの第２の電子デバイスに隣接して配置される、図１の
第１の電子デバイス及び図６Ａの第３の電子デバイスの正面図である。
【図１５】実施形態に係る、図７Ａの第４の電子デバイスに隣接して配置される、図１の
第１の電子デバイスの正面図である。
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【図１６】実施形態に係る、図７Ａの第４の電子デバイスに隣接して配置される、図１の
第１の電子デバイスの正面図である。
【図１７】実施形態に係る、図７Ａの第４の電子デバイスに隣接して配置される、図１の
第１の電子デバイス及び図６Ａの第３の電子デバイスの正面図である。
【図１８】実施形態に係る、図７Ｂの第４の電子デバイスに隣接して配置される、図１の
第１の電子デバイス及び図６Ａの第３の電子デバイスの正面図である。
【図１９】実施形態に係る、図７Ｂの第４の電子デバイスに隣接して配置される、図１の
第１の電子デバイス、図５Ａの第２の電子デバイス、及び図６Ａの第３の電子デバイスの
正面図である。
【図２０】実施形態に係る、図７Ｂの第４の電子デバイスに隣接して配置される、図１の
第１の電子デバイス、図５Ａの第２の電子デバイス、及び図６Ａの第３の電子デバイスの
正面図である。
【図２１】実施形態に係る、第１の誘導コイルと第２の誘導コイルとを備える、第６の電
子デバイスの正面図である。
【図２２Ａ】実施形態に係る、外部の誘導コイルと電気通信する、図２１の第６の電子デ
バイスの第１の誘導コイル及び第２の誘導コイルの概略図である。
【図２２Ｂ】実施形態に係る、外部の誘導コイルと電気通信する、図２１の第６の電子デ
バイスの第１の誘導コイル及び第２の誘導コイルの概略図である。
【図２３Ａ】実施形態に係る、デバイス間誘導充電のためのプロセスを実行する、図１の
第１の電子デバイス及び図５Ａの第２の電子デバイスの正面図である。
【図２３Ｂ】実施形態に係る、デバイス間誘導充電のためのプロセスを実行する、図１の
第１の電子デバイス及び図５Ａの第２の電子デバイスの正面図である。
【図２３Ｃ】実施形態に係る、デバイス間誘導充電のためのプロセスを実行する、図１の
第１の電子デバイス及び図５Ａの第２の電子デバイスの正面図である。
【図２４】追加の実施形態に係る、デバイス間誘導充電のためのプロセスを実行する、図
１の第１の電子デバイス及び図５Ａの第２の電子デバイスの正面図である。
【図２５】実施形態に係る、図５Ａの第２の電子デバイスのアプリアイコンを表示する、
図１の第１の電子デバイスの正面図である。
【図２６Ａ】更なる実施形態に係る、デバイス間誘導充電のためのプロセスを実行する、
図１の第１の電子デバイス及び図５Ａの第２の電子デバイスの正面図である。
【図２６Ｂ】更なる実施形態に係る、デバイス間誘導充電のためのプロセスを実行する、
図１の第１の電子デバイス及び図５Ａの第２の電子デバイスの正面図である。
【図２６Ｃ】更なる実施形態に係る、デバイス間誘導充電のためのプロセスを実行する、
図１の第１の電子デバイス及び図５Ａの第２の電子デバイスの正面図である。
【図２７】別の実施形態に係る、図５Ａの第２の電子デバイスのアプリアイコンを表示す
る、図１の第１の電子デバイスの正面図である。
【図２８】外部の電子デバイスを用いて電子デバイスを誘導充電する方法を示すフローチ
ャートである。この方法は図１～図２７に示す電子デバイス上で実行されてもよい。
【考案を実施するための形態】
【００１９】
　本発明の図面は、必ずしも寸法どおりとは限らない。図面は本発明の典型的な態様のみ
を図示することを意図しており、したがって、本発明の範囲を限定するように考慮される
ものではない。図面では、同様の番号付けは図面間での同様の要素を表す。
【００２０】
　添付の図面に図示する代表的な実施形態が詳細に参照される。以下の説明は、実施形態
を１つの好適な実施形態に限定することを意図していないことを理解されたい。反対に、
以下の説明は、添付の請求の範囲により画定される記載された実施形態の趣旨及び範囲に
含むことができるような、代替形態、修正形態、及び均等物をカバーすることを意図して
いる。
【００２１】
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　以下の開示は概して電子デバイスに関し、より具体的には少なくとも１つの外部の電子
デバイスを誘導的に充電するように構成される電子デバイス、及び外部の電子デバイスを
用いて少なくとも１つの電子デバイスを誘導的に充電する方法に関する。
【００２２】
　電子デバイスは、外部の電子デバイスの外部の誘導コイルと電気通信するように構成さ
れ得る誘導コイルを備えてもよい。いくつかの場合では、誘導コイルは無線かつ誘導的に
結合されている。無線に結合される誘導コイルは、２つの電子デバイス間で電力を伝送す
ることができる送信コイル及び／又は受信コイルとして作用してもよい。いくつかの場合
では、電力の伝送は、受電している第１の電子デバイスのバッテリの充電を増加させ、一
方で同時に、送電している第２の電子デバイスのバッテリの充電を減少させることできる
。誘導コイルを用いて、第１の電子デバイスのバッテリを第２の外部電子デバイスを用い
て充電することができる。このように、デバイス間にて無線で結合される誘導コイルを備
える複数のデバイスを充電するのに、（第２の外部の電子デバイスに接続される）単一の
電源コードしか必要としない、又は電源コードが不要であってもよい。
【００２３】
　これらの実施形態及び他の実施形態について、図１～図２８を参照して以下で記載する
。しかし、これらの図に関して本明細書に記載される「発明を実施するための形態」は、
説明を目的とするものにすぎず、限定するものとして解釈するべきではないことが、当業
者には容易に理解されるであろう。
【００２４】
　図１は、少なくとも１つの誘導コイル１１２を備える電子デバイス１００の一例の正面
図を示す。図示される実施形態では、第１の電子デバイス１００はポータブル電子デバイ
ス、特に、携帯電話として実装されている。本明細書に記載するように、他の実施形態は
第１の電子デバイス１００を異なるように、例えば、ノートブック又はデスクトップコン
ピュータ、タブレットコンピューティングデバイス、ゲーミングデバイス、ディスプレイ
、デジタル音楽プレーヤ、着用可能コンピューティングデバイス又はディスプレイ、健康
監視デバイス等として実装可能である。
【００２５】
　第１の電子デバイス１００は、ディスプレイ１０４を少なくとも部分的に取り囲むエン
クロージャ１０２と、第１の電子デバイス１００の前面１０８上に形成される、又は配置
される、１つ以上のボタン１０６又は他のユーザ入力デバイスと、を備える。いくつかの
実施形態では、デバイス１００は、ボタン１０６及びタッチ感知ディスプレイスクリーン
を含む複数のユーザ入力デバイスを備える。ユーザ入力デバイスは、オペレーティングシ
ステム又はデバイス１００上で実行される他のソフトウェアへのユーザ入力を提供するた
めに用いることができる。ユーザ入力デバイスは、バッテリ、又は他の電源と動作可能に
連結されてもよい。
【００２６】
　いくつかの実施形態では、デバイス１００はまた、例えば、マイクロフォン及び／又は
スピーカを含む、１つ以上のオーディオコンポーネントを備えてもよい。１つ以上のオー
ディオコンポーネントは、音声出力を生成する及び／又は音声入力を受信するように構成
されてもよい。いくつかの実施形態では、スピーカはエンクロージャ１０２内に設けられ
る、又は配置され、バッテリ１２０に電気的に連結されてもよい（図２に示すとおり）。
同様に、マイクロフォンはエンクロージャ１０２内に設けられるか配置され、バッテリ１
２０に電気的に連結されてもよい。
【００２７】
　エンクロージャ１０２は、第１の電子デバイス１００の外表面若しくは部分外表面、及
び内部コンポーネントの保護ケースを形成することができ、ディスプレイ１０４を少なく
とも部分的に取り囲んでもよい。いくつかの場合では、エンクロージャ１０２はディスプ
レイ１０４が配置される、又はそれが設けられる開口部を画定する。エンクロージャ１０
２は、前面部品及び背面部品などの、動作可能に接続された１つ以上のコンポーネントか
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ら形成されてもよい。代替として、エンクロージャ１０２は、ディスプレイ１０４に接続
される又は連結される単一の部品で形成可能である。それに加えて、エンクロージャ１０
２は、プラスチック、ガラス、サファイヤ、金属、及び／又は様々な材料の任意の組み合
わせを含むがこれらに限られない、多種多様な材料から形成されてもよい。エンクロージ
ャ１０２はまた、ディスプレイ１０４を実質的に取り囲むかその形をたどるフレーム１１
０又はベゼル部を備えてもよい。エンクロージャ１０２のフレーム１１０はディスプレイ
１０４の対話部分を指示してもよく、第１の電子デバイス１００の内部コンポーネントを
隠すために不透明であってもよい。
【００２８】
　ディスプレイ１０４は、以下に限定されないが、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）技術、発
光ダイオード（ＬＥＤ）技術、有機発光ディスプレイ（ＯＬＥＤ）技術、有機電界発光（
ＯＥＬ）技術、又は別の種類のディスプレイ技術を含む、任意の好適な技術を使用して実
装されてもよい。いくつかの実施形態では、マルチタッチ感知タッチスクリーン又はタッ
チセンサをディスプレイ１０４に組み込んでもよい。例えば、タッチスクリーン又はタッ
チセンサがディスプレイ１０４の上に、又はそれと一体的に配置されてもよい。非限定的
な例では、実質的に透明なカバーあるいはシートが、ディスプレイ１０４及び／若しくは
タッチスクリーン又はタッチセンサの上に配置されてもよい。いくつかの実施形態では、
カバーが、ユーザの視界を著しく妨害する、及び／若しくは第１の電子デバイス１００の
タッチスクリーン又はタッチセンサと対話する能力を著しく制限することなく、ディスプ
レイ１０４を汚染から保護することができる。
【００２９】
　ボタン１０６は、第１の電子デバイス１００についてのユーザ入力デバイスとして機能
するように構成されてもよい。いくつかの場合では、ボタン１０６は、ユーザ入力を提供
する、及び／又はユーザに第１の電子デバイス１００の様々な機能と対話できるようにす
るために、第１の電子デバイス１００の内部コンポーネントと電子的及び／又は機械的通
信する作動コンポーネントを備えてもよい。いくつかの実施形態では、ボタン１０６は、
エンクロージャ１０２のフレーム１１０の一部で取り囲まれた単一のボタンコンポーネン
トとして構成されてもよい。図１に示すように、ボタンは第１の電子デバイス１００の外
部面に対応して配置されてもよい。
【００３０】
　図１及び図２に示すように、第１の電子デバイス１００はまた、エンクロージャ１０２
内に配置される、又は設けられる、少なくとも１つの誘導コイル１１２を備えてもよい。
具体的には、図１及び図２に示すように、第１の電子デバイス１００は、誘導コイル１１
２が露出されないように、第１の電子デバイス１００の実質的に中心かつエンクロージャ
１０２内に配置される単一の誘導コイル１１２を備えてもよい。誘導コイル１１２はまた
、第１の電子デバイス１００のディスプレイ１０４の下に、又は直下に配置されてもよい
。図１に示し、本明細書に記載するように、誘導コイル１１２はエンクロージャ１０２内
に配置されてもよく、外部の電子デバイスの外部の誘導コイルと、第１の電子デバイス１
００のディスプレイ１０４及び／又は前面１０８を介して電気通信してもよい。それに加
えて、本明細書に記載するように、誘導コイル１１２は、二方向コイル、第１の電子デバ
イス１００から送電するための送信コイル、及び第１の電子デバイス１００に電力を受け
る又は取得するための受信コイルとして構成されてもよい。図１にて誘導コイル１１２を
表す想像円は、第１の電子デバイス１００内の誘導コイル１１２の位置の単なる一例であ
ってもよい。誘導コイル１１２の位置はエンクロージャ１０２内で変動してもよく、いく
つかの場合では、複数の誘導コイル１１２がエンクロージャ１０２内に配置されてもよい
。図１に示し、図２に対応して以下にてより詳細に説明するように、複数の位置調整磁石
１２４もまた、エンクロージャ１０２内に設けられてもよい。
【００３１】
　図２は、エンクロージャ１０２（図１に示す）の内部空洞を露出させるためにディスプ
レイ（図１の参照符号１０４）を省略した、第１の電子デバイス１００の正面図を示す。
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図２に示す非限定的な例では、誘導コイル１１２は、例えば同心円状に巻かれて一式のル
ープ又はらせん形状を形成するワイヤなどの導電体から形成されてもよい。ワイヤは、誘
導コイル１１２を第１の電子デバイス１００の他の別個のコンポーネントに電気的に連結
及び／又は接続するために用いられ得る電気基板１１８（例えば、回路基板）上に配置さ
れる又は形成されてもよい。誘導コイル１１２を形成するワイヤは、様々な導電性材料、
例えば金属から形成されてもよい。しかしながら、本明細書に記載されるように、第１の
電子デバイス１００の誘導コイル１１２は任意の好適な材料から形成されてもよく、第１
の電子デバイス１００に、又はそこからの電力の伝送を可能とする多種多様な寸法で構成
されてもよいと、理解される。
【００３２】
　第１の電子デバイス１００はまた、エンクロージャ１０２内に配置されるバッテリ１２
０を備えてもよい。いくつかの実施形態では、バッテリ１２０は、電力を提供するために
第１の電子デバイス１００のコンポーネントに動作可能に連結してもよい。いくつかの実
施形態では、バッテリ１２０は、第１の電子デバイス１００のディスプレイ（図１の参照
符号１０４）及び／又はコントローラ１２２に動作可能に連結する。バッテリ１２０はま
た、ユーザ入力デバイス、マイクロフォン、スピーカ、コントローラ、若しくは第１の電
子デバイス１００の他のコンポーネント又はサブシステムに、動作可能に連結してもよい
。図２に示すように、バッテリ１２０はエンクロージャ１０２内に配置されてもよく、第
１の電子デバイス１００の誘導コイル１１２と電気通信する、又は他の方法で動作可能に
連結してもよい。本明細書に記載するように、バッテリ１２０に又はそこから電力を伝送
することで、バッテリ１２０の充電を増やす、又はバッテリ１２０の充電を減らして第１
の電子デバイス１００と通信している外部の電子デバイスの外部バッテリの充電を増やす
ために、誘導コイル１１２はバッテリ１２０と電気通信してもよい。バッテリ１２０は、
第１の電子デバイス１００の様々なコンポーネント又はシステムに給電するように利用さ
れてもよい。
【００３３】
　図２に示すように、コントローラ１２２もまた、第１の電子デバイス１００のエンクロ
ージャ１０２内に配置されてもよい。コントローラ１２２は、誘導コイル１１２の動作モ
ードを制御するために、第１の電子デバイス１００の誘導コイル１１２と電気通信しても
よい。つまり、コントローラ１２２は、受電モードと送電モードとの間で動作モードを調
節するために、誘導コイル１１２と電気通信してもよい。誘導コイル１１２が受電モード
に調節される時は、誘導コイル１１２は受信コイルとして構成されてもよく、バッテリ１
２０の充電を増やすために受電してもよい。送電モードでは、誘導コイル１１２は送信コ
イルとして構成されてもよく、第１の電子デバイス１００から送電してもよく、それによ
ってバッテリ１２０の充電が減る及び／又は壁コンセントなどの外部源から電力を引いて
もよい。
【００３４】
　図２に更に示すように、コントローラ１２２は、バッテリ１２０と連結する又は電気通
信して、バッテリ１２０の充電を監視してもよい。示されていないが、コントローラ１２
２は第１の電子デバイス１００の別個の内部コンポーネントと電気通信してもよい。非限
定的な例では、コントローラ１２２は第１の電子デバイス１００の機能を制御し得る、よ
り大きなコンピューティング又は処理システムに連結してもよい。別の非限定的な実施形
態では、コントローラ１２２は、第１の電子デバイス１００の、より大きなコンピューテ
ィング又は処理システムと統合及び／又は一部として構成されてもよい。コントローラ１
２２は、誘導コイル１１２の動作モードを調節する、及び／又はバッテリ１２０の充電を
監視するように構成される、マイクロコントローラ又はマイクロプロセッサなどの任意の
好適な電子コンポーネントから形成されてもよい。
【００３５】
　図２に示すように、第１の電子デバイス１００はまた、誘導コイル１１２に隣接して配
置される少なくとも１つの位置調整磁石１２４を備えてもよい。図１及び図２に示すよう
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に、第１の電子デバイス１００は、第１の電子デバイス１００の誘導コイル１１２に隣接
して配置される位置調整磁石１２４の集まりを備えてもよい。２つの位置調整磁石１２４
は、誘導コイル１１２の互いに対向する側又は端にそれぞれ配置されてもよい。それに加
えて、位置調整磁石１２４を誘導コイル１１２の中心に配置して、誘導コイル１１２のワ
イヤが実質的に第１の電子デバイス１００の位置調整磁石１２４を取り囲むようにしても
よい。第１の電子デバイス１００の位置調整磁石１２４と外部デバイスの磁石との間の引
き付ける力を、誘導コイル１１２を外部の電子デバイスの外部の誘導コイルと位置合わせ
するために用いてもよく、これによって誘導コイル１１２と外部の誘導コイルとの間での
電力の伝送を容易にすることができる。位置調整磁石１２４は、磁気又は電磁特性を有す
る任意の好適な材料から形成されてもよい。
【００３６】
　図３は、電子デバイス１００の背面図を示す。第１の電子デバイス１００は、背面１２
８上にカメラ１２６を配置してもよい。すなわち、カメラ１２６を背面１２８（図１に示
すように、第１の電子デバイス１００のディスプレイ１０４を有する前面１０８の反対側
）上に配置してもよい。カメラ１２６は、第１の電子デバイス１００を用いて写真及び／
又は動画を撮ることができる任意の好適なカメラデバイス及び／又はシステムを含んでも
よい。
【００３７】
　図３に示し、図１に関して本明細書に記載するように、誘導コイル１１２はエンクロー
ジャ１０２内に配置されてもよい。本明細書に記載するように、誘導コイル１１２は外部
の電子デバイスの外部の誘導コイルと、第１の電子デバイス１００の背面１２８を介して
電気通信してもよい。例えば、エンクロージャ１０２内に配置される誘導コイル１１２は
、電子デバイスの背面１２８を介して外部の電子デバイスと無線かつ誘導的に結合される
ように構成されてもよい。図３に示すように、１つ以上の位置調整磁石１２４もまた、第
１の電子デバイス１００の背面１２８に対して設けられてもよい。
【００３８】
　図４Ａ～図４Ｃは、誘導コイル１１２を含む第１の電子デバイス１００の断面側面図を
示す。誘導コイル１１２及び位置調整磁石１２４は、第１の電子デバイス１００のエンク
ロージャ１０２内の多種多様な位置に配置することができる。図４Ａに示す非限定的な実
施形態では、誘導コイル１１２及び位置調整磁石１２４は第１の電子デバイス１００のデ
ィスプレイ１０４に、前面１０８に隣接して直接連結されてもよい。前面１０８に隣接し
て配置される及び／又はディスプレイ１０４に連結された時に、誘導コイル１１２は外部
の電子デバイス内の外部の誘導コイルに、より増加した電力の伝送を、本明細書に記載す
るように前面１０８が外部の誘導コイルと直接隣接して配置された時に提供することがで
きる。しかしながら、ディスプレイ１０４に連結される誘導コイル１１２は、第１の電子
デバイス１００の背面１２８を介して電力を伝送することもまだできると理解される。
【００３９】
　図４Ｂに示す別の非限定的な実施形態では、誘導コイル１１２及び位置調整磁石１２４
は、第１の電子デバイス１００のエンクロージャ１０２と直接連結してもよい。図４Ｂに
示すように、誘導コイル１１２及び位置調整磁石１２４は、背面１２８に隣接し、ディス
プレイ１０４及び／又は前面１０８とは反対側のエンクロージャ１０２に連結してもよい
。背面１２８に隣接して配置される誘導コイル１１２は、第１の電子デバイス１００のデ
ィスプレイ１０４を介して電力を伝送してもよい。しかしながら、誘導コイル１１２は、
ディスプレイ１０４及び／又は前面１０８を介した電力の伝送と比べた時に、より増加し
た量の電力を、背面１２８を介して伝送することができる。
【００４０】
　図４Ｃに示す追加の非限定的な実施形態では、誘導コイル１１２及び位置調整磁石１２
４は、前面１０８と背面１２８との間、及びそれらからオフセットして配置されてもよい
。いくつかの実施形態では、誘導コイル１１２及び位置調整磁石１２４は、図４Ｃに示す
中間板１３１などの内部構造上に、又はそれに対応して配置されてもよい。いくつかの場
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合では、誘導コイル１１２及び位置調整磁石１２４は、誘導コイル１１２から、及び／又
はそこへの電力の伝送が前面１０８と背面１２８とでおよそ等しくなるように、前面１０
８及び背面１２８の間に配置されてもよい。
【００４１】
　図４Ａ～図４Ｃの例は、位置調整磁石１２４と誘導コイル１１２とが実質的に位置合わ
せされているか平面状であるように示している。しかしながら、位置調整磁石１２４は、
誘導コイル１１２に対して区別されるか同平面上でないエンクロージャ１０２の一部の中
に配置されてもよいと理解される。図示していない非限定的な実施形態では、誘導コイル
１１２は前面１０８及び／又はディスプレイ１０４に直接隣接してもよく、位置調整磁石
１２４は背面１２８に直接隣接してもよい。非限定的な実施形態では、及び本明細書に記
載するように、位置調整磁石１２４は誘導コイル１１２と外部の電子デバイスの外部の誘
導コイルとの位置合わせを容易にし、第１の電子デバイス１００と外部の電子デバイスと
の間で最適な電力の伝送を提供することができる。
【００４２】
　図５Ａ及び図５Ｂは、誘導コイル２１２ａ、２１２ｂ、及び２１２ｃを備える第２の電
子デバイス２００の前面図及び背面図をそれぞれ示す。図５Ａ及び図５Ｂに示す非限定的
な実施形態では、第２の電子デバイス２００はタブレットコンピューティングデバイスと
して形成されてもよい。第２の電子デバイス２００は第１の電子デバイス１００と実質的
に同様のコンポーネント、例えばエンクロージャ２０２、ディスプレイ２０４、カメラ２
２６、ボタン２０６、及びその他のユーザ入力デバイスなどを備えてもよい。第２の電子
デバイス２００はまた、スピーカ及び／又はマイクロフォンなどのオーディオ要素を備え
てもよい。類似の番号付け及び／又は名称付けされたコンポーネントは、実質的に同様に
機能し得ると理解される。明確性のために、これらのコンポーネントの冗長な説明は省略
する。
【００４３】
　第２の電子デバイス２００は、エンクロージャ２０２内に配置又は設けられる誘導コイ
ル２１２ａ、２１２ｂ、２１２ｃの集まりを備えてもよい。図５Ａ及び図５Ｂに示すよう
に、誘導コイル２１２ａ、２１２ｂ、及び２１２ｃの集まりは、エンクロージャ２０２に
わたって配置されてもよい。非限定的な実施形態では、誘導コイル２１２ａ、２１２ｂ、
及び２１２ｃの集まりのそれぞれは、ディスプレイ２０４の境界内、並びに／又は電子デ
バイス２００のフレーム２１０内に配置されてもよい。それに加えて、非限定的な実施形
態では、図５Ａ及び図５Ｂに示すように、誘導コイル２１２ａ、２１２ｂ、及び２１２ｃ
の集まりは等間隔に広げられて第２の電子デバイス２００の実質的に中心に配置されても
よく、誘導コイル２１２ｂは誘導コイル２１２ａ、２１２ｃ間に配置されてもよい。
【００４４】
　図５Ａに示すように、第２の電子デバイス２００はまた、誘導コイル２１２ａ、２１２
ｂ、２１２ｃの集まりのそれぞれに隣接して配置される位置調整磁石２２４の集まりをも
備えてもよい。図１～図３と同様に、誘導コイル２１２ａ、２１２ｃは、誘導コイル２１
２ａ、２１２ｃの反対側に２つの位置調整磁石２２４を有し、そして誘導コイル２１２ａ
、２１２ｃ内及び／又はそれらによって取り囲まれるように位置調整磁石２２４を配置し
てもよい。図５Ａに示すように、第２の電子デバイス２００における位置調整磁石２２４
は、誘導コイル２１２ａ、２１２ｃの反対側に配置されてもよい。
【００４５】
　非限定的な実施形態では、誘導コイル２１２ｂは４つの別個の位置調整磁石２２４を備
えてもよい。図５Ａに示すように、４つの別個の位置調整磁石２２４は誘導コイル２１２
ｂを四辺から実質的に取り囲んでもよい。本明細書に記載するように、４つの別個の位置
調整磁石２２４を第２の電子デバイス２００に備えることは、外部の電子デバイスを複数
の方向や位置で第２の電子デバイス２００及び／又は位置調整磁石２２４に連結すること
を可能とする。
【００４６】



(15) JP 3213041 U 2017.10.19

10

20

30

40

50

　図６Ａ及び図６Ｂは、第３の電子デバイス３００の上面図及び底面図をそれぞれ示す。
第３の電子デバイス３００は、健康監視デバイスを含むポータブル又は着用可能な電子デ
バイス３００（以後、「第３の電子デバイス」）であってもよい。図６Ａ及び図６Ｂに示
す第３の電子デバイス３００は、心拍数データ、血圧データ、温度データ、酸素レベルデ
ータ、食事／栄養情報、医学的助言、健康関連のヒント又は情報、若しくは他の健康関連
データなどだがこれらに限定されない健康関連情報あるいはデータを提供するように構成
されてもよい。第３の電子デバイス３００は、健康関連情報を、別々の、タブレットコン
ピューティングデバイス、電話、パーソナルデジタルアシスタント、コンピュータなどの
電子デバイスに任意選択的に伝達してもよい。それに加えて、又は代替的に、第３の電子
デバイス３００は、時間、日付、健康、状態、又は外部に接続された若しくは通信するデ
バイス及び／又はそのようなデバイス上で実行されるソフトウェア、メッセージ、動画、
動作コマンド、などに関する情報を含むがこれらに限られない追加情報を提供してもよい
（並びに、他の通信に加えて、外部デバイスから前記のもののいずれかを受信してもよい
）。
【００４７】
　電子デバイス３００は、少なくとも部分的にディスプレイ３０４、及び１つ以上のボタ
ン３０６、クラウン３０８、又は入力デバイスを取り囲む、エンクロージャ３０２を備え
てもよい。エンクロージャ３０２は、電子デバイス３００の外表面若しくは部分外表面、
及び内部コンポーネント用の保護ケースを形成してもよく、ディスプレイ３０４を少なく
とも部分的に取り囲んでもよい。エンクロージャ３０２は、ディスプレイ３０４が配置さ
れるか設けられる開口部を備えてもよい。エンクロージャ３０２は、前面部品及び背面部
品などの、動作可能に接続された１つ以上のコンポーネントから形成されてもよい。代替
として、エンクロージャ３０２は、ディスプレイ３０４に動作可能に接続される又は連結
される単一の部品で形成されてもよい。エンクロージャ３０２は、プラスチック、ガラス
、サファイヤ、金属、及び／又は他の様々な材料若しくは材料の組み合わせを含むがこれ
らに限定されない、１つ以上の材料から形成されてもよい。
【００４８】
　第３の電子デバイス３００はまた、エンクロージャ３０２に連結される着用可能バンド
３１０（部分的に図６Ａ及び図６Ｂに示す）をも有してもよい。着用可能バンド３１０は
、第３の電子デバイス３００をユーザ、又は電子デバイス３００を受けることができる他
の対象物に固定するために用いてもよい。第３の電子デバイス３００が腕時計である場合
の非限定的な実施形態では、着用可能バンド３１０は、腕時計をユーザの手首に固定して
もよい。他の非限定的な例では、第３の電子デバイス３００は、ユーザの体の別の部分に
又はその中に固定してもよい。
【００４９】
　ディスプレイ３０４は、以下に限定されないが、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）技術、発
光ダイオード（ＬＥＤ）技術、有機発光ディスプレイ（ＯＬＥＤ）技術、有機電界発光（
ＯＥＬ）技術、又は別の種類のディスプレイ技術を含む、任意の好適な技術を使用して実
装されてもよい。いくつかの実施形態では、ディスプレイ３０４はまた、ユーザからタッ
チ入力を受信するように構成されるマルチタッチ感知タッチスクリーン及び／又はタッチ
センサを備えてもよい。いくつかの実施形態では、タッチスクリーン又はタッチセンサは
ディスプレイ３０４と一緒に組み込まれ、例えば、ディスプレイ３０４の上に設けられる
、又はそれと一体化されてもよい。
【００５０】
　第３の電子デバイス３００はまた、ボタン３０６、クラウン３０８、及び／又は第３の
電子デバイス３００の外表面に対応して設けられる、又はその上に配置されるタッチセン
サを含む、１つ以上のユーザ入力デバイスをも備える。いくつかの場合では、ボタン３０
６及び／若しくはクラウン３０８は、第３の電子デバイス３００の内部コンポーネントと
電子及び／若しくは機械通信する作動コンポーネントを備えてもよく、ユーザ入力を提供
する、並びに／又はユーザが第３の電子デバイス３００の様々な機能で対話するのを可能
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とする。ボタン３０６は同様に、生体センサ、タッチセンサなどのセンサを備えてもよい
。クラウン３０８は第３の電子デバイス３００と対話するための回転可能及び／又は作動
される入力デバイスであってもよい。第３の電子デバイス３００はまた、スピーカ及び／
又はマイクロフォンなどのオーディオ要素を含むユーザ入出力の他の形態を含んでもよい
。
【００５１】
　図６Ａ及び図６Ｂに示すように、第３の電子デバイス３００はまた、誘導コイル３１２
を備えてもよい。第３の電子デバイス３００は、エンクロージャ３０２内に配置される単
一の誘導コイル３１２を備えてもよい。図６Ａ及び図６Ｂに示すように、及び本明細書に
記載するように、誘導コイル３１２は、第３の電子デバイス３００のディスプレイ３０４
（図６Ａを参照）を介して、及び／又は背面充電プレート３３０（図６Ｂを参照）を介し
て、電気通信してもよい。
【００５２】
　第３の電子デバイス３００はまた、単一の位置調整磁石３２４を備えてもよい。図６Ａ
及び図６Ｂに示すように、単一の位置調整磁石３２４は、第３の電子デバイス３００の誘
導コイル３１２内に配置されてもよく、及び／又はそれによって実質的に取り囲まれても
よい。第３の電子デバイス３００の大きさの結果として、電子デバイス３００には単一の
位置調整磁石３２４しか備えることができない。しかしながら、第３の電子デバイス３０
０は位置調整磁石３２４の群を備えてもよいように理解される。
【００５３】
　図７Ａは、第４の電子デバイス４００の上面図を示す。図７Ａに示す非限定的な実施形
態例では、第４の電子デバイス４００は、ノートブックコンピュータなどのポータブルコ
ンピューティングデバイスとして形成されてもよい。第４の電子デバイス４００は、第４
の電子デバイス４００の内部コンポーネントを収容する、及び／又は保護するためのエン
クロージャ若しくは上部ケース４４０を有してもよい。第４の電子デバイス４００はまた
、上部ケース４４０を通って突き出るキー４４２の集まりを有し、キーボードユーザ入力
デバイスを形成してもよい。キー４４２の集まりを利用して、ユーザに第４の電子デバイ
ス４００と対話させることを可能とする。トラックパッド４４４もまた、第４の電子デバ
イス４００の上部ケース４４０内に配置されてもよい。トラックパッド４４４は、第４の
電子デバイス４００のキー４４２の集まりに隣接して配置されてもよい。トラックパッド
４４４は、キー４４２の集まりと同様に、ユーザに第４の電子デバイス４００と対話させ
ることを可能としてもよい。第４の電子デバイス４００はまた、スピーカ及び／又はマイ
クロフォンなどのオーディオ要素を含む、ユーザ出入力を行うための他のコンポーネント
を備えてもよい。
【００５４】
　第４の電子デバイス４００はまた、ディスプレイ４０４及びディスプレイケース４４６
をも備えてもよい。ディスプレイケース４４６は、第４の電子デバイス４００のディスプ
レイ４０４の外部筐体及び／又は保護エンクロージャを形成してもよい。ディスプレイ４
０４は、第４の電子デバイス４００のユーザに視覚出力を与えてもよい。
【００５５】
　第４の電子デバイス４００はまた、上部ケース４４０内に配置される誘導コイル４１２
ａ、４１２ｂ、４１２ｃの集まりを備えてもよい。図７Ａに示すように、誘導コイル４１
２ａ、４１２ｂ、４１２ｃは、キー４４２の集まりに隣接して上部ケース４４０内に等間
隔に設けられてもよい。誘導コイル４１２ａ、４１２ｃはトラックパッド４４４の両側に
それぞれ配置されてもよく、誘導コイル４１２ｂはトラックパッド４４４の下及び／又は
それと位置合わせされて配置されてもよい。誘導コイル４１２ａ、４１２ｂ、及び４１２
ｃの集まりのそれぞれは、本明細書に記載するように、上部ケース４４０を介して外部の
電子デバイスの外部の誘導コイルと電気通信してもよい。
【００５６】
　図７Ｂは、閉構成の第４の電子デバイス４００の上面図を示す。閉構成では、ディスプ
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レイケース４４６は第４の電子デバイス４００の上部ケース４４０に連結されてもよく、
キー４４２の集まりを実質的に覆ってもよい。図７Ｂに示すとおり、ディスプレイケース
４４６はまた、誘導コイル４１２の集まりを備えてもよい。ディスプレイケース４４６内
に配置される誘導コイル４１２は、ディスプレイ４０４（図７Ａを参照）とディスプレイ
ケース４４６の外表面との間に配置されてもよい。ディスプレイケース４４６内に配置さ
れる誘導コイル４１２の集まりは、ディスプレイケース４４６にわたって等間隔に分配さ
れてもよい。本明細書に同様に記載するように、ディスプレイケース４４６内の誘導コイ
ル４１２の集まりのそれぞれは、本明細書に記載するように、ディスプレイケース４４６
を介して外部の電子デバイスの外部の誘導コイルと電気通信してもよい。
【００５７】
　第４の電子デバイス４００は、位置調整磁石を備えても備えなくてもよい。図７Ａ及び
図７Ｂに示す非限定的な実施形態では、第４の電子デバイス４００は位置調整磁石を備え
ない。他の非限定的な実施形態では、現在は示さないが、第４の電子デバイス４００の誘
導コイル４１２のそれぞれは、少なくとも１つの位置調整磁石を備えてもよい。本明細書
に記載するように、第４の電子デバイス４００内に形成可能な位置調整磁石は、外部の電
子デバイスの外部の誘導コイルを第４の電子デバイス４００の誘導コイル４１２に位置合
わせするために利用されてもよい。
【００５８】
　図８は、第５の電子デバイス５００の正面図を示す。第５の電子デバイス５００は、携
帯電話又は他のポータブル電子デバイスの保護ケース若しくはカバーであってもよい。第
５の電子デバイス５００はポータブル電子デバイスのエンクロージャを少なくとも部分的
に取り囲み、物理的な衝撃、摩耗接触、水への暴露、及び／又は他の潜在的な損傷事象に
対する追加の保護を提供するように構成されてもよい。よって、第５の電子デバイス５０
０はアクセサリとして典型的に用いられ、別の、保護をする別個のポータブル電子デバイ
スと対にされる。
【００５９】
　第５の電子デバイス５００は、少なくとも部分的に、別の、別個のポータブル電子デバ
イスを取り囲むように構成されるエンクロージャ５０２を備えてもよい。エンクロージャ
５０２は、第５の電子デバイス５００の内部コンポーネント及び第５の電子デバイス５０
０内に搭載されるか又は配置される別個のポータブルデバイスの、外表面又は部分外表面
、並びに保護ケースを形成してもよい。エンクロージャ５０２は、第５の電子デバイス５
００内に搭載されるか又は配置される別個のポータブルデバイスと係合するように構成さ
れる１つ以上の連結構造５０４を備えてもよい。連結構造５０４は、第５の電子デバイス
５００に別個のポータブルデバイスを取り付けるように構成される、バネ仕掛け又は対応
クリップを備えてもよい。連結構造５０４はまた、２つのデバイスの相対的な位置合わせ
又は固定された位置を与えてもよい。
【００６０】
　エンクロージャ５０２は、前面部品及び背面部品などの、動作可能に接続された１つ以
上のコンポーネントから形成されてもよい。エンクロージャ５０２の１つ以上のコンポー
ネントは、内部コンポーネントが配置される空洞又は凹部を形成してもよい。第５の電子
デバイス５００は、携帯電話などの別のポータブル電子デバイスが第５の電子デバイス５
００に搭載されるか挿入されている時に落とした場合に耐え得るように特に適合されてい
る材料及びコンポーネントから形成されてもよい。エンクロージャ５０２は、プラスチッ
ク、エラストマー、炭素複合材、金属、及び／又は他の様々な材料若しくは材料の組み合
わせを含むがこれらに限定されない、区別される材料の群から形成されてもよい。
【００６１】
　第５の電子デバイス５００はまた、エンクロージャ５０２の外表面に対応して設けられ
る又はその上に配置される、ボタン、キー、若しくはタッチセンサを含む１つ以上のユー
ザ入力デバイスを含んでもよい。第５の電子デバイス５００はまた、第５の電子デバイス
５００に搭載されるかその中に保持される別の電子デバイス上に位置するアクチュエータ
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又はユーザ入力デバイスに、ユーザ入力を翻訳するように構成される、１つ以上の機械的
アクチュエータをも含んでもよい。いくつかの代替的な実施形態では、第５の電子デバイ
ス５００は、キーボード、又は図７Ａに示す第４の電子デバイス４００のキーボードのキ
ー４４２の集まりに類似する他のユーザ入力デバイスを備える。
【００６２】
　図８に示すように、第５の電子デバイス５００はまた、無線での電力を他のデバイスへ
送電する及び／又はそこから受電するように構成される誘導コイル５１２をも備えてもよ
い。誘導コイル５１２はエンクロージャ５０２内に配置され、内部バッテリ及び／又は他
の電子回路に動作可能に連結されてもよい。誘導コイル５１２は、第５の電子デバイス５
００の表面５２８を介して電気通信（例えば、無線的に連結）してもよい。
【００６３】
　図５Ａ～図８には示していないが、電子デバイス２００、３００、４００、５００のそ
れぞれは、図２の第１の電子デバイス１００について本明細書に同様に記載するようにコ
ントローラ及びバッテリを備えてもよい。すなわち、第２の電子デバイス２００、第３の
電子デバイス３００、第４の電子デバイス４００、及び第５の電子デバイス５００はまた
、電子デバイス内の誘導コイル（１つ又は複数）の動作モードを調節するためのコントロ
ーラと、電子デバイスに電力を与えるためのバッテリを備えてもよい。
【００６４】
　図９Ａ～図２１は、電子デバイス間で電力を伝送するため、及び／又は１つの電子デバ
イスを別の電子デバイスによって誘導的に充電するために電気通信する、少なくとも２つ
の電子デバイスの様々な実施形態を示す。以下の例では、互いに位置合わせされるか実質
的に位置合わせされる２つ（以上）の誘導コイルを参照してもよい。いくつかの場合では
、２つ（以上）の誘導コイルを表し得る、単一の外形又は形状のみしか、対応する図面で
示していない。これらの場合では、複数の符号番号が同一の外形又は形状を参照すること
があるが、同一の位置合わせされた位置に２つ（以上）の誘導コイルがあるものの、対応
するデバイスの異なる面に配置されていると理解するものとする。複数の、別個の誘導コ
イルに対応し得る同心円上又は重畳する形状が、明確性のために省略されている。
【００６５】
　図９Ａ及び図９Ｂは、一対の誘導コイルを用いて互いに電力を無線で交換するように連
結され得る第１の電子デバイス１００と第５の電子デバイス５００とを示す。図９Ａ及び
図９Ｂの例では、第５の電子デバイス５００は、第１の電子デバイス１００などの別個の
ポータブルデバイスのための保護カバー又はケースを形成してもよい。図９Ａは第５の電
子デバイス５００に搭載されるかその中に配置される第１の電子デバイス１００を示す。
いくつかの実装では、第１の電子デバイス１００は、第５の電子デバイス５００の連結構
造５０４の中に第１の電子デバイス１００を押し込むことで搭載されてもよい。連結構造
５０４は２つのデバイスを一緒に固定するのに加えて、デバイス間で位置合わせを行って
もよい。
【００６６】
　図９Ｂは、第５の電子デバイス５００内に配置される第１の電子デバイス１００の上面
図を示す。第１の電子デバイス１００は第５の電子デバイス５００と電気通信してもよい
。第１の電子デバイス１００の背面１２８（図３を参照）は、第５の電子デバイス５００
の表面５２８上に配置される、及び／又はそれに接触してもよい。第５の電子デバイス５
００の表面５２８に配置されると、第１の電子デバイス１００の誘導コイル１１２は第５
の電子デバイス５００の誘導コイル５１２と位置合わせされる、及び／又は電気通信して
もよい。電気通信している時、対応する誘導コイル１１２、５１２は電子デバイス１００
、５００間で電力を伝送してもよい。
【００６７】
　電子デバイス１００、５００間で電力を伝送するには、電気通信可能な誘導コイル１１
２、５１２の動作モードは互いから区別されてもよい。非限定的な例では、図９Ｂに示す
ように、電子デバイス５００は電子デバイス１００に電力を伝送してもよい。非限定的な
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例では、電子デバイス１００の誘導コイル１１２は受電モードにあってもよく、受信コイ
ルとして作用してもよい。これに加えて、誘導コイル１１２と電気通信している電子デバ
イス５００の誘導コイル５１２は送電モードにあってもよく、送信コイルとして作用して
もよい。誘導コイル１１２、５１２を介して電気通信状態になると、第５の電子デバイス
５００は第１の電子デバイス１００に電力を与えてもよい。第５の電子デバイス５００か
ら第１の電子デバイス１００に電力を与えた結果、第１の電子デバイス１００のバッテリ
１２０（図２を参照）の充電は増加してもよく、一方で第５の電子デバイス５００のバッ
テリ（図示せず）の充電は減少してもよい。バッテリ１２０を充電するために第１の電子
デバイス１００に与えられた電力は、第５の電子デバイス５００のバッテリから与えられ
てもよい。
【００６８】
　別の非限定的な例では、図１０に示すように、第１の電子デバイス１００は第２の電子
デバイス２００と電気通信してもよい。第１の電子デバイス１００の背面１２８（図３を
参照）は、第２の電子デバイス２００の前面２０８上に配置される、及び／又はそれに接
触してもよい。第２の電子デバイス２００の前面２０８に配置された時に、第１の電子デ
バイス１００の誘導コイル１１２は第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２ｂと位
置合わせされる、及び／又はそれと電気通信してもよい。電気通信している時、対応する
誘導コイル１１２、２１２ｂは電子デバイス１００、２００間で電力を伝送してもよい。
【００６９】
　電子デバイス１００、２００間で電力を伝送するには、電気通信可能な誘導コイル１１
２、２１２ｂの動作モードは互いから区別されてもよい。非限定的な例では、図１０に示
すように、電子デバイス２００は電子デバイス１００に電力を伝送してもよい。非限定的
な例では、電子デバイス１００の誘導コイル１１２は受電モードにあってもよく、受信コ
イルとして作用してもよい。それに加えて、誘導コイル１１２と電気通信している電子デ
バイス２００の誘導コイル２１２ｂは送電モードにあってもよく、送信コイルとして作用
してもよい。誘導コイル１１２、２１２ｂを介して電気通信状態になると、第２の電子デ
バイス２００は第１の電子デバイス１００に電力を与えてもよい。第２の電子デバイス２
００から第１の電子デバイス１００に電力を与えた結果、第１の電子デバイス１００のバ
ッテリ１２０（図２を参照）の充電は増加してもよく、一方で第２の電子デバイス２００
のバッテリ（図示せず）の充電は減少してもよい。バッテリ１２０を充電するために第１
の電子デバイス１００に与えられた電力は、第２の電子デバイス２００のバッテリから与
えられてもよい。
【００７０】
　電子デバイス１００、２００間で電力を伝送する前に、対応する誘導コイル１１２、２
１２ｂは位置調整磁石１２４、２２４を用いて位置調整されてもよい。図１１に示すよう
に、第１の電子デバイス１００の位置調整磁石１２４は、第２の電子デバイス２００の誘
導コイル２１２ｂに隣接して配置される位置調整磁石２２４に磁気的に引き付けられる、
及び／又は磁気的に連結されてもよい。電子デバイス１００、２００のそれぞれの位置調
整磁石１２４、２２４の磁気連結は、電力の伝送時に誘導コイル１１２，２１２ｂについ
て所望の連結及び／又は位置調整を提供してもよい。
【００７１】
　図１２は、電子デバイス間で電力又はデータを伝送するため、及び／又は１つの電子デ
バイスを別の電子デバイスを用いて誘導的に充電するために、電気通信している２つの電
子デバイスの別の非限定的な例を示す。図１２に示すように、第１の電子デバイス１００
の誘導コイル１１２は第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２ａに連結されてもよ
い。第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２ａに連結された、及び／又は対応する
電子デバイス１００、２００内の位置調整磁石１２４、２２４の位置の結果（図１～図３
、図５Ａを参照）、誘導コイル１１２が誘導コイル２１２ａと電気通信している時に、第
１の電子デバイス１００は第２の電子デバイス２００に対して横方向に方向づけされても
よい。つまり、電子デバイス１００、２００内のそれぞれの位置調整磁石１２４、２２４
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の位置によって、第２の電子デバイス２００上に配置される又はそれと接触している時の
第１の電子デバイス１００の方向が決定されてもよい。本明細書に記載するように、誘導
コイル１１２が２１２ａと電気通信するように第１の電子デバイス１００を第２の電子デ
バイス２００上に配置することで、第２の電子デバイス２００のディスプレイ２０４の大
半はまだユーザに可視である、及び／又はユーザと対話することができる。
【００７２】
　図１２に示す非限定的な例では、第１の電子デバイス１００は第２の電子デバイス２０
０に電力を伝送してもよい。電子デバイス１００の誘導コイル１１２は送電モードにあっ
てもよく、送信コイルとして作用してもよい。それに加えて、誘導コイル１１２と電気通
信している第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２ａは受電モードにあってもよく
、受信コイルとして作用してもよい。誘導コイル１１２、２１２ａを介して電気通信状態
になると、第１の電子デバイス１００は第２の電子デバイス２００に電力を与えてもよい
。第１の電子デバイス１００から第２の電子デバイス２００に電力を与えた結果、第１の
電子デバイス１００のバッテリ１２０（図２を参照）の充電は減少してもよく、一方で第
２の電子デバイス２００のバッテリ（図示せず）の充電は増加してもよい。第２の電子デ
バイス２００のバッテリを充電するために第２の電子デバイス２００に与えられる電力は
、第１の電子デバイス１００のバッテリから与えられてもよい。
【００７３】
　図１３は、別の非限定的な、例示的な実施形態を示す。図１３に示すように、複数の電
子デバイスが第２の電子デバイス２００上に配置される、及び／又はそれと接触してもよ
い。図１３に示すように、第１の電子デバイス１００及び第３の電子デバイス３００は、
第２の電子デバイス２００上、又はそれに隣接して配置されてもよい。第１の電子デバイ
ス１００及び第３の電子デバイス３００は、第２の電子デバイス２００の背面２２８上に
配置されてもよい。図１３に示すように、第１の電子デバイス１００は、第１の電子デバ
イス１００の誘導コイル１１２が第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２ｂと電気
通信するように、第２の電子デバイス２００の実質的に中心に配置されてもよい。
【００７４】
　それに加えて、図１３に示すように、第３の電子デバイス３００は、第３の電子デバイ
ス３００の誘導コイル３１２が第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２ａと電気通
信するように、第２の電子デバイス２００上に配置されてもよい。本明細書に同様に記載
するように、第３の電子デバイス３００の誘導コイル３１２は、位置調整磁石２２４、３
２４を用いて第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２ａと位置合わせされてもよい
。しかしながら、第３の電子デバイス３００が単一の位置調整磁石３２４しか、誘導コイ
ル３１２内に、及び／又はそれで実質的に取り囲まれて配置されない結果、誘導コイル３
１２、２１２ａは、電子デバイス２００、３００それぞれの対応する単一の位置調整磁石
２２４、３２４のみを用いて位置合わせされ得る。
【００７５】
　非限定的な実施形態では、第２の電子デバイス２００は第１の電子デバイス１００と第
３の電子デバイス３００との両方に電力を伝送してもよい。結果的に、第２の電子デバイ
ス２００の誘導コイル２１２ａ及び２１２ｂが送電して送信コイルとして作用し、第１及
び第３の電子デバイス１００、３００の誘導コイル１１２、３１２は、それぞれ、受電し
て受信コイルとして作用してもよい。
【００７６】
　しかしながら、図１３に示される電子デバイス１００、２００、３００は、異なる電子
デバイスの全てを介して様々な様態で電力を伝送してもよい。追加の非限定的な実施形態
では、第１の電子デバイス１００は第２の電子デバイス２００に送電してもよく、第２の
電子デバイス２００は第３の電子デバイス３００に送電してもよい。追加の非限定的な実
施形態では、第１及び第２の電子デバイス１００、２００の誘導コイル１１２、２１２ａ
は、それぞれ、送電して送信コイルとして作用し、第２及び第３の電子デバイス２００、
３００の誘導コイル２１２ｂ、３１２は受電して受信コイルとして作用してもよい。
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【００７７】
　図１４は、少なくとも１つの電子デバイスを誘導的に充電するように構成される、複数
の電子デバイスの更なる非限定的な例を示す。図１４に示すように、第３の電子デバイス
３００は、第１の電子デバイス１００の前面１０８と接触する、及び／又はその上に配置
されてもよい。第１の電子デバイス１００は、第２の電子デバイス２００の前面２０８上
に配置される、及び／又はそれと接触してもよい。図１４に示す非限定的な例では、誘導
コイル１１２、２１２ａ、３１２は全て、隣接する誘導コイル、又は位置合わせされたそ
れぞれの誘導コイルと位置合わせされて電気通信してもよい。第３の電子デバイス３００
の誘導コイル３１２は、第１の電子デバイス１００の誘導コイル１１２と電気通信しても
よい。例では、誘導コイル３１２はまた、第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２
ａと電気通信してもよい。それに加えて、図１４に示す更なる非限定的な例では、第１の
電子デバイス１００の誘導コイル１１２は、誘導コイル３１２及び２１２ａの両方と電気
通信してもよい。
【００７８】
　第１、第２、及び第３の電子デバイス１００、２００、３００間で形成される電気通信
の結果、任意の様態で電子デバイスを介して電力が伝送されてもよい。例えば、第２の電
子デバイス２００は、第１の電子デバイス１００のバッテリ１２０（図２を参照）の充電
を増加させ、同時に第３の電子デバイス３００のバッテリ（図示せず）の充電を増加させ
るために電力を伝送してもよい。例では、第１の電子デバイス１００は受電するだけでな
く、受電した電力の一部を第３の電子デバイス３００に伝送及び／又は漏洩させてもよい
。このように、第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２ａは送電して送信コイルと
して作用してもよく、第３の電子デバイス３００の誘導コイル３１２は受電して受信コイ
ルとして作用してもよい。第１の電子デバイス１００の誘導コイル１１２は、第３の電子
デバイス３００に送電するための送信コイルと、第２の電子デバイス２００から受電する
ための受信コイルとの間を交互に入れ替わり続けてもよい。
【００７９】
　図１５～図２０は、電子デバイス間で電力を伝送するため、及び／又は１つの電子デバ
イスに別の電子デバイス用によって誘導的に充電するために電気通信している、第４の電
子デバイス４００及び１つ以上の外部の電子デバイスを含む多種多様な非限定的な例を示
す。図１５に示すように、第１の電子デバイス１００は、第４の電子デバイス４００の上
部ケース４４０上に配置される、及び／又はそれと接触してもよい。第１の電子デバイス
１００の誘導コイル１１２は、第４の電子デバイス４００の上部ケース４４０内に配置さ
れる誘導コイル４１２ａと位置合わせされて電気通信してもよい。本明細書に記載するよ
うに、誘導コイル１１２、４１２ａは、対応する電子デバイス１００、４００のバッテリ
を充電するために電気通信してもよい。
【００８０】
　図１６は、第１の電子デバイス１００が、第４の電子デバイス４００の上部ケース４４
０内に形成されるトラックパッド４４４上に配置されてもよい、及び／又はそれに接触し
得る、別の非限定的な例を示す。第１の電子デバイス１００の誘導コイル１１２は、第４
の電子デバイス４００のトラックパッド４４４の下に配置される誘導コイル４１２ｂと位
置合わせされて電気通信してもよい。本明細書に記載するように、誘導コイル１１２、４
１２ｂは、対応する電子デバイス１００、４００のバッテリを充電するために電気通信し
てもよい。それに加えて、図１６に示す非限定的な例では、第１の電子デバイス１００が
第４の電子デバイス４００のトラックパッド４４４を実質的に覆っている結果、ディスプ
レイ１０４のタッチスクリーン又はタッチセンサが、トラックパッド４４４の代替入力手
段として用いられてもよい。いくつかの実施形態では、第１の電子デバイス１００及び第
４の電子デバイス４００は、電力を与えるだけではなく、ディスプレイ１０４のタッチス
クリーン又はタッチセンサが第４の電子デバイス４００のトラックパッド４４４の代替と
してタッチ入力を受信できるように（誘導コイル１１２が誘導コイル４１２ｂと電気通信
している時に）、データを伝送してもよい。第１の電子デバイス１００のディスプレイ１
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０４をトラックパッド４４４として機能するように構成することで、第１の電子デバイス
１００及び第４の電子デバイス４００は、対応するデバイスのうちの１つのバッテリを誘
導的に充電するために電気通信してもよく、一方でユーザに、トラックパッド４４４の機
能性を用いて、ディスプレイ１０４を介して第４の電子デバイス４００と対話させること
も可能としてもよい。
【００８１】
　図１７は、複数の電子デバイスの追加の非限定的な例を示す。図１７に示すように、第
１の電子デバイス１００は、第４の電子デバイス４００の上部ケース４４０上に配置され
る、及び／又はそれと接触してもよい。第１の電子デバイス１００の誘導コイル１１２は
、第４の電子デバイス４００の上部ケース４４０内に配置される誘導コイル４１２ａと位
置合わせされて電気通信してもよい。それに加えて、第３の電子デバイス３００を、第１
の電子デバイス１００とは反対側に、上部ケース４４０上に配置してそれと接触させても
よい。図１７に示すように、第３の電子デバイス３００の誘導コイル３１２は、第４の電
子デバイス４００の上部ケース４４０内に配置される誘導コイル４１２ｃと位置合わせさ
れて電気通信してもよい。本明細書に記載するように、誘導コイル１１２、３１２、４１
２ａ、４１２ｃは、対応する電子デバイス１００、３００、４００のバッテリを充電する
ために電気通信してもよい。
【００８２】
　図１８は、第４の電子デバイス４００のディスプレイケース４４６上に配置される、及
び／又はそれと接触している複数の電子デバイス１００、３００を示す。電子デバイス１
００、３００は、間隔を空けて、第４の電子デバイス４００のディスプレイケース４４６
上に配置されてもよい。図１８に示すように、第１の電子デバイス１００の誘導コイル１
１２は、ディスプレイケース４４６内に配置される誘導コイル４１２と電気通信してもよ
い。それに加えて、第３の電子デバイス３００の誘導コイル３１２は、第４の電子デバイ
ス４００のディスプレイケース４４６内に配置される、外部の誘導コイル４１２と電気通
信してもよい。
【００８３】
　図１９及び図２０は、第４の電子デバイス４００のディスプレイケース４４６上に配置
される、及び／又はそれと接触している複数の電子デバイス１００、２００、３００の他
の非限定的な、例示的な実施形態を示す。図１９に示すように、第１の電子デバイス１０
０は第４の電子デバイス４００上に配置される、及び／又はそれと接触してもよく、第３
の電子デバイス３００は第１の電子デバイス１００上に配置される、及び／又はそれと接
触してもよい。本明細書に同様に記載するように、誘導コイル１１２、３１２、４１２は
、電子デバイス１００、３００、４００の少なくとも１つを介して電力を伝送するために
位置合わせされて電気通信してもよい。それに加えて、図１９に示すように、第２の電子
デバイス２００は、第１の電子デバイス１００及び／又は第３の電子デバイス３００に隣
接した第４の電子デバイス４００のディスプレイケース４４６上に配置される、及び／又
はそれと接触してもよい。第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２ａ又は２１２ｃ
が、第４の電子デバイス４００のディスプレイケース４４６内に配置される外部の誘導コ
イル４１２と位置合わせされて電気通信してもよい。
【００８４】
　図２０は、互いに積み重ねられた電子デバイス１００、２００、３００、４００を示す
。このように、第３の電子デバイス３００の誘導コイル３１２と、第１の電子デバイス１
００の誘導コイル１１２と、第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２ｂと、第４の
電子デバイス４００のディスプレイケース４４６内に配置される誘導コイル４１２は、隣
接する誘導コイル及び／又は全ての位置合わせされた誘導コイルと実質的に位置合わせさ
れて電気通信してもよい。本明細書に同様に記載するように、誘導コイル１１２、２１２
ｂ、３１２、及び４１２のそれぞれは、外部の電子デバイスに送電する及び／又はそれか
ら受電するように構成されてもよい。
【００８５】
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　図２０に更に示すように、第４の電子デバイス４００は、第４の電子デバイス４００を
充電するための電源コード４４８に電気的に接続されていてもよい。電源コード４４８は
、第４の電子デバイス４００のバッテリ（図示せず）の充電を増加させるために、第４の
電子デバイス４００に電気的に接続されてもよい。図２０に示す非限定的な例では、電源
コード４４８は、第４の電子デバイス４００が第１、第２、及び第３の電子デバイス１０
０、２００、３００のうちの少なくとも１つのバッテリを充電しながら、第４の電子デバ
イス４００のバッテリの充電を増加させることができる。第４の電子デバイス４００が電
源コード４４８より、１つ以上の外部の電子デバイス１００、２００、３００に伝送して
いる電力よりも多くの電力を受電している限り、第４の電子デバイス４００は、第１、第
２、及び／又は第３の電子デバイス１００、２００、３００のバッテリ（単数又は複数）
の充電を同時に増加させながら自身のバッテリの充電を増やすことができる。
【００８６】
　図２１は、第６の電子デバイス６００の正面図を示す。図２１に示す非限定的な実施形
態では、第６の電子デバイス６００は、本明細書に記載される第１の電子デバイス１００
に実質的に類似するスマートフォンとして形成されてもよい。図２１に示すように、第６
の電子デバイス６００は、図２２Ａ～図２２Ｂを参照して以下により詳細に説明する、一
対の（同心円の）誘導コイル６５０、６５２を備える。第６の電子デバイス６００は１つ
以上の位置調整磁石６２４をも備えてもよい。類似の番号付け及び／又は名称付けされた
コンポーネントは、実質的に同様に機能し得ると理解される。明確性のために、これらの
コンポーネントの冗長な説明は省略する。
【００８７】
　いくつかの実施形態では、第６の電子デバイス６００は第１の誘導コイル６５０と第２
の誘導コイル６５２とを備えてもよい。第１の誘導コイル６５０及び第２の誘導コイル６
５２は互いに同心円上に配置されてもよい。いくつかの実施形態では、第１の（外側）誘
導コイル６５０は、第２の（内側）誘導コイル６５２を実質的に包含する、及び／又はそ
の周りに同円心上に配置されてもよい。第１の誘導コイル６５０は、第１及び第２の誘導
コイル６５０、６５２の片方か両方が電力を伝送している時に電気干渉及び／又はノイズ
を抑える並びに／若しくは排除するために、第２の誘導コイル６５２から距離を置いて間
隔を空けられてもよい。第１の誘導コイル６５０及び第２の誘導コイル６５２は、図２の
誘導コイル１１２について記載したように、実質的に同様の材料から形成されてもよい。
【００８８】
　図２２Ａ及び図２２Ｂは、１つ以上の外部の誘導コイルと電気通信する、第１の（内側
）誘導コイル６５０及び第２の（外側）誘導コイル６５２の簡略模式図を示す。いくつか
の場合では、１つ以上の外側誘導コイル６５２は、コイルのセットの間で無線での電力伝
送効率を最適化する、又は向上させるために、アクティブにされてもよい。図２２Ａに示
すように、第１の誘導コイル６５０及び第２の誘導コイル６５２は、第１の電子デバイス
１００の誘導コイル１１２などの単一の外部の誘導コイルと電気通信する、又は無線で連
結されてもよい（図１～図３を参照）。図２２Ａ内の参考線は、第１の誘導コイル６５０
が誘導コイル１１２と電気通信している時にどのようにして第１の誘導コイル６５０が誘
導コイル１１２と位置合わせされるかを表している。それに加えて、参考線は、第２の誘
導コイル６５２がどのように位置合わせされて誘導コイル１１２と実質的に同じ大きさで
あり得るのかを表す。
【００８９】
　いくつかの実施形態では、誘導コイルの対同士での結合効率は、受信コイルの大きさが
送信コイルの大きさより小さいか等しい時に最適又は最大化することができる。よって、
図２２Ａに示される構成は、第１の誘導コイル６５０と第２の誘導コイル６５２が共に誘
導的な受信機として機能し、誘導コイル１１２が誘導的な送信機として機能するというシ
ナリオに対応してもよい。いくつかの実装では、第２の（外側）誘導コイル６５２は、図
２２Ａに示す誘導コイル１１２などの外部コイルとの推測される又は計測された結合効率
によって選択的に動作されてもよい。逆に、図２２Ａに示される構成はまた、第１の誘導
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コイル６５０及び第２の誘導コイル６５２が共に誘導的な送信機として機能し、誘導コイ
ル１１２が誘導的な受信機として機能するシナリオに対応してもよい。いくつかの実装で
は、第２の（外側）誘導コイル６５２は、誘導コイル１１２との推測される又は計測され
た結合効率によって選択的に動作されてもよい。
【００９０】
　一般的に、第１の誘導コイル６５０及び第２の誘導コイル６５２は、本明細書に記載さ
れる誘導コイルと実質的に同様に機能してもよい。非限定的な例では、第１の誘導コイル
６５０及び第２の誘導コイル６５２は送電モードでは送信コイルとして、及び受電モード
では受信コイルとして、両方で作用してもよい。第１の誘導コイル６５０及び第２の誘導
コイル６５２は両方とも、誘導コイル１１２に送電するための送電動作モードでアクティ
ブにされてもよい。いくつかの場合では、第１の誘導コイル６５０及び第２の誘導コイル
６５２は独立して、又は別々に動作してもよい。第１の誘導コイル６５０及び第２の誘導
コイル６５２が独立して動作する非限定的な例では、電子デバイス６００のコントローラ
（図示せず）はデバイス間の誘導コイル間の結合効率を判定又は推定することができる。
例えば、コントローラは、１つのデバイスによって伝送／送出される電力の推定量を、他
のデバイスによって受信される電力の実際又は推定量と比較することで、結合効率を推定
してもよい。いくつかの場合では、コントローラを、第２の（外側）の誘導コイル６５２
を推定結合効率に基づいてアクティブにする又は非アクティブにするのに用いてもよい。
【００９１】
　いくつかの場合では、送信デバイスは第１のコイルを取り囲む複数の外側コイルを含む
。それぞれの外側のコイルは、推定結合効率に基づいて独立してアクティブにされてもよ
い。これは単一の送信コイルで、電力を、大きさが異なり得る広範囲の受信コイルに、無
線で効率的に連結させることを可能とする。推定結合効率は、送信及び受信された電力の
推定に基づいてもよい。推定結合効率はまた、デバイスの製造仕様にも基づいてもよい。
例えば、受信デバイスが識別された場合、送信デバイスは、識別されたデバイス内にある
と特定される受信コイルの種類又は大きさに基づいて、１つ以上の外側コイルをアクティ
ブにしてもよい。それに加えて、又は代替的に、デバイス６００は、２つ以上の送信モー
ドについて１つ以上の外側コイルをアクティブにして、それぞれの送信モードについて電
力結合効率を推定するように構成されてもよい。最も高く推定された結合効率を有する送
信モードは、２つのデバイス間にて無線で電力を伝送するように選択されてもよい。
【００９２】
　図２２Ａについて、第１の誘導コイル６５０及び第２の誘導コイル６５２のそれぞれは
、送信コイル又は受信コイルとして構成されてもよい。非限定的な例では、本明細書に記
載するように、第１の誘導コイル６５０は誘導コイル１１２に送電するための送信コイル
としてしか動作せず、第２の誘導コイル６５２は誘導コイル１１２から受電するための受
信コイルとでしか動作しない可能性がある。第６の電子デバイス６００が受電モードにあ
る時、第２の誘導コイル６５２は動作可能であってもよく、第１の誘導コイル６５０は無
効化されてもよい。逆に、第６の電子デバイス６００が送電モードにある時、第１の誘導
コイル６５０は動作可能であってもよく、第２の誘導コイル６５２は無効化されてもよい
。
【００９３】
　図２２Ｂは、外部の電子デバイス（図示せず）の外部の第１の誘導コイル６６０及び外
部の第２の誘導コイル６６２と電気通信している第１の誘電コイル６５０及び第２の誘導
コイル６５２の別の非限定的な例を示す。図２２Ｂに示すように、第１の誘導コイル６５
０は、外部の第１の誘導コイル６６０と位置合わせされて実質的に同様の大きさであって
もよい。それに加えて、第１の誘導コイル６５０は、外部の第２の誘導コイル６６２の周
りに同心円上に配置される、及び／又はそれを一周してもよい。図２２Ｂに更に示すよう
に、第２の誘導コイル６５２は、外部の第１の誘導コイル６６０によって同心円上に取り
囲まれる、及び／又はそれを一周してもよく、外部の第２の誘導コイル６６２と位置合わ
せされてもよく、及び実質的に同様の大きさであってもよい。
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【００９４】
　図２２Ａと同様に、第１の誘導コイル６５０、第２の誘導コイル６５２、外部の第１の
誘導コイル６６０、及び外部の第２の誘導コイル６６２は送信コイル及び受信コイルの両
方として動作してもよく、あるいは送信又は受信専用コイルとして機能してもよい。それ
に加えて、第１の誘導コイル６５０、第２の誘導コイル６５２、外部の第１の誘導コイル
６６０、及び外部の第２の誘導コイル６６２もまた、誘導コイル間で電力を伝送する時に
一緒にアクティブにされてもよく、又は電力を伝送する時に電子デバイスそれぞれの誘導
コイルの１つのみが動作可能であってもよい。更に、及び図２２Ａと同様に、各電子デバ
イスのコントローラは、どの誘導コイルの組み合わせが電力の伝送時に最も効率的かを判
定してもよく、効率性の判定に基づいて誘導コイルの特定の組み合わせをアクティブにし
てもよい。１つの非限定的な例では、第６の電子デバイス６００は、外部の第１及び第２
の誘導コイル６６０、６６２を有する外部の電子デバイス（図示せず）に電力を伝送して
もよい。電子デバイス内の対応するコントローラは、結合の効率性を計測又は推定しても
よく、１つ又は両方のコントローラは、１つ以上の誘導コイルを無効化／非アクティブに
する、又は有効化／アクティブにして、結合の効率性を向上させてもよい。いくつかの場
合では、１つ又は両方のコントローラは、繰り返しの計測、及びコイルのアクティブ化又
は非アクティブ化を行い、対応するデバイス及び誘導コイルのセットのハードウェア構成
での最大の効率性を提供する構成を判定する。
【００９５】
　図１～図２２Ｂに対して本明細書に記載される誘導充電システム及びプロセスを利用す
る時に、電子デバイスの表示特徴は誘導充電システムに基づいて変更又は変形されてもよ
い。図２３Ａ～図２３Ｃを参照すると、第１の電子デバイス１００を第２の電子デバイス
２００に表示特徴を用いて位置合わせするプロセスが示されている。図２３Ａに示すよう
に、第１の電子デバイス１００及び第２の電子デバイス２００は動作可能であってもよい
。結果的に、第１の電子デバイス１００は、ディスプレイ１０４上に可視の、本明細書で
は「アプリアイコン」として称される、相互的な、コンピュータ化アプリケーションアイ
コン１６０の集まりを含んでもよい。アプリアイコン１６０の集まりは、第１の電子デバ
イス１００のディスプレイ１０４上に行及び列で並べられてもよい。図２３Ａに示すよう
に、第２の電子デバイス２００はまた、ディスプレイ２０４に可視のアプリアイコン２６
０の集まりを含んでもよい。アプリアイコン１６０、２６０は非限定的な例としてのみ提
供され、他のグラフィカルオブジェクト又は要素が表示されてもよく、本明細書に記載さ
れる同様の方法で変更又は操作されてもよい。
【００９６】
　いくつかの実施形態では、誘導コイル１１２、２１２ａ～２１２ｃは２つのデバイス１
００、２００の存在又は近接性を検出するために用いられる。いくつかの場合では、第１
の電子デバイス１００を第２の電子デバイス２００上にてある方向（Ｄ）に移動させると
、第１の電子デバイス１００の誘導コイル１１２は第２の電子デバイス２００の誘導コイ
ル２１２ａ～２１２ｂと一時的に連結する及び／又は電気通信してもよい。非限定的な例
では、図２３Ａ及び図２３Ｂに示すように、一時的な連結及び／又は通信が第１の電子デ
バイス１００の誘導コイル１１２ａ～１１２ｃと第２の電子デバイス２００の誘導コイル
２１２ａ～２１２ｃとの間でなされると、デバイスの存在又は近接性が検出され、電子デ
バイス１００、２００の１つ又は両方が誘導充電モードに入ってもよい。いくつかの実施
形態では、電子デバイス１００、２００の存在又は近接性を検出するために近接センサ又
はその他の検出デバイスが用いられ、電子デバイス１００、２００のうちの１つ又は両方
で誘導充電モードをトリガするために用いられてもよい。
【００９７】
　いくつかの実施形態では、電子デバイス１００、２００のディスプレイの片方又は両方
のグラフィカル出力は、誘導コイル１１２、２１２ａ～２１２ｃ間での連結に応じて変更
又は変形されてもよい。図２３Ｂは、第１の電子デバイス１００が第２の電子デバイス２
００の上を移動してそれと誘導コイル１１２、２１２ａ～２１２ｃを介して連結する及び
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／又は通信した後に誘導充電モードに従って位置合わせされた、第１の電子デバイス１０
０及び第２の電子デバイス２００を示す。図２３Ｂに示すように、電子デバイス１００、
２００のディスプレイは、アプリアイコン１６０、２６０（図２３Ａを参照）が第１及び
第２の電子デバイス１００、２００の片方又は両方で表示されなくなる、又は見えなくな
るように変形されてもよい。図２３Ｂに示す非限定的な例では、第１の電子デバイス１０
０及び第２の電子デバイス２００は、対応するディスプレイ１０４、２０４に可視である
デバイス充電グラフィカル表示を、誘導コイル１１２、２１２ａ～２１２ｃ間での連結及
び／又は通信に応じて含んでもよい。例えば、誘導コイルグラフィック１６２を第１の電
子デバイス１００のディスプレイ１０４に、誘導コイル１１２の第１の電子デバイス１０
０のエンクロージャ１０２内の位置を示すために提示してもよい。
【００９８】
　いくつかの実施形態では、ディスプレイ１０４、２０４の片方又は両方が、第２の電子
デバイス２００に近接する第１の電子デバイス１００に応じて、グラフィカル出力を提示
してもよい。いくつかの場合では、グラフィカル出力は、２つの電子デバイス１００、２
００の位置合わせを補助するか案内するために用いられ得る、電子デバイス１００、２０
０間での位置合わせ条件を含むか示してもよい。例えば、図２３Ｂに示すように、ディス
プレイ１０４はまた、電子デバイス１００、２００間での位置合わせについての視覚指示
子をユーザに提供し得る、インジケータボックス１６４を提示してもよい。いくつかの場
合では、インジケータボックス１６４は、本明細書に記載するように、誘導コイル１１２
、２１２ｂを位置合わせしようと試みる時に第１の電子デバイス１００を第２の電子デバ
イス２００に位置合わせすることに関連し得るテキスト又はグラフィックを、電子デバイ
ス１００、２００間での効率的な電力伝送を容易にするために、含んでもよい。図２３Ｂ
に示す例示的な実施形態では、インジケータボックス１６４はユーザに対して、第１の電
子デバイス１００が第２の電子デバイス２００と正常に位置合わされていないことを示す
グラフィックを提示してもよく、よって、電子デバイス１００、２００間で最適な誘導充
電が得られない可能性がある。いくつかの場合では、インジケータボックス１６４はずれ
の度合いを示してもよく、又は電子デバイス１００、２００を位置合わせるようにユーザ
を補助する視覚的案内を提供してもよい。指示は、電子デバイス１００、２００が互いに
対して移動すると更新される、ずれの方向及び／又は大きさを含んでもよい。
【００９９】
　図２３Ｂに示すように、第２の電子デバイス２００のディスプレイ２０４は、第１の電
子デバイス１００のディスプレイ１０４と実質的に同様の表示特徴を含んでもよい。すな
わち、ディスプレイ２０４はユーザに対して、誘導コイル２１２ｂの位置に対応する誘導
コイルグラフィック２６２と、インジケータボックス２６４とを表示してもよい。非限定
的な例ではそれに加えて、第２の電子デバイス２００のディスプレイ２０４はまた、デバ
イス間で誘導充電するための第２の電子デバイス２００上での第１の電子デバイス１００
の位置を補助するために、推定デバイス外形２６６をも含んでもよい。第１の電子デバイ
ス１００の誘導コイル１１２が第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２ｂと一時的
に通信する時に、第２の電子デバイス２００は、第１の電子デバイス１００がスマートフ
ォンであると識別又は判定してもよい。このように、第２の電子デバイス２００のディス
プレイ２０４は、スマートフォン用のデバイス外形２６６を、第２の電子デバイス２００
上のどこに第１の電子デバイス１００を誘導充電するために配置可能なのかをユーザに対
して指示するために、表示してもよい。
【０１００】
　図２３Ｃに示すように、ユーザは第１の電子デバイス１００を第２の電子デバイス２０
０上にデバイス外形２６６内に配置してもよく、そうすることで第１及び第２の電子デバ
イス１００、２００は誘導充電のために位置合わせされ得る。非限定的な例では、第１の
電子デバイス１００がデバイス外形２６６内に配置されると、第１の電子デバイス１００
の誘導コイル１１２は第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２ｂと位置合わせされ
る、及び／又は電気通信してもよい。それに加えて、第１の電子デバイス１００がデバイ
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ス外形２６６内、又はそれの実質的に近くに配置されると、第１及び第２の電子デバイス
１００、２００の位置調整磁石１２４、２２４（図２及び図５Ａを参照）は互いに磁気的
に引き付けられ得て、そのことで、本明細書に記載するように誘導コイル１１２が誘導コ
イル２１２ｂと位置合わせされ得る、及び／又は電気通信できるように、第１の電子デバ
イス１００の配置を補助してもよい。図２３Ｃに示すように、第１の電子デバイス１００
の誘導コイル１１２が誘導コイル２１２ｂと位置合わせされる及び／又は電気通信にある
時、第１の電子デバイス１００のインジケータボックス１６４及び／又は第２の電子デバ
イス２００のインジケータボックス２６４は、ユーザに対して、電子デバイス１００、２
００間での電力伝送を開始する用意ができている、又は既に始まっていることを示すグラ
フィック若しくはテキストを、提供するか表示してもよい。
【０１０１】
　図２４に示す別の非限定的な例では、第２の電子デバイス２００は誘導コイル２１２ａ
、２１２ｂ、及び２１２ｃの集まりを備えてもよい。結果的に、第１の電子デバイス１０
０の誘導コイル１１２が第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２ａ、２１２ｂ、２
１２ｃと一時的に連結する、及び／又は通信すると、ディスプレイ２０４はユーザに対し
てデバイス外形２６６の集まりを表示してもよい。図２４に示す各デバイス外形２６６は
、電子デバイス１００の誘導コイル１１２を、第２の電子デバイス２００の外部の誘導コ
イル２１２ａ、２１２ｂ、２１２ｃと位置合わせする、及び／又は配置することに対応し
てもよい。それに加えて、第２の電子デバイス２００のディスプレイ２０４に可視の各デ
バイス外形２６６の方向は、第２の電子デバイス２００の位置調整磁石２２４（図５Ａを
参照）の配置に対応してもよい。これらのデバイス外形２６６は、本明細書に記載するよ
うに、１つ以上の誘導コイル２１２ａ、２１２ｂ、２１２ｃと電気通信する第１の誘導コ
イル１１２の位置合わせ、及び／又は構成を補助してもよい。
【０１０２】
　それに加えて、第１の電子デバイス１００を第２の電子デバイス２００上に、電子デバ
イス間で電力を伝送するために配置する時に、電子デバイスのデータ及び表示が転送され
てもよい。すなわち、図２５に示し、図２３Ｃについて同様に本明細書に記載されるよう
に、第１の電子デバイス１００は、第１の電子デバイス１００の誘導コイル１１２（図２
を参照）が第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２ｂ（図５Ａを参照）と電気通信
してもよいように、第２の電子デバイス２００上に配置されてもよい。それに加えて、本
明細書に記載するように、一度電気通信状態になると、第２の電子デバイス２００は第１
の電子デバイス１００に、第１の電子デバイス１００のバッテリ１２０の充電を増加させ
るために送電してもよい。送電するのに加えて、誘導コイル（１１２、２１２ｂ）はデー
タをも送信してもよい。図２５に示すように、第２の電子デバイス２００は、第２の電子
デバイス２００の１つ以上のアプリアイコン２６０が第１の電子デバイス１００のディス
プレイ１０４上で可視となる、及び／それと対話し得るように、第１の電子デバイス１０
０にデータを送信してもよい。結果的に、第１の電子デバイス１００がバッテリ１２０（
図２）の充電を第２の電子デバイス２００から受電することで増加させると、第１の電子
デバイス１００はまた、第２の電子デバイス２００からデータも受信してもよく、このこ
とでユーザは第２の電子デバイス２００と第１の電子デバイス１００を用いて対話するこ
とが可能になる。
【０１０３】
　別の非限定的な例では、図２６Ａ～図２７に示すように、電子デバイスの可視及び対話
的な表示領域は、第１の電子デバイス１００を第２の電子デバイス２００上に電子デバイ
ス間で電力を伝送するために配置する時に変形されてもよい。図２６Ａに示すように、第
２の電子デバイス２００のディスプレイ２０４の表示領域２６８は、第１の電子デバイス
１００を第２の電子デバイス２００上に、誘導コイル１１２、２１２ａ～２１２ｃ間での
一時的な通信を誘導するために移動させる前には、ディスプレイ２０４の全体の領域を含
んでもよい。しかしながら、図２６Ｂに示すように、一度一時的な連結及び／又は通信が
第１の電子デバイス１００の誘導コイル１１２と第２の電子デバイス２００の誘導コイル
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２１２ａとの間で得られると、ディスプレイ２０４の表示領域２６８はその大きさが減少
してもよい。表示領域２６８は、本明細書に記載するように、誘導コイル１１２と誘導コ
イル２１２ａとを位置合わせするために用いられる、第２の電子デバイス２００のディス
プレイ２０４に表示されるデバイス外形２６６の寸法によって、大きさが減少されてもよ
い。
【０１０４】
　ディスプレイ２０４の表示領域２６８が減少した結果、第２の電子デバイス２００のア
プリアイコン２６０はディスプレイ２０４上で変更されるかシフトされてもよい。図２６
Ａ～図２６Ｃにて比較して示すように、アプリアイコン２６０は、ディスプレイ２０４上
に２４個のアプリアイコン２６０が表示される（図２６Ａを参照）状態から、２０個のア
プリアイコン２６０が表示される（図２６Ｂ及び図２６Ｃを参照）状態に減少されてもよ
い。非限定的な例では、第２の電子デバイス２００の全てのアプリアイコン２６０は、第
２の電子デバイス２００のボタン２０６（図５Ａ）の一番近くに配置されるアプリアイコ
ン２６０の列が電子デバイス２００の別個のアプリアイコンページに表示されるように、
下にシフトしてもよい。別の非限定的な例では、ボタン２０６から一番遠くに配置され、
第１の電子デバイス１００によって覆われ得るアプリアイコン２６０の列は、電子デバイ
ス２００の別個のアプリアイコンページに移動されてもよい。図２６Ｃに示すように、デ
ィスプレイ２０４の表示領域２６８は、第１の電子デバイス１００の誘導コイル１１２が
第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２内で電気通信している時に減少してもよい
が、減少した表示領域２６８はまだ、第２の電子デバイス２００のユーザと対話可能であ
る。図２６Ｃに示すように、第１の電子デバイス１００はまた、ディスプレイ１０４上に
、電子デバイス１００、２００間で位置合わせの視覚的インジケータをユーザに提供し得
るインジケータボックス１６４を提示してもよい。
【０１０５】
　追加の非限定的な実施例では、及び電子デバイス間でのデータ転送について本明細書に
記載するように、第１の電子デバイス１００は、他の場合では第１の電子デバイス１００
によって覆われ得る第２の電子デバイス２００のアプリアイコン２６０を表示してもよい
。図２６Ａ～図２６Ｃに示すように、第１の電子デバイス１００の誘導コイル１１２は、
第２の電子デバイス２００から受電するために第２の電子デバイス２００の誘導コイル２
１２内で電気通信してもよい。それに加えて、誘導コイル２１２は第１の電子デバイス１
００にデータを転送してもよい。転送されたデータは、第１の電子デバイス１００によっ
て覆われるアプリアイコンの列に配置され得るアプリアイコン２６０に関連する情報を含
んでもよい。図２５について本明細書に同様に記載するように、第１の電子デバイス１０
０は第２の電子デバイス２００によって送信されるデータを表示してもよい。図２７の例
では、第１の電子デバイス１００はボタン２０６から最も遠くに配置されるアプリアイコ
ン２６０の列を表示してもよく、ユーザにこれらのアプリアイコン２６０と対話するのを
可能としてもよい。ユーザが第１の電子デバイス１００上に表示されるアプリアイコン２
６０と対話する時は、アプリアイコン２６０は第２の電子デバイス２００のディスプレイ
２０４の表示領域２６８に開かれてもよい。
【０１０６】
　図２８は、電子デバイスのバッテリを誘導的に充電する例示的なプロセスを図示する。
具体的に、図２８は外部の電子デバイスを用いて少なくとも１つの電子デバイスを誘導的
に充電する１つの例示的なプロセス７００を示すフローチャートである。
【０１０７】
　動作７０２では、第１の電子デバイスの誘導コイルが第２の電子デバイスの誘導コイル
に隣接して配置されてもよい。配置は、第１の電子デバイスを第２の電子デバイス上に直
接配置することと、第１の電子デバイスの誘導コイルを第２の電子デバイスの誘導コイル
と位置合わせすることとを更に含んでもよい。誘導コイルは、誘導コイルが互いに電気通
信している時に位置合わせされてもよい。第２の電子デバイスの誘導コイルに隣接する第
１の電子デバイスの誘導コイルの配置は、第１の電子デバイス及び第２の電子デバイスの
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両方内に配置される位置調整磁石の集まりを連結することをも含んでもよい。
【０１０８】
　動作７０４では、第１の電子デバイスの誘導コイルを構成してもよい。第１の電子デバ
イスの誘導コイルの構成は、誘導コイルに連結されるコントローラを用いて誘導コイルの
動作モードを選択することを含んでもよい。第１の電子デバイスの誘導コイルの動作モー
ドは、第１の電子デバイスのバッテリの充電を増加させるのに用いることができる、無線
で受電するための受電動作モードを含んでもよい。動作モードはまた、バッテリの充電を
減少させる、及び／又は壁コンセントなどの外部の電力源から電力を引くことができる、
無線で受電するための送電動作モードを含んでもよい。
【０１０９】
　動作７０６では、第２の電子デバイスの誘導コイルが構成されてもよい。第２の電子デ
バイスの誘導コイルを構成することは、誘導コイルに連結されるコントローラを用いて誘
導コイルの動作モードを選択することを含んでもよい。第２の電子デバイスの誘導コイル
の動作モードは、第１の電子デバイスのバッテリの充電を増加させるのに用いることがで
きる、無線で受電するための受電動作モードを含んでもよい。動作モードはまた、バッテ
リの充電を減少させる、及び／又は壁コンセントなどの外部の電力源から電力を引くこと
ができる、無線で受電するための送電動作モードを含んでもよい。
【０１１０】
　動作７０８では、第１の電子デバイスと第２の電子デバイスとの間にて無線で電力が伝
送されてもよい。より具体的には、電力は、第１の電子デバイスの誘導コイルから、又は
第２の電子デバイスの誘導コイルから、第１の電子デバイスの誘導コイルに伝送されても
よい。電力の伝送は、動作モードが別個であるか異なる第１の電子デバイス及び第２の電
子デバイスの誘導コイルの動作モードに左右されてもよい。このように、第１の電子デバ
イスの誘導コイルから第２の電子デバイスの誘導コイルへの電力の伝送は、第１の電子デ
バイスの誘導コイルが送電動作モードに構成されているかを判定することと、第２の電子
デバイスの誘導コイルが受電動作モードに構成されているかを判定することと、を更に含
んでもよい。逆に、第２の電子デバイスの誘導コイルから第１の電子デバイスの誘導コイ
ルへの電力の伝送は、第２の電子デバイスの誘導コイルが送電動作モードに構成されてい
るかを判定することと、第１の電子デバイスの誘導コイルが受電動作モードに構成されて
いるかを判定することと、を更に含んでもよい。
【０１１１】
　前述の説明では、記述する実施形態の完全な理解をもたらすために、説明を目的として
特定の専門用語を使用した。しかし、記述する実施形態を実践するために、特定の詳細が
必要とされないことが当業者には明らかであろう。よって、本明細書に記述する具体的な
実施形態の前述の説明は、例示及び説明を目的として提示される。それらの説明は、網羅
的であることも、又は開示される厳密な形態に実施形態を限定することも意図してはいな
い。上記の教示を考慮すれば、多くの変更及び変形が可能であることが当業者には明らか
であろう。
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【図２５】 【図２６】

【手続補正書】
【提出日】平成29年3月2日(2017.3.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　ポータブル電子デバイスであって、
　開口部を画定するエンクロージャと、
　前記エンクロージャの前記開口部内に配置されるディスプレイと、
　前記エンクロージャ内にあり、前記ディスプレイに電力を与えるように構成されるバッ
テリと、
　前記エンクロージャ内にあり、前記エンクロージャに近接して配置される外部デバイス
に無線で送電するように構成される送信誘導コイルと、
　を備えるポータブル電子デバイス。
【請求項２】
　前記送信誘導コイルは前記バッテリと動作可能に連結され、前記バッテリから前記外部
デバイスに無線で送電するように構成される、請求項１に記載のポータブル電子デバイス
。
【請求項３】
　前記エンクロージャ内にあり、前記エンクロージャに近接して配置される前記外部デバ
イスから無線で受電するように構成される受信誘導コイルを更に備える、請求項１に記載
のポータブル電子デバイス。
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【請求項４】
　前記エンクロージャ外に配置されるタッチセンサと、
　前記エンクロージャ内にあり、前記バッテリに電気的に連結されるスピーカと、
　前記エンクロージャ内にあり、前記バッテリに電気的に連結されるマイクロフォンと、
　を更に備える、請求項１に記載のポータブル電子デバイス。
【請求項５】
　電子デバイスであって、
　エンクロージャと、
　前記エンクロージャ内にあるバッテリと、
　前記エンクロージャ内にあり、前記バッテリに連結される、２つ以上の動作モードで動
作するように構成される誘導コイルであって、前記２つ以上の動作モードは
　　外部デバイスから無線で受電するための受電モードと、
　　前記外部デバイスに無線で送電するための送電モードと、
　を含む、誘導コイルと、
　前記誘導コイルに連結され、前記誘導コイルの前記動作モードを選択するように構成さ
れるコントローラと、
　を備える電子デバイス。
【請求項６】
　前記誘導コイルは内側誘導コイルであり、
　前記電子デバイスは前記内側誘導コイルを取り囲む外側誘導コイルを更に備える、請求
項５に記載の電子デバイス。
【請求項７】
　前記受電モードは、無線電力を受電するために前記内側誘導コイル及び前記外側誘導コ
イルの両方をアクティブにすることを含み、
　前記送電モードは、無線電力を送電するために前記内側誘導コイルのみをアクティブに
することを含む、請求項６に記載の電子デバイス。
【請求項８】
　前記誘導コイルに隣接して配置され、前記電子デバイスに対して前記外部デバイスを配
置することを補助するように構成される位置調整磁石を更に備える、請求項５に記載の電
子デバイス。
【請求項９】
　前記コントローラは前記バッテリと電気通信し、前記バッテリの充電を監視するように
構成される、請求項５に記載の電子デバイス。
【請求項１０】
　前記電子デバイスが、第１の携帯電話、第１のスマートフォン、第１のタブレットコン
ピュータ、第１のノートブックコンピュータ、又は第１の保護ケースのうちの１つであり
、
　前記外部デバイスが、第２の携帯電話、第２のスマートフォン、第２のタブレットコン
ピュータ、又は第２のノートブックコンピュータのうちの１つである、請求項５に記載の
電子デバイス。
【請求項１１】
　前記電子デバイスの前記バッテリは、前記受電モードでは前記外部デバイスによって充
電されるように構成され、
　前記電子デバイスの前記バッテリは、前記送電モードでは前記外部デバイスを充電する
ように構成される、請求項５に記載の電子デバイス。
【請求項１２】
　前記エンクロージャの開口部内に配置されるディスプレイと、
　前記ディスプレイの上に設けられるタッチセンサと、
　前記エンクロージャ内にあり、前記バッテリに電気的に連結されるスピーカと、
　前記エンクロージャ内にあり、前記バッテリに電気的に連結されるマイクロフォンと、
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　を更に備える、請求項５に記載の電子デバイス。
【請求項１３】
　第１の電子デバイスであって、
　　第１のバッテリと、
　　前記第１のバッテリに連結される第１の誘導コイルと、
　　前記第１の誘導コイルに連結される、前記第１の誘導コイルの動作モードを選択する
ための第１のコントローラと、
　を含む第１の電子デバイスと、
　前記第１の電子デバイスに隣接して配置される第２の電子デバイスであって、
　　第２のバッテリと、
　　前記第２のバッテリに連結される第２の誘導コイルと、
　　前記第２の誘導コイルに連結される、前記第２の誘導コイルの動作モードを選択する
ための第２のコントローラと、
　を含む第２の電子デバイスと、
　を備え、前記第１のコントローラは、前記第１のバッテリから前記第２のバッテリに、
前記第１の誘導コイルを用いて無線で送電するための送電動作モードを選択するように構
成され、
　前記第１のコントローラは、前記第２のバッテリから前記第１のバッテリに、前記第１
の誘導コイルを用いて無線で受電するための受電動作モードを選択するように構成される
、システム。
【請求項１４】
　前記第１の電子デバイスは、前記第１の誘導コイルに隣接して配置される第１の位置調
整磁石を更に含み、
　前記第２の電子デバイスは、前記第２の誘導コイルに隣接して配置される第２の位置調
整磁石を更に含み、
　前記第２の位置調整磁石は前記第１の位置調整磁石を引き付けて、前記第１の電子デバ
イスの前記第１の誘導コイルを前記第２の電子デバイスの前記第２の誘導コイルに位置合
わせするように構成される、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記第１の電子デバイスは、前記第１の誘導コイルを取り囲む外側誘導コイルを更に含
み、
　前記外側誘導コイルは前記第１のバッテリ及び前記第１のコントローラに連結される、
請求項１３に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記第２の電子デバイスは、前記第２の誘導コイルを取り囲む第２の外側誘導コイルを
更に含み、
　前記第２の外側誘導コイルは前記第２のバッテリ及び前記第２のコントローラに連結さ
れる、請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記第１の電子デバイスの前記第１の誘導コイルは、
　　前記第２の電子デバイスの前記第２の誘導コイル、及び
　　前記第２の電子デバイスの前記第２の外側誘導コイル
　のうちの少なくとも１つを用いて無線で電力を伝送するように構成され、
　前記第１の電子デバイスの前記外側誘導コイルは、
　　前記第２の電子デバイスの前記第２の誘導コイル、及び
　　前記第２の電子デバイスの前記第２の外側誘導コイル
　のうちの少なくとも１つを用いて無線で電力を伝送するように構成される、請求項１６
に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記第１の電子デバイスはディスプレイを更に含み、前記第１の電子デバイスは前記デ
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ィスプレイのグラフィカル出力を、前記第１の電子デバイスが前記第２の電子デバイスに
近接することに応じて変形するように構成される、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記ディスプレイの前記グラフィカル出力は、前記第２の電子デバイスに対する前記第
１の電子デバイスの位置合わせ状態を示す、請求項１８に記載のシステム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
［関連出願の相互参照］
　本特許協力条約の特許出願は、２０１４年９月２９日付出願の「Ｉｎｄｕｃｔｉｖｅ　
Ｃｈａｒｇｉｎｇ　Ｂｅｔｗｅｅｎ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅｓ」と題され
た米国仮特許出願第６２／０５６，８２７号、及び２０１５年６月４日付出願の「Ｉｎｄ
ｕｃｔｉｖｅ　Ｃｈａｒｇｉｎｇ　Ｂｅｔｗｅｅｎ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｄｅｖｉｃ
ｅｓ」と題された米国非仮特許出願第１４／７３１，２８０号の利益を主張する。それら
の各々の内容は、全体が参照により本明細書に組み込まれる。
［技術分野］
　本開示は概して電子デバイスに関し、より具体的には、第１の電子デバイスを、第２の
電子デバイスを用いて無線で充電することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　いくつかの電子デバイスは、再充電するために外部の電力を必要とし得る１つ以上の充
電式バッテリを含む。しばしば、これらのデバイスは一般的又は標準化された電気コネク
タ又はケーブルを用いて充電することができる。例えば、いくつかのデバイスは、ユニバ
ーサルシリアルバス（「ＵＳＢ」）コネクタ又はケーブルを用いて充電することができる
。しかしながら、標準化されたコネクタ及びケーブルがあるにもかかわらず、各デバイス
は別々の、又は専用の電源を必要とする場合がある。いくつかの場合では、各デバイスに
別々の電源を有することが、使用、保管、及び／又は移動する上でわずらわしい場合があ
る。
【考案の概要】
【０００３】
　概して、本明細書に記載する実施形態は、第２の外部の電子デバイスに誘導的又は無線
で電力を伝送する電子デバイスに関する。無線電力伝送は、第１及び／又は第２の電子デ
バイスのバッテリを充電するために用いることができる。電子デバイスは、外部の電子デ
バイスの誘導コイルと電気通信するように構成され得る誘導コイルを備えてもよい。いく
つかの実施形態では、電気通信可能な誘導コイルは、電子デバイス間で電力を伝送可能な
送信コイル及び／又は受信コイルとして作用してもよい。この電力の伝送は、受電する電
子デバイスのバッテリの充電を増加させる一方で、同時に送電するバッテリの充電を減少
させてもよい。外部の電子デバイスに電力を伝送することができる電子デバイスの誘導コ
イルは、別の電子デバイスのみを用いて電子デバイスのバッテリを充電することを可能と
してもよい。このように、電気通信可能な誘導コイルを備える１つ以上のデバイスの集ま
りを充電するのに、単一の電源コードしか必要ない、又は電源コードが不要であってもよ
い。
【０００４】
　いくつかの実施形態例は、開口部を画定するエンクロージャと、開口部内に配置される
、又は設けられるディスプレイと、ディスプレイの外表面に配置されるユーザ入力デバイ
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スと、エンクロージャ内又はエンクロージャの上に配置されるバッテリと、を備える、ポ
ータブル電子デバイスを対象とする。バッテリは、ディスプレイに電力を与えるように構
成されてもよい。デバイスはまた、エンクロージャ内に、エンクロージャに近接して配置
される外部デバイスに無線で送電する送信誘導コイルを備えてもよい。いくつかの実施形
態では、送信誘導コイルはバッテリと動作可能に連結しており、バッテリから外部デバイ
スに無線で送電するように構成される。いくつかの実施形態では、デバイスはまた、エン
クロージャ内に配置される、又は設けられ、エンクロージャに近接して配置される外部デ
バイスから無線で受電するように構成される受信誘導コイルをも備える。いくつかの実施
形態では、ポータブル電子デバイスは、エンクロージャ内にあり、バッテリと電気的に連
結するスピーカを備える。ポータブル電子デバイスはまた、エンクロージャ内にあり、バ
ッテリと電気的に連結するマイクロフォンを備えてもよい。いくつかの場合では、ユーザ
入力デバイスは、デバイスの外表面に配置されるタッチセンサ又はタッチスクリーンであ
る。
【０００５】
　いくつかの実施形態例は、エンクロージャと、エンクロージャ内にあるバッテリと、エ
ンクロージャ内にあり、バッテリに連結する誘導コイルと、を備える電子デバイスを対象
としている。誘導コイルは、外部デバイスから無線で受電する受電モードと、外部デバイ
スから無線で送電する送電モードと、を含む、２つ以上の動作モードで動作するように構
成されてもよい。デバイスはまた、誘導コイルに連結され、誘導コイルの動作モードを選
択するように構成されるコントローラをも、備えてもよい。いくつかの場合では、コント
ローラはバッテリと電子通信しており、バッテリの充電を監視するように構成される。い
くつかの実施形態では、デバイスは、ディスプレイと、タッチセンサと、エンクロージャ
内に設けられるか配置され、バッテリと電気的に連結するスピーカと、エンクロージャ内
に設けられるか配置され、バッテリと電気的に連結するマイクロフォンと、を備えてもよ
い。
【０００６】
　いくつかの実施形態では、誘導コイルは内側誘導コイルであり、デバイスは内側誘導コ
イルを取り囲む外側誘導コイルを備える。いくつかの場合では、送電モードにある間、内
側及び外側誘導コイルの両方が、無線で送電するようにアクティブにされる。いくつかの
場合では、受電モードにある間、内側誘導コイルのみが、無線で受電するためにアクティ
ブ化にされる。
【０００７】
　いくつかの実施形態では、電子デバイスは、誘導コイルに隣接して配置される位置調整
磁石を備える。位置調整磁石は、電子デバイスに対して外部デバイスの配置を補助するよ
うに構成されてもよい。
【０００８】
　いくつかの実施形態では、電子デバイスは、第１の携帯電話、第１のスマートフォン、
第１のタブレットコンピュータ、又は第１のノートブックコンピュータのいずれか１つで
あり、外部デバイスは、第２の携帯電話、第２のスマートフォン、第２のタブレットコン
ピュータ、又は第２のノートブックコンピュータのいずれか１つである。
【０００９】
　いくつかの実施形態では、電子デバイスのバッテリは、受電モードにて外部デバイスに
よって充電されるように構成される。いくつかの実施形態では、電子デバイスのバッテリ
は、送電モードにて外部デバイスを充電するように構成される。
【００１０】
　いくつかの実施形態例は、第１及び第２の電子デバイスを誘導的に無線で連結する方法
を対象とする。第１の電子デバイスの第１の誘導コイルは、第２の電子デバイスの第２の
誘導コイルに対応して配置されてもよい。第１の電子デバイスの第１のコントローラを用
いて、第１の誘導コイルの動作モードを選択してもよい。第１の誘導コイルは、無線で受
電する受電動作モード、及び無線で送電する送電動作モードを含む、２つ以上のモードで
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動作するように構成されてもよい。方法はまた、第１の誘導コイルから第２の誘導コイル
に、又は第２の誘導コイルから第１の誘導コイルに、のいずれか１つで送電することを含
んでもよい。いくつかの実施形態では、第２の電子デバイスの第２の誘導コイルの動作モ
ードは、第２の電子デバイスの第２のコントローラを用いて選択される。
【００１１】
　いくつかの実施形態では、第２の誘導コイルに対する第１の誘導コイルを配置すること
は、第１の電子デバイスを第２の電子デバイスの直接上に配置することと、第１の電子デ
バイスの第１の誘導コイルを第２の電子デバイスの第２の誘導コイルと位置合わせするこ
とと、を含む。いくつかの実施形態では、第２の誘導コイルに対する第１の誘導コイルを
配置することは、第１の電子デバイスの第１の位置調整磁石を第２の電子デバイスの第２
の位置調整磁石に連結することを含む。第１の位置調整磁石は第１の誘導コイルに隣接し
て配置されてもよく、第２の位置調整磁石は第２の誘導コイルに隣接して配置されてもよ
い。
【００１２】
　いくつかの実施形態では、第１の誘導コイルの動作モードを選択することは、第２の電
子デバイスの存在を検出することと、第１の誘導コイルの動作モードを、第２の電子デバ
イスの存在を検出したことに応じて選択することと、を含む。
【００１３】
　いくつかの実施形態では、第１の電子デバイスの外側誘導コイルは第２の電子デバイス
の第２のコイルと無線で電力を連結させるためにアクティブにされ、外側誘導コイルは第
１の誘導コイルを取り囲んでもよい。いくつかの場合では、第１のデバイスの第１の誘導
コイルから第２の電子デバイスの第２の誘導コイルに送電する時に、第１の誘導コイルと
第２の誘導コイルの間で電力結合効率が推定される。いくつかの場合では、第１の誘導コ
イルを取り囲む外側誘導コイルはその推定に基づいてアクティブにされる。
【００１４】
　いくつかの例示的な実施形態は、第１の電子デバイスと第２の電子デバイスとを備える
システムを対象としている。第１の電子デバイスは、第１のバッテリと、第１のバッテリ
に連結される第１の誘導コイルと、第１の誘導コイルの動作モードを選択する、第１の誘
導コイルに連結される第１のコントローラと、を備えてもよい。第２の電子デバイスは第
１の電子デバイスに隣接して配置されてもよい。第２の電子デバイスは、第２のバッテリ
と、第２のバッテリに連結される第２の誘導コイルと、第２の誘導コイルの動作モードを
選択する、第２の誘導コイルに連結される第２のコントローラと、を備えてもよい。いく
つかの場合では、第１のコントローラは、第１の誘導コイルを用いて第１のバッテリから
第２のバッテリに無線で送電する送電動作モードを選択するように構成される。第１のコ
ントローラはまた、第１の誘導コイルを用いて第２のバッテリから第１のバッテリに無線
で受電する受電動作モードを選択するように構成されてもよい。
【００１５】
　いくつかの実施形態では、第１の電子デバイスは、第１の誘導コイルに隣接して配置さ
れる第１の位置調整磁石を備える。いくつかの実施形態では、第２の電子デバイスは、第
２の誘導コイルに隣接して配置される第２の位置調整磁石を備える。第２の位置調整磁石
は、第１の位置調整磁石を引き付けて第１の電子デバイスの第１の誘導コイルを第２の電
子デバイスの第２の誘導コイルに位置合わせするように構成されてもよい。
【００１６】
　いくつかの実施形態では、第１の電子デバイスは、第１の誘導コイルを取り囲む外側誘
導コイルを備える。外側誘導コイルは、第１のバッテリ及び第１のコントローラに連結し
てもよい。いくつかの実施形態では、第２の電子デバイスは第２の誘導コイルを取り囲む
第２の外側誘導コイルを備える。第２の外側誘導コイルは、第２のバッテリと第２のコン
トローラに連結されてもよい。いくつかの場合では、第１の電子デバイスの第１の誘導コ
イルは、第２の電子デバイスの第２の誘導コイル、及び第２の電子デバイスの第２の外側
誘導コイルのうちの少なくとも１つを用いて、無線で電力を伝送するように構成される。
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第１の電子デバイスの外側誘電コイルは、第２の電子デバイスの第２の誘導コイル、及び
第２の電子デバイスの第２の外側誘導コイルを用いて、無線で電力を伝送するように構成
されてもよい。
【００１７】
　いくつかの実施形態では、第１の電子デバイスはディスプレイをも備え、第１の電子デ
バイスは、第１の電子デバイスが第２の電子デバイスに近接することに応じてディスプレ
イのグラフィカル出力を変形するように構成される。いくつかの場合では、ディスプレイ
のグラフィカル出力は、第２の電子デバイスに対する第１の電子デバイスの位置調整状態
を示す。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
　本開示は、同様の参照数字が同様の構造上の要素を示す添付の図面とともに、以下の詳
細な説明により容易に理解されるであろう。
【図１】実施形態に係る、誘導コイルを備える第１の電子デバイスの正面図である。
【図２】実施形態に係る、ディスプレイが取り除かれた図１の第１の電子デバイスの図で
ある。
【図３】実施形態に係る、図１の第１の電子デバイスの背面図である。
【図４Ａ】実施形態に係る、図１の線４－４における第１の電子デバイスの一部の断面図
である。
【図４Ｂ】実施形態に係る、図１の線４－４における第１の電子デバイスの一部の断面図
である。
【図４Ｃ】実施形態に係る、図１の線４－４における第１の電子デバイスの一部の断面図
である。
【図５Ａ】実施形態に係る、誘導コイルの集まりを備える第２の電子デバイスの正面図で
ある。
【図５Ｂ】実施形態に係る、図５Ａの第２の電子デバイスの背面図である。
【図６Ａ】実施形態に係る、誘導コイルを備える第３の電子デバイスの正面図である。
【図６Ｂ】実施形態に係る、図６Ａの第３の電子デバイスの背面図である。
【図７Ａ】実施形態に係る、誘導コイルの集まりを備える第４の電子デバイスの上面図で
ある。
【図７Ｂ】実施形態に係る、閉構成にある図７Ａの第４の電子デバイスの上面図である。
【図８】実施形態に係る、図５Ａの第２の電子デバイスに隣接して配置される図１の第１
の電子デバイスの正面図である。
【図９】実施形態に係る、図８の線９－９における、図１の第１の電子デバイスの一部及
び図５Ａの第２の電子デバイスの側面断面図である。
【図１０】更なる実施形態に係る、図５Ａの第２の電子デバイスに隣接して配置される、
図１の第１の電子デバイスの正面図を示す。
【図１１】実施形態に係る、図５Ａの第２の電子デバイスに隣接して配置される、図１の
第１の電子デバイス及び図６Ａの第３の電子デバイスの正面図である。
【図１２】実施形態に係る、図５Ａの第２の電子デバイスに隣接して配置される、図１の
第１の電子デバイス及び図６Ａの第３の電子デバイスの正面図である。
【図１３】実施形態に係る、図７Ａの第４の電子デバイスに隣接して配置される、図１の
第１の電子デバイスの正面図である。
【図１４】実施形態に係る、図７Ａの第４の電子デバイスに隣接して配置される、図１の
第１の電子デバイスの正面図である。
【図１５】実施形態に係る、図７Ａの第４の電子デバイスに隣接して配置される、図１の
第１の電子デバイス及び図６Ａの第３の電子デバイスの正面図である。
【図１６】実施形態に係る、図７Ｂの第４の電子デバイスに隣接して配置される、図１の
第１の電子デバイス及び図６Ａの第３の電子デバイスの正面図である。
【図１７】実施形態に係る、図７Ｂの第４の電子デバイスに隣接して配置される、図１の
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第１の電子デバイス、図５Ａの第２の電子デバイス、及び図６Ａの第３の電子デバイスの
正面図である。
【図１８】実施形態に係る、図７Ｂの第４の電子デバイスに隣接して配置される、図１の
第１の電子デバイス、図５Ａの第２の電子デバイス、及び図６Ａの第３の電子デバイスの
正面図である。
【図１９】実施形態に係る、第１の誘導コイルと第２の誘導コイルとを備える、第６の電
子デバイスの正面図である。
【図２０Ａ】実施形態に係る、外部の誘導コイルと電気通信する、図１９の第６の電子デ
バイスの第１の誘導コイル及び第２の誘導コイルの概略図である。
【図２０Ｂ】実施形態に係る、外部の誘導コイルと電気通信する、図１９の第６の電子デ
バイスの第１の誘導コイル及び第２の誘導コイルの概略図である。
【図２１Ａ】実施形態に係る、デバイス間誘導充電のためのプロセスを実行する、図１の
第１の電子デバイス及び図５Ａの第２の電子デバイスの正面図である。
【図２１Ｂ】実施形態に係る、デバイス間誘導充電のためのプロセスを実行する、図１の
第１の電子デバイス及び図５Ａの第２の電子デバイスの正面図である。
【図２１Ｃ】実施形態に係る、デバイス間誘導充電のためのプロセスを実行する、図１の
第１の電子デバイス及び図５Ａの第２の電子デバイスの正面図である。
【図２２】追加の実施形態に係る、デバイス間誘導充電のためのプロセスを実行する、図
１の第１の電子デバイス及び図５Ａの第２の電子デバイスの正面図である。
【図２３】実施形態に係る、図５Ａの第２の電子デバイスのアプリアイコンを表示する、
図１の第１の電子デバイスの正面図である。
【図２４Ａ】更なる実施形態に係る、デバイス間誘導充電のためのプロセスを実行する、
図１の第１の電子デバイス及び図５Ａの第２の電子デバイスの正面図である。
【図２４Ｂ】更なる実施形態に係る、デバイス間誘導充電のためのプロセスを実行する、
図１の第１の電子デバイス及び図５Ａの第２の電子デバイスの正面図である。
【図２４Ｃ】更なる実施形態に係る、デバイス間誘導充電のためのプロセスを実行する、
図１の第１の電子デバイス及び図５Ａの第２の電子デバイスの正面図である。
【図２５】別の実施形態に係る、図５Ａの第２の電子デバイスのアプリアイコンを表示す
る、図１の第１の電子デバイスの正面図である。
【図２６】外部の電子デバイスを用いて電子デバイスを誘導充電する方法を示すフローチ
ャートである。この方法は図１～図２５に示す電子デバイス上で実行されてもよい。
【考案を実施するための形態】
【００１９】
　本発明の図面は、必ずしも寸法どおりとは限らない。図面は本発明の典型的な態様のみ
を図示することを意図しており、したがって、本発明の範囲を限定するように考慮される
ものではない。図面では、同様の番号付けは図面間での同様の要素を表す。
【００２０】
　添付の図面に図示する代表的な実施形態が詳細に参照される。以下の説明は、実施形態
を１つの好適な実施形態に限定することを意図していないことを理解されたい。反対に、
以下の説明は、添付の請求の範囲により画定される記載された実施形態の趣旨及び範囲に
含むことができるような、代替形態、修正形態、及び均等物をカバーすることを意図して
いる。
【００２１】
　以下の開示は概して電子デバイスに関し、より具体的には少なくとも１つの外部の電子
デバイスを誘導的に充電するように構成される電子デバイス、及び外部の電子デバイスを
用いて少なくとも１つの電子デバイスを誘導的に充電する方法に関する。
【００２２】
　電子デバイスは、外部の電子デバイスの外部の誘導コイルと電気通信するように構成さ
れ得る誘導コイルを備えてもよい。いくつかの場合では、誘導コイルは無線かつ誘導的に
結合されている。無線に結合される誘導コイルは、２つの電子デバイス間で電力を伝送す
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ることができる送信コイル及び／又は受信コイルとして作用してもよい。いくつかの場合
では、電力の伝送は、受電している第１の電子デバイスのバッテリの充電を増加させ、一
方で同時に、送電している第２の電子デバイスのバッテリの充電を減少させることできる
。誘導コイルを用いて、第１の電子デバイスのバッテリを第２の外部電子デバイスを用い
て充電することができる。このように、デバイス間にて無線で結合される誘導コイルを備
える複数のデバイスを充電するのに、（第２の外部の電子デバイスに接続される）単一の
電源コードしか必要としない、又は電源コードが不要であってもよい。
【００２３】
　これらの実施形態及び他の実施形態について、図１～図２６を参照して以下で記載する
。しかし、これらの図に関して本明細書に記載される「発明を実施するための形態」は、
説明を目的とするものにすぎず、限定するものとして解釈するべきではないことが、当業
者には容易に理解されるであろう。
【００２４】
　図１は、少なくとも１つの誘導コイル１１２を備える電子デバイス１００の一例の正面
図を示す。図示される実施形態では、第１の電子デバイス１００はポータブル電子デバイ
ス、特に、携帯電話として実装されている。本明細書に記載するように、他の実施形態は
第１の電子デバイス１００を異なるように、例えば、ノートブック又はデスクトップコン
ピュータ、タブレットコンピューティングデバイス、ゲーミングデバイス、ディスプレイ
、デジタル音楽プレーヤ、着用可能コンピューティングデバイス又はディスプレイ、健康
監視デバイス等として実装可能である。
【００２５】
　第１の電子デバイス１００は、ディスプレイ１０４を少なくとも部分的に取り囲むエン
クロージャ１０２と、第１の電子デバイス１００の前面１０８上に形成される、又は配置
される、１つ以上のボタン１０６又は他のユーザ入力デバイスと、を備える。いくつかの
実施形態では、デバイス１００は、ボタン１０６及びタッチ感知ディスプレイスクリーン
を含む複数のユーザ入力デバイスを備える。ユーザ入力デバイスは、オペレーティングシ
ステム又はデバイス１００上で実行される他のソフトウェアへのユーザ入力を提供するた
めに用いることができる。ユーザ入力デバイスは、バッテリ、又は他の電源と動作可能に
連結されてもよい。
【００２６】
　いくつかの実施形態では、デバイス１００はまた、例えば、マイクロフォン及び／又は
スピーカを含む、１つ以上のオーディオコンポーネントを備えてもよい。１つ以上のオー
ディオコンポーネントは、音声出力を生成する及び／又は音声入力を受信するように構成
されてもよい。いくつかの実施形態では、スピーカはエンクロージャ１０２内に設けられ
る、又は配置され、バッテリ１２０に電気的に連結されてもよい（図２に示すとおり）。
同様に、マイクロフォンはエンクロージャ１０２内に設けられるか配置され、バッテリ１
２０に電気的に連結されてもよい。
【００２７】
　エンクロージャ１０２は、第１の電子デバイス１００の外表面若しくは部分外表面、及
び内部コンポーネントの保護ケースを形成することができ、ディスプレイ１０４を少なく
とも部分的に取り囲んでもよい。いくつかの場合では、エンクロージャ１０２はディスプ
レイ１０４が配置される、又はそれが設けられる開口部を画定する。エンクロージャ１０
２は、前面部品及び背面部品などの、動作可能に接続された１つ以上のコンポーネントか
ら形成されてもよい。代替として、エンクロージャ１０２は、ディスプレイ１０４に接続
される又は連結される単一の部品で形成可能である。それに加えて、エンクロージャ１０
２は、プラスチック、ガラス、サファイヤ、金属、及び／又は様々な材料の任意の組み合
わせを含むがこれらに限られない、多種多様な材料から形成されてもよい。エンクロージ
ャ１０２はまた、ディスプレイ１０４を実質的に取り囲むかその形をたどるフレーム１１
０又はベゼル部を備えてもよい。エンクロージャ１０２のフレーム１１０はディスプレイ
１０４の対話部分を指示してもよく、第１の電子デバイス１００の内部コンポーネントを
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隠すために不透明であってもよい。
【００２８】
　ディスプレイ１０４は、以下に限定されないが、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）技術、発
光ダイオード（ＬＥＤ）技術、有機発光ディスプレイ（ＯＬＥＤ）技術、有機電界発光（
ＯＥＬ）技術、又は別の種類のディスプレイ技術を含む、任意の好適な技術を使用して実
装されてもよい。いくつかの実施形態では、マルチタッチ感知タッチスクリーン又はタッ
チセンサをディスプレイ１０４に組み込んでもよい。例えば、タッチスクリーン又はタッ
チセンサがディスプレイ１０４の上に、又はそれと一体的に配置されてもよい。非限定的
な例では、実質的に透明なカバーあるいはシートが、ディスプレイ１０４及び／若しくは
タッチスクリーン又はタッチセンサの上に配置されてもよい。いくつかの実施形態では、
カバーが、ユーザの視界を著しく妨害する、及び／若しくは第１の電子デバイス１００の
タッチスクリーン又はタッチセンサと対話する能力を著しく制限することなく、ディスプ
レイ１０４を汚染から保護することができる。
【００２９】
　ボタン１０６は、第１の電子デバイス１００についてのユーザ入力デバイスとして機能
するように構成されてもよい。いくつかの場合では、ボタン１０６は、ユーザ入力を提供
する、及び／又はユーザに第１の電子デバイス１００の様々な機能と対話できるようにす
るために、第１の電子デバイス１００の内部コンポーネントと電子的及び／又は機械的通
信する作動コンポーネントを備えてもよい。いくつかの実施形態では、ボタン１０６は、
エンクロージャ１０２のフレーム１１０の一部で取り囲まれた単一のボタンコンポーネン
トとして構成されてもよい。図１に示すように、ボタンは第１の電子デバイス１００の外
部面に対応して配置されてもよい。
【００３０】
　図１及び図２に示すように、第１の電子デバイス１００はまた、エンクロージャ１０２
内に配置される、又は設けられる、少なくとも１つの誘導コイル１１２を備えてもよい。
具体的には、図１及び図２に示すように、第１の電子デバイス１００は、誘導コイル１１
２が露出されないように、第１の電子デバイス１００の実質的に中心かつエンクロージャ
１０２内に配置される単一の誘導コイル１１２を備えてもよい。誘導コイル１１２はまた
、第１の電子デバイス１００のディスプレイ１０４の下に、又は直下に配置されてもよい
。図１に示し、本明細書に記載するように、誘導コイル１１２はエンクロージャ１０２内
に配置されてもよく、外部の電子デバイスの外部の誘導コイルと、第１の電子デバイス１
００のディスプレイ１０４及び／又は前面１０８を介して電気通信してもよい。それに加
えて、本明細書に記載するように、誘導コイル１１２は、二方向コイル、第１の電子デバ
イス１００から送電するための送信コイル、及び第１の電子デバイス１００に電力を受け
る又は取得するための受信コイルとして構成されてもよい。図１にて誘導コイル１１２を
表す想像円は、第１の電子デバイス１００内の誘導コイル１１２の位置の単なる一例であ
ってもよい。誘導コイル１１２の位置はエンクロージャ１０２内で変動してもよく、いく
つかの場合では、複数の誘導コイル１１２がエンクロージャ１０２内に配置されてもよい
。図１に示し、図２に対応して以下にてより詳細に説明するように、複数の位置調整磁石
１２４もまた、エンクロージャ１０２内に設けられてもよい。
【００３１】
　図２は、エンクロージャ１０２（図１に示す）の内部空洞を露出させるためにディスプ
レイ（図１の参照符号１０４）を省略した、第１の電子デバイス１００の正面図を示す。
図２に示す非限定的な例では、誘導コイル１１２は、例えば同心円状に巻かれて一式のル
ープ又はらせん形状を形成するワイヤなどの導電体から形成されてもよい。ワイヤは、誘
導コイル１１２を第１の電子デバイス１００の他の別個のコンポーネントに電気的に連結
及び／又は接続するために用いられ得る電気基板１１８（例えば、回路基板）上に配置さ
れる又は形成されてもよい。誘導コイル１１２を形成するワイヤは、様々な導電性材料、
例えば金属から形成されてもよい。しかしながら、本明細書に記載されるように、第１の
電子デバイス１００の誘導コイル１１２は任意の好適な材料から形成されてもよく、第１
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の電子デバイス１００に、又はそこからの電力の伝送を可能とする多種多様な寸法で構成
されてもよいと、理解される。
【００３２】
　第１の電子デバイス１００はまた、エンクロージャ１０２内に配置されるバッテリ１２
０を備えてもよい。いくつかの実施形態では、バッテリ１２０は、電力を提供するために
第１の電子デバイス１００のコンポーネントに動作可能に連結してもよい。いくつかの実
施形態では、バッテリ１２０は、第１の電子デバイス１００のディスプレイ（図１の参照
符号１０４）及び／又はコントローラ１２２に動作可能に連結する。バッテリ１２０はま
た、ユーザ入力デバイス、マイクロフォン、スピーカ、コントローラ、若しくは第１の電
子デバイス１００の他のコンポーネント又はサブシステムに、動作可能に連結してもよい
。図２に示すように、バッテリ１２０はエンクロージャ１０２内に配置されてもよく、第
１の電子デバイス１００の誘導コイル１１２と電気通信する、又は他の方法で動作可能に
連結してもよい。本明細書に記載するように、バッテリ１２０に又はそこから電力を伝送
することで、バッテリ１２０の充電を増やす、又はバッテリ１２０の充電を減らして第１
の電子デバイス１００と通信している外部の電子デバイスの外部バッテリの充電を増やす
ために、誘導コイル１１２はバッテリ１２０と電気通信してもよい。バッテリ１２０は、
第１の電子デバイス１００の様々なコンポーネント又はシステムに給電するように利用さ
れてもよい。
【００３３】
　図２に示すように、コントローラ１２２もまた、第１の電子デバイス１００のエンクロ
ージャ１０２内に配置されてもよい。コントローラ１２２は、誘導コイル１１２の動作モ
ードを制御するために、第１の電子デバイス１００の誘導コイル１１２と電気通信しても
よい。つまり、コントローラ１２２は、受電モードと送電モードとの間で動作モードを調
節するために、誘導コイル１１２と電気通信してもよい。誘導コイル１１２が受電モード
に調節される時は、誘導コイル１１２は受信コイルとして構成されてもよく、バッテリ１
２０の充電を増やすために受電してもよい。送電モードでは、誘導コイル１１２は送信コ
イルとして構成されてもよく、第１の電子デバイス１００から送電してもよく、それによ
ってバッテリ１２０の充電が減る及び／又は壁コンセントなどの外部源から電力を引いて
もよい。
【００３４】
　図２に更に示すように、コントローラ１２２は、バッテリ１２０と連結する又は電気通
信して、バッテリ１２０の充電を監視してもよい。示されていないが、コントローラ１２
２は第１の電子デバイス１００の別個の内部コンポーネントと電気通信してもよい。非限
定的な例では、コントローラ１２２は第１の電子デバイス１００の機能を制御し得る、よ
り大きなコンピューティング又は処理システムに連結してもよい。別の非限定的な実施形
態では、コントローラ１２２は、第１の電子デバイス１００の、より大きなコンピューテ
ィング又は処理システムと統合及び／又は一部として構成されてもよい。コントローラ１
２２は、誘導コイル１１２の動作モードを調節する、及び／又はバッテリ１２０の充電を
監視するように構成される、マイクロコントローラ又はマイクロプロセッサなどの任意の
好適な電子コンポーネントから形成されてもよい。
【００３５】
　図２に示すように、第１の電子デバイス１００はまた、誘導コイル１１２に隣接して配
置される少なくとも１つの位置調整磁石１２４を備えてもよい。図１及び図２に示すよう
に、第１の電子デバイス１００は、第１の電子デバイス１００の誘導コイル１１２に隣接
して配置される位置調整磁石１２４の集まりを備えてもよい。２つの位置調整磁石１２４
は、誘導コイル１１２の互いに対向する側又は端にそれぞれ配置されてもよい。それに加
えて、位置調整磁石１２４を誘導コイル１１２の中心に配置して、誘導コイル１１２のワ
イヤが実質的に第１の電子デバイス１００の位置調整磁石１２４を取り囲むようにしても
よい。第１の電子デバイス１００の位置調整磁石１２４と外部デバイスの磁石との間の引
き付ける力を、誘導コイル１１２を外部の電子デバイスの外部の誘導コイルと位置合わせ
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するために用いてもよく、これによって誘導コイル１１２と外部の誘導コイルとの間での
電力の伝送を容易にすることができる。位置調整磁石１２４は、磁気又は電磁特性を有す
る任意の好適な材料から形成されてもよい。
【００３６】
　図３は、電子デバイス１００の背面図を示す。第１の電子デバイス１００は、背面１２
８上にカメラ１２６を配置してもよい。すなわち、カメラ１２６を背面１２８（図１に示
すように、第１の電子デバイス１００のディスプレイ１０４を有する前面１０８の反対側
）上に配置してもよい。カメラ１２６は、第１の電子デバイス１００を用いて写真及び／
又は動画を撮ることができる任意の好適なカメラデバイス及び／又はシステムを含んでも
よい。
【００３７】
　図３に示し、図１に関して本明細書に記載するように、誘導コイル１１２はエンクロー
ジャ１０２内に配置されてもよい。本明細書に記載するように、誘導コイル１１２は外部
の電子デバイスの外部の誘導コイルと、第１の電子デバイス１００の背面１２８を介して
電気通信してもよい。例えば、エンクロージャ１０２内に配置される誘導コイル１１２は
、電子デバイスの背面１２８を介して外部の電子デバイスと無線かつ誘導的に結合される
ように構成されてもよい。図３に示すように、１つ以上の位置調整磁石１２４もまた、第
１の電子デバイス１００の背面１２８に対して設けられてもよい。
【００３８】
　図４Ａ～図４Ｃは、誘導コイル１１２を含む第１の電子デバイス１００の断面側面図を
示す。誘導コイル１１２及び位置調整磁石１２４は、第１の電子デバイス１００のエンク
ロージャ１０２内の多種多様な位置に配置することができる。図４Ａに示す非限定的な実
施形態では、誘導コイル１１２及び位置調整磁石１２４は第１の電子デバイス１００のデ
ィスプレイ１０４に、前面１０８に隣接して直接連結されてもよい。前面１０８に隣接し
て配置される及び／又はディスプレイ１０４に連結された時に、誘導コイル１１２は外部
の電子デバイス内の外部の誘導コイルに、より増加した電力の伝送を、本明細書に記載す
るように前面１０８が外部の誘導コイルと直接隣接して配置された時に提供することがで
きる。しかしながら、ディスプレイ１０４に連結される誘導コイル１１２は、第１の電子
デバイス１００の背面１２８を介して電力を伝送することもまだできると理解される。
【００３９】
　図４Ｂに示す別の非限定的な実施形態では、誘導コイル１１２及び位置調整磁石１２４
は、第１の電子デバイス１００のエンクロージャ１０２と直接連結してもよい。図４Ｂに
示すように、誘導コイル１１２及び位置調整磁石１２４は、背面１２８に隣接し、ディス
プレイ１０４及び／又は前面１０８とは反対側のエンクロージャ１０２に連結してもよい
。背面１２８に隣接して配置される誘導コイル１１２は、第１の電子デバイス１００のデ
ィスプレイ１０４を介して電力を伝送してもよい。しかしながら、誘導コイル１１２は、
ディスプレイ１０４及び／又は前面１０８を介した電力の伝送と比べた時に、より増加し
た量の電力を、背面１２８を介して伝送することができる。
【００４０】
　図４Ｃに示す追加の非限定的な実施形態では、誘導コイル１１２及び位置調整磁石１２
４は、前面１０８と背面１２８との間、及びそれらからオフセットして配置されてもよい
。いくつかの実施形態では、誘導コイル１１２及び位置調整磁石１２４は、図４Ｃに示す
中間板１３１などの内部構造上に、又はそれに対応して配置されてもよい。いくつかの場
合では、誘導コイル１１２及び位置調整磁石１２４は、誘導コイル１１２から、及び／又
はそこへの電力の伝送が前面１０８と背面１２８とでおよそ等しくなるように、前面１０
８及び背面１２８の間に配置されてもよい。
【００４１】
　図４Ａ～図４Ｃの例は、位置調整磁石１２４と誘導コイル１１２とが実質的に位置合わ
せされているか平面状であるように示している。しかしながら、位置調整磁石１２４は、
誘導コイル１１２に対して区別されるか同平面上でないエンクロージャ１０２の一部の中
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に配置されてもよいと理解される。図示していない非限定的な実施形態では、誘導コイル
１１２は前面１０８及び／又はディスプレイ１０４に直接隣接してもよく、位置調整磁石
１２４は背面１２８に直接隣接してもよい。非限定的な実施形態では、及び本明細書に記
載するように、位置調整磁石１２４は誘導コイル１１２と外部の電子デバイスの外部の誘
導コイルとの位置合わせを容易にし、第１の電子デバイス１００と外部の電子デバイスと
の間で最適な電力の伝送を提供することができる。
【００４２】
　図５Ａ及び図５Ｂは、誘導コイル２１２ａ、２１２ｂ、及び２１２ｃを備える第２の電
子デバイス２００の前面図及び背面図をそれぞれ示す。図５Ａ及び図５Ｂに示す非限定的
な実施形態では、第２の電子デバイス２００はタブレットコンピューティングデバイスと
して形成されてもよい。第２の電子デバイス２００は第１の電子デバイス１００と実質的
に同様のコンポーネント、例えばエンクロージャ２０２、ディスプレイ２０４、カメラ２
２６、ボタン２０６、及びその他のユーザ入力デバイスなどを備えてもよい。第２の電子
デバイス２００はまた、スピーカ及び／又はマイクロフォンなどのオーディオ要素を備え
てもよい。類似の番号付け及び／又は名称付けされたコンポーネントは、実質的に同様に
機能し得ると理解される。明確性のために、これらのコンポーネントの冗長な説明は省略
する。
【００４３】
　第２の電子デバイス２００は、エンクロージャ２０２内に配置又は設けられる誘導コイ
ル２１２ａ、２１２ｂ、２１２ｃの集まりを備えてもよい。図５Ａ及び図５Ｂに示すよう
に、誘導コイル２１２ａ、２１２ｂ、及び２１２ｃの集まりは、エンクロージャ２０２に
わたって配置されてもよい。非限定的な実施形態では、誘導コイル２１２ａ、２１２ｂ、
及び２１２ｃの集まりのそれぞれは、ディスプレイ２０４の境界内、並びに／又は電子デ
バイス２００のフレーム２１０内に配置されてもよい。それに加えて、非限定的な実施形
態では、図５Ａ及び図５Ｂに示すように、誘導コイル２１２ａ、２１２ｂ、及び２１２ｃ
の集まりは等間隔に広げられて第２の電子デバイス２００の実質的に中心に配置されても
よく、誘導コイル２１２ｂは誘導コイル２１２ａ、２１２ｃ間に配置されてもよい。
【００４４】
　図５Ａに示すように、第２の電子デバイス２００はまた、誘導コイル２１２ａ、２１２
ｂ、２１２ｃの集まりのそれぞれに隣接して配置される位置調整磁石２２４の集まりをも
備えてもよい。図１～図３と同様に、誘導コイル２１２ａ、２１２ｃは、誘導コイル２１
２ａ、２１２ｃの反対側に２つの位置調整磁石２２４を有し、そして誘導コイル２１２ａ
、２１２ｃ内及び／又はそれらによって取り囲まれるように位置調整磁石２２４を配置し
てもよい。図５Ａに示すように、第２の電子デバイス２００における位置調整磁石２２４
は、誘導コイル２１２ａ、２１２ｃの反対側に配置されてもよい。
【００４５】
　非限定的な実施形態では、誘導コイル２１２ｂは４つの別個の位置調整磁石２２４を備
えてもよい。図５Ａに示すように、４つの別個の位置調整磁石２２４は誘導コイル２１２
ｂを四辺から実質的に取り囲んでもよい。本明細書に記載するように、４つの別個の位置
調整磁石２２４を第２の電子デバイス２００に備えることは、外部の電子デバイスを複数
の方向や位置で第２の電子デバイス２００及び／又は位置調整磁石２２４に連結すること
を可能とする。
【００４６】
　図６Ａ及び図６Ｂは、第３の電子デバイス３００の上面図及び底面図をそれぞれ示す。
第３の電子デバイス３００は、健康監視デバイスを含むポータブル又は着用可能な電子デ
バイス３００（以後、「第３の電子デバイス」）であってもよい。図６Ａ及び図６Ｂに示
す第３の電子デバイス３００は、心拍数データ、血圧データ、温度データ、酸素レベルデ
ータ、食事／栄養情報、医学的助言、健康関連のヒント又は情報、若しくは他の健康関連
データなどだがこれらに限定されない健康関連情報あるいはデータを提供するように構成
されてもよい。第３の電子デバイス３００は、健康関連情報を、別々の、タブレットコン
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ピューティングデバイス、電話、パーソナルデジタルアシスタント、コンピュータなどの
電子デバイスに任意選択的に伝達してもよい。それに加えて、又は代替的に、第３の電子
デバイス３００は、時間、日付、健康、状態、又は外部に接続された若しくは通信するデ
バイス及び／又はそのようなデバイス上で実行されるソフトウェア、メッセージ、動画、
動作コマンド、などに関する情報を含むがこれらに限られない追加情報を提供してもよい
（並びに、他の通信に加えて、外部デバイスから前記のもののいずれかを受信してもよい
）。
【００４７】
　電子デバイス３００は、少なくとも部分的にディスプレイ３０４、及び１つ以上のボタ
ン３０６、クラウン３０８、又は入力デバイスを取り囲む、エンクロージャ３０２を備え
てもよい。エンクロージャ３０２は、電子デバイス３００の外表面若しくは部分外表面、
及び内部コンポーネント用の保護ケースを形成してもよく、ディスプレイ３０４を少なく
とも部分的に取り囲んでもよい。エンクロージャ３０２は、ディスプレイ３０４が配置さ
れるか設けられる開口部を備えてもよい。エンクロージャ３０２は、前面部品及び背面部
品などの、動作可能に接続された１つ以上のコンポーネントから形成されてもよい。代替
として、エンクロージャ３０２は、ディスプレイ３０４に動作可能に接続される又は連結
される単一の部品で形成されてもよい。エンクロージャ３０２は、プラスチック、ガラス
、サファイヤ、金属、及び／又は他の様々な材料若しくは材料の組み合わせを含むがこれ
らに限定されない、１つ以上の材料から形成されてもよい。
【００４８】
　第３の電子デバイス３００はまた、エンクロージャ３０２に連結される着用可能バンド
３１０（部分的に図６Ａ及び図６Ｂに示す）をも有してもよい。着用可能バンド３１０は
、第３の電子デバイス３００をユーザ、又は電子デバイス３００を受けることができる他
の対象物に固定するために用いてもよい。第３の電子デバイス３００が腕時計である場合
の非限定的な実施形態では、着用可能バンド３１０は、腕時計をユーザの手首に固定して
もよい。他の非限定的な例では、第３の電子デバイス３００は、ユーザの体の別の部分に
又はその中に固定してもよい。
【００４９】
　ディスプレイ３０４は、以下に限定されないが、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）技術、発
光ダイオード（ＬＥＤ）技術、有機発光ディスプレイ（ＯＬＥＤ）技術、有機電界発光（
ＯＥＬ）技術、又は別の種類のディスプレイ技術を含む、任意の好適な技術を使用して実
装されてもよい。いくつかの実施形態では、ディスプレイ３０４はまた、ユーザからタッ
チ入力を受信するように構成されるマルチタッチ感知タッチスクリーン及び／又はタッチ
センサを備えてもよい。いくつかの実施形態では、タッチスクリーン又はタッチセンサは
ディスプレイ３０４と一緒に組み込まれ、例えば、ディスプレイ３０４の上に設けられる
、又はそれと一体化されてもよい。
【００５０】
　第３の電子デバイス３００はまた、ボタン３０６、クラウン３０８、及び／又は第３の
電子デバイス３００の外表面に対応して設けられる、又はその上に配置されるタッチセン
サを含む、１つ以上のユーザ入力デバイスをも備える。いくつかの場合では、ボタン３０
６及び／若しくはクラウン３０８は、第３の電子デバイス３００の内部コンポーネントと
電子及び／若しくは機械通信する作動コンポーネントを備えてもよく、ユーザ入力を提供
する、並びに／又はユーザが第３の電子デバイス３００の様々な機能で対話するのを可能
とする。ボタン３０６は同様に、生体センサ、タッチセンサなどのセンサを備えてもよい
。クラウン３０８は第３の電子デバイス３００と対話するための回転可能及び／又は作動
される入力デバイスであってもよい。第３の電子デバイス３００はまた、スピーカ及び／
又はマイクロフォンなどのオーディオ要素を含むユーザ入出力の他の形態を含んでもよい
。
【００５１】
　図６Ａ及び図６Ｂに示すように、第３の電子デバイス３００はまた、誘導コイル３１２
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を備えてもよい。第３の電子デバイス３００は、エンクロージャ３０２内に配置される単
一の誘導コイル３１２を備えてもよい。図６Ａ及び図６Ｂに示すように、及び本明細書に
記載するように、誘導コイル３１２は、第３の電子デバイス３００のディスプレイ３０４
（図６Ａを参照）を介して、及び／又は背面充電プレート３３０（図６Ｂを参照）を介し
て、電気通信してもよい。
【００５２】
　第３の電子デバイス３００はまた、単一の位置調整磁石３２４を備えてもよい。図６Ａ
及び図６Ｂに示すように、単一の位置調整磁石３２４は、第３の電子デバイス３００の誘
導コイル３１２内に配置されてもよく、及び／又はそれによって実質的に取り囲まれても
よい。第３の電子デバイス３００の大きさの結果として、電子デバイス３００には単一の
位置調整磁石３２４しか備えることができない。しかしながら、第３の電子デバイス３０
０は位置調整磁石３２４の群を備えてもよいように理解される。
【００５３】
　図７Ａは、第４の電子デバイス４００の上面図を示す。図７Ａに示す非限定的な実施形
態例では、第４の電子デバイス４００は、ノートブックコンピュータなどのポータブルコ
ンピューティングデバイスとして形成されてもよい。第４の電子デバイス４００は、第４
の電子デバイス４００の内部コンポーネントを収容する、及び／又は保護するためのエン
クロージャ若しくは上部ケース４４０を有してもよい。第４の電子デバイス４００はまた
、上部ケース４４０を通って突き出るキー４４２の集まりを有し、キーボードユーザ入力
デバイスを形成してもよい。キー４４２の集まりを利用して、ユーザに第４の電子デバイ
ス４００と対話させることを可能とする。トラックパッド４４４もまた、第４の電子デバ
イス４００の上部ケース４４０内に配置されてもよい。トラックパッド４４４は、第４の
電子デバイス４００のキー４４２の集まりに隣接して配置されてもよい。トラックパッド
４４４は、キー４４２の集まりと同様に、ユーザに第４の電子デバイス４００と対話させ
ることを可能としてもよい。第４の電子デバイス４００はまた、スピーカ及び／又はマイ
クロフォンなどのオーディオ要素を含む、ユーザ出入力を行うための他のコンポーネント
を備えてもよい。
【００５４】
　第４の電子デバイス４００はまた、ディスプレイ４０４及びディスプレイケース４４６
をも備えてもよい。ディスプレイケース４４６は、第４の電子デバイス４００のディスプ
レイ４０４の外部筐体及び／又は保護エンクロージャを形成してもよい。ディスプレイ４
０４は、第４の電子デバイス４００のユーザに視覚出力を与えてもよい。
【００５５】
　第４の電子デバイス４００はまた、上部ケース４４０内に配置される誘導コイル４１２
ａ、４１２ｂ、４１２ｃの集まりを備えてもよい。図７Ａに示すように、誘導コイル４１
２ａ、４１２ｂ、４１２ｃは、キー４４２の集まりに隣接して上部ケース４４０内に等間
隔に設けられてもよい。誘導コイル４１２ａ、４１２ｃはトラックパッド４４４の両側に
それぞれ配置されてもよく、誘導コイル４１２ｂはトラックパッド４４４の下及び／又は
それと位置合わせされて配置されてもよい。誘導コイル４１２ａ、４１２ｂ、及び４１２
ｃの集まりのそれぞれは、本明細書に記載するように、上部ケース４４０を介して外部の
電子デバイスの外部の誘導コイルと電気通信してもよい。
【００５６】
　図７Ｂは、閉構成の第４の電子デバイス４００の上面図を示す。閉構成では、ディスプ
レイケース４４６は第４の電子デバイス４００の上部ケース４４０に連結されてもよく、
キー４４２の集まりを実質的に覆ってもよい。図７Ｂに示すとおり、ディスプレイケース
４４６はまた、誘導コイル４１２の集まりを備えてもよい。ディスプレイケース４４６内
に配置される誘導コイル４１２は、ディスプレイ４０４（図７Ａを参照）とディスプレイ
ケース４４６の外表面との間に配置されてもよい。ディスプレイケース４４６内に配置さ
れる誘導コイル４１２の集まりは、ディスプレイケース４４６にわたって等間隔に分配さ
れてもよい。本明細書に同様に記載するように、ディスプレイケース４４６内の誘導コイ
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ル４１２の集まりのそれぞれは、本明細書に記載するように、ディスプレイケース４４６
を介して外部の電子デバイスの外部の誘導コイルと電気通信してもよい。
【００５７】
　第４の電子デバイス４００は、位置調整磁石を備えても備えなくてもよい。図７Ａ及び
図７Ｂに示す非限定的な実施形態では、第４の電子デバイス４００は位置調整磁石を備え
ない。他の非限定的な実施形態では、現在は示さないが、第４の電子デバイス４００の誘
導コイル４１２のそれぞれは、少なくとも１つの位置調整磁石を備えてもよい。本明細書
に記載するように、第４の電子デバイス４００内に形成可能な位置調整磁石は、外部の電
子デバイスの外部の誘導コイルを第４の電子デバイス４００の誘導コイル４１２に位置合
わせするために利用されてもよい。
【００５８】
　第５の電子デバイス５００は、携帯電話又は他のポータブル電子デバイスの保護ケース
若しくはカバーであってもよい。第５の電子デバイス５００はポータブル電子デバイスの
エンクロージャを少なくとも部分的に取り囲み、物理的な衝撃、摩耗接触、水への暴露、
及び／又は他の潜在的な損傷事象に対する追加の保護を提供するように構成されてもよい
。よって、第５の電子デバイス５００はアクセサリとして典型的に用いられ、別の、保護
をする別個のポータブル電子デバイスと対にされる。
【００５９】
　第５の電子デバイス５００は、少なくとも部分的に、別の、別個のポータブル電子デバ
イスを取り囲むように構成されるエンクロージャ５０２を備えてもよい。エンクロージャ
５０２は、第５の電子デバイス５００の内部コンポーネント及び第５の電子デバイス５０
０内に搭載されるか又は配置される別個のポータブルデバイスの、外表面又は部分外表面
、並びに保護ケースを形成してもよい。エンクロージャ５０２は、第５の電子デバイス５
００内に搭載されるか又は配置される別個のポータブルデバイスと係合するように構成さ
れる１つ以上の連結構造５０４を備えてもよい。連結構造５０４は、第５の電子デバイス
５００に別個のポータブルデバイスを取り付けるように構成される、バネ仕掛け又は対応
クリップを備えてもよい。連結構造５０４はまた、２つのデバイスの相対的な位置合わせ
又は固定された位置を与えてもよい。
【００６０】
　エンクロージャ５０２は、前面部品及び背面部品などの、動作可能に接続された１つ以
上のコンポーネントから形成されてもよい。エンクロージャ５０２の１つ以上のコンポー
ネントは、内部コンポーネントが配置される空洞又は凹部を形成してもよい。第５の電子
デバイス５００は、携帯電話などの別のポータブル電子デバイスが第５の電子デバイス５
００に搭載されるか挿入されている時に落とした場合に耐え得るように特に適合されてい
る材料及びコンポーネントから形成されてもよい。エンクロージャ５０２は、プラスチッ
ク、エラストマー、炭素複合材、金属、及び／又は他の様々な材料若しくは材料の組み合
わせを含むがこれらに限定されない、区別される材料の群から形成されてもよい。
【００６１】
　第５の電子デバイス５００はまた、エンクロージャ５０２の外表面に対応して設けられ
る又はその上に配置される、ボタン、キー、若しくはタッチセンサを含む１つ以上のユー
ザ入力デバイスを含んでもよい。第５の電子デバイス５００はまた、第５の電子デバイス
５００に搭載されるかその中に保持される別の電子デバイス上に位置するアクチュエータ
又はユーザ入力デバイスに、ユーザ入力を翻訳するように構成される、１つ以上の機械的
アクチュエータをも含んでもよい。いくつかの代替的な実施形態では、第５の電子デバイ
ス５００は、キーボード、又は図７Ａに示す第４の電子デバイス４００のキーボードのキ
ー４４２の集まりに類似する他のユーザ入力デバイスを備える。
【００６２】
　第５の電子デバイス５００はまた、無線での電力を他のデバイスへ送電する及び／又は
そこから受電するように構成される誘導コイル５１２をも備えてもよい。誘導コイル５１
２はエンクロージャ５０２内に配置され、内部バッテリ及び／又は他の電子回路に動作可



(54) JP 3213041 U 2017.10.19

能に連結されてもよい。誘導コイル５１２は、第５の電子デバイス５００の表面５２８を
介して電気通信（例えば、無線的に連結）してもよい。
【００６３】
　図には示していないが、電子デバイス２００、３００、４００、５００のそれぞれは、
図２の第１の電子デバイス１００について本明細書に同様に記載するようにコントローラ
及びバッテリを備えてもよい。すなわち、第２の電子デバイス２００、第３の電子デバイ
ス３００、第４の電子デバイス４００、及び第５の電子デバイス５００はまた、電子デバ
イス内の誘導コイル（１つ又は複数）の動作モードを調節するためのコントローラと、電
子デバイスに電力を与えるためのバッテリを備えてもよい。
【００６４】
　図８～図１９は、電子デバイス間で電力を伝送するため、及び／又は１つの電子デバイ
スを別の電子デバイスによって誘導的に充電するために電気通信する、少なくとも２つの
電子デバイスの様々な実施形態を示す。以下の例では、互いに位置合わせされるか実質的
に位置合わせされる２つ（以上）の誘導コイルを参照してもよい。いくつかの場合では、
２つ（以上）の誘導コイルを表し得る、単一の外形又は形状のみしか、対応する図面で示
していない。これらの場合では、複数の符号番号が同一の外形又は形状を参照することが
あるが、同一の位置合わせされた位置に２つ（以上）の誘導コイルがあるものの、対応す
るデバイスの異なる面に配置されていると理解するものとする。複数の、別個の誘導コイ
ルに対応し得る同心円上又は重畳する形状が、明確性のために省略されている。
【００６５】
　第１の電子デバイス１００と第５の電子デバイス５００は、一対の誘導コイルを用いて
互いに電力を無線で交換するように連結され得る。例えば、第５の電子デバイス５００は
、第１の電子デバイス１００などの別個のポータブルデバイスのための保護カバー又はケ
ースを形成してもよい。第１の電子デバイス１００は、第５の電子デバイス５００に搭載
されるかその中に配置されうる。いくつかの実装では、第１の電子デバイス１００は、第
５の電子デバイス５００の連結構造５０４の中に第１の電子デバイス１００を押し込むこ
とで搭載されてもよい。連結構造５０４は２つのデバイスを一緒に固定するのに加えて、
デバイス間で位置合わせを行ってもよい。
【００６６】
　第１の電子デバイス１００は、第５の電子デバイス５００内に配置されうる。第１の電
子デバイス１００は第５の電子デバイス５００と電気通信してもよい。第１の電子デバイ
ス１００の背面１２８（図３を参照）は、第５の電子デバイス５００の表面５２８上に配
置される、及び／又はそれに接触してもよい。第５の電子デバイス５００の表面５２８に
配置されると、第１の電子デバイス１００の誘導コイル１１２は第５の電子デバイス５０
０の誘導コイル５１２と位置合わせされる、及び／又は電気通信してもよい。電気通信し
ている時、対応する誘導コイル１１２、５１２は電子デバイス１００、５００間で電力を
伝送してもよい。
【００６７】
　電子デバイス１００、５００間で電力を伝送するには、電気通信可能な誘導コイル１１
２、５１２の動作モードは互いから区別されてもよい。非限定的な例では、電子デバイス
５００は電子デバイス１００に電力を伝送してもよい。非限定的な例では、電子デバイス
１００の誘導コイル１１２は受電モードにあってもよく、受信コイルとして作用してもよ
い。これに加えて、誘導コイル１１２と電気通信している電子デバイス５００の誘導コイ
ル５１２は送電モードにあってもよく、送信コイルとして作用してもよい。誘導コイル１
１２、５１２を介して電気通信状態になると、第５の電子デバイス５００は第１の電子デ
バイス１００に電力を与えてもよい。第５の電子デバイス５００から第１の電子デバイス
１００に電力を与えた結果、第１の電子デバイス１００のバッテリ１２０（図２を参照）
の充電は増加してもよく、一方で第５の電子デバイス５００のバッテリ（図示せず）の充
電は減少してもよい。バッテリ１２０を充電するために第１の電子デバイス１００に与え
られた電力は、第５の電子デバイス５００のバッテリから与えられてもよい。
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【００６８】
　別の非限定的な例では、図８に示すように、第１の電子デバイス１００は第２の電子デ
バイス２００と電気通信してもよい。第１の電子デバイス１００の背面１２８（図３を参
照）は、第２の電子デバイス２００の前面２０８上に配置される、及び／又はそれに接触
してもよい。第２の電子デバイス２００の前面２０８に配置された時に、第１の電子デバ
イス１００の誘導コイル１１２は第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２ｂと位置
合わせされる、及び／又はそれと電気通信してもよい。電気通信している時、対応する誘
導コイル１１２、２１２ｂは電子デバイス１００、２００間で電力を伝送してもよい。
【００６９】
　電子デバイス１００、２００間で電力を伝送するには、電気通信可能な誘導コイル１１
２、２１２ｂの動作モードは互いから区別されてもよい。非限定的な例では、図８に示す
ように、電子デバイス２００は電子デバイス１００に電力を伝送してもよい。非限定的な
例では、電子デバイス１００の誘導コイル１１２は受電モードにあってもよく、受信コイ
ルとして作用してもよい。それに加えて、誘導コイル１１２と電気通信している電子デバ
イス２００の誘導コイル２１２ｂは送電モードにあってもよく、送信コイルとして作用し
てもよい。誘導コイル１１２、２１２ｂを介して電気通信状態になると、第２の電子デバ
イス２００は第１の電子デバイス１００に電力を与えてもよい。第２の電子デバイス２０
０から第１の電子デバイス１００に電力を与えた結果、第１の電子デバイス１００のバッ
テリ１２０（図２を参照）の充電は増加してもよく、一方で第２の電子デバイス２００の
バッテリ（図示せず）の充電は減少してもよい。バッテリ１２０を充電するために第１の
電子デバイス１００に与えられた電力は、第２の電子デバイス２００のバッテリから与え
られてもよい。
【００７０】
　電子デバイス１００、２００間で電力を伝送する前に、対応する誘導コイル１１２、２
１２ｂは位置調整磁石１２４、２２４を用いて位置調整されてもよい。図９に示すように
、第１の電子デバイス１００の位置調整磁石１２４は、第２の電子デバイス２００の誘導
コイル２１２ｂに隣接して配置される位置調整磁石２２４に磁気的に引き付けられる、及
び／又は磁気的に連結されてもよい。電子デバイス１００、２００のそれぞれの位置調整
磁石１２４、２２４の磁気連結は、電力の伝送時に誘導コイル１１２，２１２ｂについて
所望の連結及び／又は位置調整を提供してもよい。
【００７１】
　図１０は、電子デバイス間で電力又はデータを伝送するため、及び／又は１つの電子デ
バイスを別の電子デバイスを用いて誘導的に充電するために、電気通信している２つの電
子デバイスの別の非限定的な例を示す。図１０に示すように、第１の電子デバイス１００
の誘導コイル１１２は第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２ａに連結されてもよ
い。第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２ａに連結された、及び／又は対応する
電子デバイス１００、２００内の位置調整磁石１２４、２２４の位置の結果（図１～図３
、図５Ａを参照）、誘導コイル１１２が誘導コイル２１２ａと電気通信している時に、第
１の電子デバイス１００は第２の電子デバイス２００に対して横方向に方向づけされても
よい。つまり、電子デバイス１００、２００内のそれぞれの位置調整磁石１２４、２２４
の位置によって、第２の電子デバイス２００上に配置される又はそれと接触している時の
第１の電子デバイス１００の方向が決定されてもよい。本明細書に記載するように、誘導
コイル１１２が２１２ａと電気通信するように第１の電子デバイス１００を第２の電子デ
バイス２００上に配置することで、第２の電子デバイス２００のディスプレイ２０４の大
半はまだユーザに可視である、及び／又はユーザと対話することができる。
【００７２】
　図１０に示す非限定的な例では、第１の電子デバイス１００は第２の電子デバイス２０
０に電力を伝送してもよい。電子デバイス１００の誘導コイル１１２は送電モードにあっ
てもよく、送信コイルとして作用してもよい。それに加えて、誘導コイル１１２と電気通
信している第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２ａは受電モードにあってもよく
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、受信コイルとして作用してもよい。誘導コイル１１２、２１２ａを介して電気通信状態
になると、第１の電子デバイス１００は第２の電子デバイス２００に電力を与えてもよい
。第１の電子デバイス１００から第２の電子デバイス２００に電力を与えた結果、第１の
電子デバイス１００のバッテリ１２０（図２を参照）の充電は減少してもよく、一方で第
２の電子デバイス２００のバッテリ（図示せず）の充電は増加してもよい。第２の電子デ
バイス２００のバッテリを充電するために第２の電子デバイス２００に与えられる電力は
、第１の電子デバイス１００のバッテリから与えられてもよい。
【００７３】
　図１１は、別の非限定的な、例示的な実施形態を示す。図１１に示すように、複数の電
子デバイスが第２の電子デバイス２００上に配置される、及び／又はそれと接触してもよ
い。図１１に示すように、第１の電子デバイス１００及び第３の電子デバイス３００は、
第２の電子デバイス２００上、又はそれに隣接して配置されてもよい。第１の電子デバイ
ス１００及び第３の電子デバイス３００は、第２の電子デバイス２００の背面２２８上に
配置されてもよい。図１１に示すように、第１の電子デバイス１００は、第１の電子デバ
イス１００の誘導コイル１１２が第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２ｂと電気
通信するように、第２の電子デバイス２００の実質的に中心に配置されてもよい。
【００７４】
　それに加えて、図１１に示すように、第３の電子デバイス３００は、第３の電子デバイ
ス３００の誘導コイル３１２が第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２ａと電気通
信するように、第２の電子デバイス２００上に配置されてもよい。本明細書に同様に記載
するように、第３の電子デバイス３００の誘導コイル３１２は、位置調整磁石２２４、３
２４を用いて第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２ａと位置合わせされてもよい
。しかしながら、第３の電子デバイス３００が単一の位置調整磁石３２４しか、誘導コイ
ル３１２内に、及び／又はそれで実質的に取り囲まれて配置されない結果、誘導コイル３
１２、２１２ａは、電子デバイス２００、３００それぞれの対応する単一の位置調整磁石
２２４、３２４のみを用いて位置合わせされ得る。
【００７５】
　非限定的な実施形態では、第２の電子デバイス２００は第１の電子デバイス１００と第
３の電子デバイス３００との両方に電力を伝送してもよい。結果的に、第２の電子デバイ
ス２００の誘導コイル２１２ａ及び２１２ｂが送電して送信コイルとして作用し、第１及
び第３の電子デバイス１００、３００の誘導コイル１１２、３１２は、それぞれ、受電し
て受信コイルとして作用してもよい。
【００７６】
　しかしながら、図１１に示される電子デバイス１００、２００、３００は、異なる電子
デバイスの全てを介して様々な様態で電力を伝送してもよい。追加の非限定的な実施形態
では、第１の電子デバイス１００は第２の電子デバイス２００に送電してもよく、第２の
電子デバイス２００は第３の電子デバイス３００に送電してもよい。追加の非限定的な実
施形態では、第１及び第２の電子デバイス１００、２００の誘導コイル１１２、２１２ａ
は、それぞれ、送電して送信コイルとして作用し、第２及び第３の電子デバイス２００、
３００の誘導コイル２１２ｂ、３１２は受電して受信コイルとして作用してもよい。
【００７７】
　図１２は、少なくとも１つの電子デバイスを誘導的に充電するように構成される、複数
の電子デバイスの更なる非限定的な例を示す。図１２に示すように、第３の電子デバイス
３００は、第１の電子デバイス１００の前面１０８と接触する、及び／又はその上に配置
されてもよい。第１の電子デバイス１００は、第２の電子デバイス２００の前面２０８上
に配置される、及び／又はそれと接触してもよい。図１２に示す非限定的な例では、誘導
コイル１１２、２１２ａ、３１２は全て、隣接する誘導コイル、又は位置合わせされたそ
れぞれの誘導コイルと位置合わせされて電気通信してもよい。第３の電子デバイス３００
の誘導コイル３１２は、第１の電子デバイス１００の誘導コイル１１２と電気通信しても
よい。例では、誘導コイル３１２はまた、第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２
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ａと電気通信してもよい。それに加えて、図１２に示す更なる非限定的な例では、第１の
電子デバイス１００の誘導コイル１１２は、誘導コイル３１２及び２１２ａの両方と電気
通信してもよい。
【００７８】
　第１、第２、及び第３の電子デバイス１００、２００、３００間で形成される電気通信
の結果、任意の様態で電子デバイスを介して電力が伝送されてもよい。例えば、第２の電
子デバイス２００は、第１の電子デバイス１００のバッテリ１２０（図２を参照）の充電
を増加させ、同時に第３の電子デバイス３００のバッテリ（図示せず）の充電を増加させ
るために電力を伝送してもよい。例では、第１の電子デバイス１００は受電するだけでな
く、受電した電力の一部を第３の電子デバイス３００に伝送及び／又は漏洩させてもよい
。このように、第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２ａは送電して送信コイルと
して作用してもよく、第３の電子デバイス３００の誘導コイル３１２は受電して受信コイ
ルとして作用してもよい。第１の電子デバイス１００の誘導コイル１１２は、第３の電子
デバイス３００に送電するための送信コイルと、第２の電子デバイス２００から受電する
ための受信コイルとの間を交互に入れ替わり続けてもよい。
【００７９】
　図１３～図１８は、電子デバイス間で電力を伝送するため、及び／又は１つの電子デバ
イスに別の電子デバイス用によって誘導的に充電するために電気通信している、第４の電
子デバイス４００及び１つ以上の外部の電子デバイスを含む多種多様な非限定的な例を示
す。図１３に示すように、第１の電子デバイス１００は、第４の電子デバイス４００の上
部ケース４４０上に配置される、及び／又はそれと接触してもよい。第１の電子デバイス
１００の誘導コイル１１２は、第４の電子デバイス４００の上部ケース４４０内に配置さ
れる誘導コイル４１２ａと位置合わせされて電気通信してもよい。本明細書に記載するよ
うに、誘導コイル１１２、４１２ａは、対応する電子デバイス１００、４００のバッテリ
を充電するために電気通信してもよい。
【００８０】
　図１４は、第１の電子デバイス１００が、第４の電子デバイス４００の上部ケース４４
０内に形成されるトラックパッド４４４上に配置されてもよい、及び／又はそれに接触し
得る、別の非限定的な例を示す。第１の電子デバイス１００の誘導コイル１１２は、第４
の電子デバイス４００のトラックパッド４４４の下に配置される誘導コイル４１２ｂと位
置合わせされて電気通信してもよい。本明細書に記載するように、誘導コイル１１２、４
１２ｂは、対応する電子デバイス１００、４００のバッテリを充電するために電気通信し
てもよい。それに加えて、図１４に示す非限定的な例では、第１の電子デバイス１００が
第４の電子デバイス４００のトラックパッド４４４を実質的に覆っている結果、ディスプ
レイ１０４のタッチスクリーン又はタッチセンサが、トラックパッド４４４の代替入力手
段として用いられてもよい。いくつかの実施形態では、第１の電子デバイス１００及び第
４の電子デバイス４００は、電力を与えるだけではなく、ディスプレイ１０４のタッチス
クリーン又はタッチセンサが第４の電子デバイス４００のトラックパッド４４４の代替と
してタッチ入力を受信できるように（誘導コイル１１２が誘導コイル４１２ｂと電気通信
している時に）、データを伝送してもよい。第１の電子デバイス１００のディスプレイ１
０４をトラックパッド４４４として機能するように構成することで、第１の電子デバイス
１００及び第４の電子デバイス４００は、対応するデバイスのうちの１つのバッテリを誘
導的に充電するために電気通信してもよく、一方でユーザに、トラックパッド４４４の機
能性を用いて、ディスプレイ１０４を介して第４の電子デバイス４００と対話させること
も可能としてもよい。
【００８１】
　図１５は、複数の電子デバイスの追加の非限定的な例を示す。図１５に示すように、第
１の電子デバイス１００は、第４の電子デバイス４００の上部ケース４４０上に配置され
る、及び／又はそれと接触してもよい。第１の電子デバイス１００の誘導コイル１１２は
、第４の電子デバイス４００の上部ケース４４０内に配置される誘導コイル４１２ａと位
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置合わせされて電気通信してもよい。それに加えて、第３の電子デバイス３００を、第１
の電子デバイス１００とは反対側に、上部ケース４４０上に配置してそれと接触させても
よい。図１５に示すように、第３の電子デバイス３００の誘導コイル３１２は、第４の電
子デバイス４００の上部ケース４４０内に配置される誘導コイル４１２ｃと位置合わせさ
れて電気通信してもよい。本明細書に記載するように、誘導コイル１１２、３１２、４１
２ａ、４１２ｃは、対応する電子デバイス１００、３００、４００のバッテリを充電する
ために電気通信してもよい。
【００８２】
　図１６は、第４の電子デバイス４００のディスプレイケース４４６上に配置される、及
び／又はそれと接触している複数の電子デバイス１００、３００を示す。電子デバイス１
００、３００は、間隔を空けて、第４の電子デバイス４００のディスプレイケース４４６
上に配置されてもよい。図１６に示すように、第１の電子デバイス１００の誘導コイル１
１２は、ディスプレイケース４４６内に配置される誘導コイル４１２と電気通信してもよ
い。それに加えて、第３の電子デバイス３００の誘導コイル３１２は、第４の電子デバイ
ス４００のディスプレイケース４４６内に配置される、外部の誘導コイル４１２と電気通
信してもよい。
【００８３】
　図１７及び図１８は、第４の電子デバイス４００のディスプレイケース４４６上に配置
される、及び／又はそれと接触している複数の電子デバイス１００、２００、３００の他
の非限定的な、例示的な実施形態を示す。図１７に示すように、第１の電子デバイス１０
０は第４の電子デバイス４００上に配置される、及び／又はそれと接触してもよく、第３
の電子デバイス３００は第１の電子デバイス１００上に配置される、及び／又はそれと接
触してもよい。本明細書に同様に記載するように、誘導コイル１１２、３１２、４１２は
、電子デバイス１００、３００、４００の少なくとも１つを介して電力を伝送するために
位置合わせされて電気通信してもよい。それに加えて、図１７に示すように、第２の電子
デバイス２００は、第１の電子デバイス１００及び／又は第３の電子デバイス３００に隣
接した第４の電子デバイス４００のディスプレイケース４４６上に配置される、及び／又
はそれと接触してもよい。第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２ａ又は２１２ｃ
が、第４の電子デバイス４００のディスプレイケース４４６内に配置される外部の誘導コ
イル４１２と位置合わせされて電気通信してもよい。
【００８４】
　図１８は、互いに積み重ねられた電子デバイス１００、２００、３００、４００を示す
。このように、第３の電子デバイス３００の誘導コイル３１２と、第１の電子デバイス１
００の誘導コイル１１２と、第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２ｂと、第４の
電子デバイス４００のディスプレイケース４４６内に配置される誘導コイル４１２は、隣
接する誘導コイル及び／又は全ての位置合わせされた誘導コイルと実質的に位置合わせさ
れて電気通信してもよい。本明細書に同様に記載するように、誘導コイル１１２、２１２
ｂ、３１２、及び４１２のそれぞれは、外部の電子デバイスに送電する及び／又はそれか
ら受電するように構成されてもよい。
【００８５】
　図１８に更に示すように、第４の電子デバイス４００は、第４の電子デバイス４００を
充電するための電源コード４４８に電気的に接続されていてもよい。電源コード４４８は
、第４の電子デバイス４００のバッテリ（図示せず）の充電を増加させるために、第４の
電子デバイス４００に電気的に接続されてもよい。図１８に示す非限定的な例では、電源
コード４４８は、第４の電子デバイス４００が第１、第２、及び第３の電子デバイス１０
０、２００、３００のうちの少なくとも１つのバッテリを充電しながら、第４の電子デバ
イス４００のバッテリの充電を増加させることができる。第４の電子デバイス４００が電
源コード４４８より、１つ以上の外部の電子デバイス１００、２００、３００に伝送して
いる電力よりも多くの電力を受電している限り、第４の電子デバイス４００は、第１、第
２、及び／又は第３の電子デバイス１００、２００、３００のバッテリ（単数又は複数）
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の充電を同時に増加させながら自身のバッテリの充電を増やすことができる。
【００８６】
　図１９は、第６の電子デバイス５００の正面図を示す。図１９に示す非限定的な実施形
態では、第６の電子デバイス５００は、本明細書に記載される第１の電子デバイス１００
に実質的に類似するスマートフォンとして形成されてもよい。図１９に示すように、第６
の電子デバイス５００は、図２０Ａ～図２０Ｂを参照して以下により詳細に説明する、一
対の（同心円の）誘導コイル５５０、５５２を備える。第６の電子デバイス５００は１つ
以上の位置調整磁石５２４をも備えてもよい。類似の番号付け及び／又は名称付けされた
コンポーネントは、実質的に同様に機能し得ると理解される。明確性のために、これらの
コンポーネントの冗長な説明は省略する。
【００８７】
　いくつかの実施形態では、第６の電子デバイス５００は第１の誘導コイル５５０と第２
の誘導コイル５５２とを備えてもよい。第１の誘導コイル５５０及び第２の誘導コイル５
５２は互いに同心円上に配置されてもよい。いくつかの実施形態では、第１の（外側）誘
導コイル５５０は、第２の（内側）誘導コイル５５２を実質的に包含する、及び／又はそ
の周りに同円心上に配置されてもよい。第１の誘導コイル５５０は、第１及び第２の誘導
コイル５５０、５５２の片方か両方が電力を伝送している時に電気干渉及び／又はノイズ
を抑える並びに／若しくは排除するために、第２の誘導コイル５５２から距離を置いて間
隔を空けられてもよい。第１の誘導コイル５５０及び第２の誘導コイル５５２は、図２の
誘導コイル１１２について記載したように、実質的に同様の材料から形成されてもよい。
【００８８】
　図２０Ａ及び図２０Ｂは、１つ以上の外部の誘導コイルと電気通信する、第１の（内側
）誘導コイル５５０及び第２の（外側）誘導コイル５５２の簡略模式図を示す。いくつか
の場合では、１つ以上の外側誘導コイル５５２は、コイルのセットの間で無線での電力伝
送効率を最適化する、又は向上させるために、アクティブにされてもよい。図２０Ａに示
すように、第１の誘導コイル５５０及び第２の誘導コイル５５２は、第１の電子デバイス
１００の誘導コイル１１２などの単一の外部の誘導コイルと電気通信する、又は無線で連
結されてもよい（図１～図３を参照）。図２０Ａ内の参考線は、第１の誘導コイル５５０
が誘導コイル１１２と電気通信している時にどのようにして第１の誘導コイル５５０が誘
導コイル１１２と位置合わせされるかを表している。それに加えて、参考線は、第２の誘
導コイル５５２がどのように位置合わせされて誘導コイル１１２と実質的に同じ大きさで
あり得るのかを表す。
【００８９】
　いくつかの実施形態では、誘導コイルの対同士での結合効率は、受信コイルの大きさが
送信コイルの大きさより小さいか等しい時に最適又は最大化することができる。よって、
図２０Ａに示される構成は、第１の誘導コイル５５０と第２の誘導コイル５５２が共に誘
導的な受信機として機能し、誘導コイル１１２が誘導的な送信機として機能するというシ
ナリオに対応してもよい。いくつかの実装では、第２の（外側）誘導コイル５５２は、図
２０Ａに示す誘導コイル１１２などの外部コイルとの推測される又は計測された結合効率
によって選択的に動作されてもよい。逆に、図２０Ａに示される構成はまた、第１の誘導
コイル５５０及び第２の誘導コイル５５２が共に誘導的な送信機として機能し、誘導コイ
ル１１２が誘導的な受信機として機能するシナリオに対応してもよい。いくつかの実装で
は、第２の（外側）誘導コイル５５２は、誘導コイル１１２との推測される又は計測され
た結合効率によって選択的に動作されてもよい。
【００９０】
　一般的に、第１の誘導コイル５５０及び第２の誘導コイル５５２は、本明細書に記載さ
れる誘導コイルと実質的に同様に機能してもよい。非限定的な例では、第１の誘導コイル
５５０及び第２の誘導コイル５５２は送電モードでは送信コイルとして、及び受電モード
では受信コイルとして、両方で作用してもよい。第１の誘導コイル５５０及び第２の誘導
コイル５５２は両方とも、誘導コイル１１２に送電するための送電動作モードでアクティ
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ブにされてもよい。いくつかの場合では、第１の誘導コイル５５０及び第２の誘導コイル
５５２は独立して、又は別々に動作してもよい。第１の誘導コイル５５０及び第２の誘導
コイル５５２が独立して動作する非限定的な例では、電子デバイス５００のコントローラ
（図示せず）はデバイス間の誘導コイル間の結合効率を判定又は推定することができる。
例えば、コントローラは、１つのデバイスによって伝送／送出される電力の推定量を、他
のデバイスによって受信される電力の実際又は推定量と比較することで、結合効率を推定
してもよい。いくつかの場合では、コントローラを、第２の（外側）の誘導コイル５５２
を推定結合効率に基づいてアクティブにする又は非アクティブにするのに用いてもよい。
【００９１】
　いくつかの場合では、送信デバイスは第１のコイルを取り囲む複数の外側コイルを含む
。それぞれの外側のコイルは、推定結合効率に基づいて独立してアクティブにされてもよ
い。これは単一の送信コイルで、電力を、大きさが異なり得る広範囲の受信コイルに、無
線で効率的に連結させることを可能とする。推定結合効率は、送信及び受信された電力の
推定に基づいてもよい。推定結合効率はまた、デバイスの製造仕様にも基づいてもよい。
例えば、受信デバイスが識別された場合、送信デバイスは、識別されたデバイス内にある
と特定される受信コイルの種類又は大きさに基づいて、１つ以上の外側コイルをアクティ
ブにしてもよい。それに加えて、又は代替的に、デバイス５００は、２つ以上の送信モー
ドについて１つ以上の外側コイルをアクティブにして、それぞれの送信モードについて電
力結合効率を推定するように構成されてもよい。最も高く推定された結合効率を有する送
信モードは、２つのデバイス間にて無線で電力を伝送するように選択されてもよい。
【００９２】
　図２０Ａについて、第１の誘導コイル５５０及び第２の誘導コイル５５２のそれぞれは
、送信コイル又は受信コイルとして構成されてもよい。非限定的な例では、本明細書に記
載するように、第１の誘導コイル５５０は誘導コイル１１２に送電するための送信コイル
としてしか動作せず、第２の誘導コイル５５２は誘導コイル１１２から受電するための受
信コイルとでしか動作しない可能性がある。第６の電子デバイス５００が受電モードにあ
る時、第２の誘導コイル５５２は動作可能であってもよく、第１の誘導コイル５５０は無
効化されてもよい。逆に、第６の電子デバイス５００が送電モードにある時、第１の誘導
コイル５５０は動作可能であってもよく、第２の誘導コイル５５２は無効化されてもよい
。
【００９３】
　図２０Ｂは、外部の電子デバイス（図示せず）の外部の第１の誘導コイル６５０及び外
部の第２の誘導コイル６５２と電気通信している第１の誘電コイル５５０及び第２の誘導
コイル５５２の別の非限定的な例を示す。図２０Ｂに示すように、第１の誘導コイル５５
０は、外部の第１の誘導コイル６５０と位置合わせされて実質的に同様の大きさであって
もよい。それに加えて、第１の誘導コイル５５０は、外部の第２の誘導コイル６５２の周
りに同心円上に配置される、及び／又はそれを一周してもよい。図２０Ｂに更に示すよう
に、第２の誘導コイル５５２は、外部の第１の誘導コイル６５０によって同心円上に取り
囲まれる、及び／又はそれを一周してもよく、外部の第２の誘導コイル６５２と位置合わ
せされてもよく、及び実質的に同様の大きさであってもよい。
【００９４】
　図２０Ａと同様に、第１の誘導コイル５５０、第２の誘導コイル５５２、外部の第１の
誘導コイル６５０、及び外部の第２の誘導コイル６５２は送信コイル及び受信コイルの両
方として動作してもよく、あるいは送信又は受信専用コイルとして機能してもよい。それ
に加えて、第１の誘導コイル５５０、第２の誘導コイル５５２、外部の第１の誘導コイル
６５０、及び外部の第２の誘導コイル６５２もまた、誘導コイル間で電力を伝送する時に
一緒にアクティブにされてもよく、又は電力を伝送する時に電子デバイスそれぞれの誘導
コイルの１つのみが動作可能であってもよい。更に、及び図２０Ａと同様に、各電子デバ
イスのコントローラは、どの誘導コイルの組み合わせが電力の伝送時に最も効率的かを判
定してもよく、効率性の判定に基づいて誘導コイルの特定の組み合わせをアクティブにし
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てもよい。１つの非限定的な例では、第６の電子デバイス５００は、外部の第１及び第２
の誘導コイル６５０、６５２を有する外部の電子デバイス（図示せず）に電力を伝送して
もよい。電子デバイス内の対応するコントローラは、結合の効率性を計測又は推定しても
よく、１つ又は両方のコントローラは、１つ以上の誘導コイルを無効化／非アクティブに
する、又は有効化／アクティブにして、結合の効率性を向上させてもよい。いくつかの場
合では、１つ又は両方のコントローラは、繰り返しの計測、及びコイルのアクティブ化又
は非アクティブ化を行い、対応するデバイス及び誘導コイルのセットのハードウェア構成
での最大の効率性を提供する構成を判定する。
【００９５】
　図１～図２０Ｂに対して本明細書に記載される誘導充電システム及びプロセスを利用す
る時に、電子デバイスの表示特徴は誘導充電システムに基づいて変更又は変形されてもよ
い。図２１Ａ～図２１Ｃを参照すると、第１の電子デバイス１００を第２の電子デバイス
２００に表示特徴を用いて位置合わせするプロセスが示されている。図２１Ａに示すよう
に、第１の電子デバイス１００及び第２の電子デバイス２００は動作可能であってもよい
。結果的に、第１の電子デバイス１００は、ディスプレイ１０４上に可視の、本明細書で
は「アプリアイコン」として称される、相互的な、コンピュータ化アプリケーションアイ
コン１６０の集まりを含んでもよい。アプリアイコン１６０の集まりは、第１の電子デバ
イス１００のディスプレイ１０４上に行及び列で並べられてもよい。図２１Ａに示すよう
に、第２の電子デバイス２００はまた、ディスプレイ２０４に可視のアプリアイコン２６
０の集まりを含んでもよい。アプリアイコン１６０、２６０は非限定的な例としてのみ提
供され、他のグラフィカルオブジェクト又は要素が表示されてもよく、本明細書に記載さ
れる同様の方法で変更又は操作されてもよい。
【００９６】
　いくつかの実施形態では、誘導コイル１１２、２１２ａ～２１２ｃは２つのデバイス１
００、２００の存在又は近接性を検出するために用いられる。いくつかの場合では、第１
の電子デバイス１００を第２の電子デバイス２００上にてある方向（Ｄ）に移動させると
、第１の電子デバイス１００の誘導コイル１１２は第２の電子デバイス２００の誘導コイ
ル２１２ａ～２１２ｂと一時的に連結する及び／又は電気通信してもよい。非限定的な例
では、図２１Ａ及び図２１Ｂに示すように、一時的な連結及び／又は通信が第１の電子デ
バイス１００の誘導コイル１１２ａ～１１２ｃと第２の電子デバイス２００の誘導コイル
２１２ａ～２１２ｃとの間でなされると、デバイスの存在又は近接性が検出され、電子デ
バイス１００、２００の１つ又は両方が誘導充電モードに入ってもよい。いくつかの実施
形態では、電子デバイス１００、２００の存在又は近接性を検出するために近接センサ又
はその他の検出デバイスが用いられ、電子デバイス１００、２００のうちの１つ又は両方
で誘導充電モードをトリガするために用いられてもよい。
【００９７】
　いくつかの実施形態では、電子デバイス１００、２００のディスプレイの片方又は両方
のグラフィカル出力は、誘導コイル１１２、２１２ａ～２１２ｃ間での連結に応じて変更
又は変形されてもよい。図２１Ｂは、第１の電子デバイス１００が第２の電子デバイス２
００の上を移動してそれと誘導コイル１１２、２１２ａ～２１２ｃを介して連結する及び
／又は通信した後に誘導充電モードに従って位置合わせされた、第１の電子デバイス１０
０及び第２の電子デバイス２００を示す。図２１Ｂに示すように、電子デバイス１００、
２００のディスプレイは、アプリアイコン１６０、２６０（図２１Ａを参照）が第１及び
第２の電子デバイス１００、２００の片方又は両方で表示されなくなる、又は見えなくな
るように変形されてもよい。図２１Ｂに示す非限定的な例では、第１の電子デバイス１０
０及び第２の電子デバイス２００は、対応するディスプレイ１０４、２０４に可視である
デバイス充電グラフィカル表示を、誘導コイル１１２、２１２ａ～２１２ｃ間での連結及
び／又は通信に応じて含んでもよい。例えば、誘導コイルグラフィック１６２を第１の電
子デバイス１００のディスプレイ１０４に、誘導コイル１１２の第１の電子デバイス１０
０のエンクロージャ１０２内の位置を示すために提示してもよい。
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【００９８】
　いくつかの実施形態では、ディスプレイ１０４、２０４の片方又は両方が、第２の電子
デバイス２００に近接する第１の電子デバイス１００に応じて、グラフィカル出力を提示
してもよい。いくつかの場合では、グラフィカル出力は、２つの電子デバイス１００、２
００の位置合わせを補助するか案内するために用いられ得る、電子デバイス１００、２０
０間での位置合わせ条件を含むか示してもよい。例えば、図２１Ｂに示すように、ディス
プレイ１０４はまた、電子デバイス１００、２００間での位置合わせについての視覚指示
子をユーザに提供し得る、インジケータボックス１６４を提示してもよい。いくつかの場
合では、インジケータボックス１６４は、本明細書に記載するように、誘導コイル１１２
、２１２ｂを位置合わせしようと試みる時に第１の電子デバイス１００を第２の電子デバ
イス２００に位置合わせすることに関連し得るテキスト又はグラフィックを、電子デバイ
ス１００、２００間での効率的な電力伝送を容易にするために、含んでもよい。図２１Ｂ
に示す例示的な実施形態では、インジケータボックス１６４はユーザに対して、第１の電
子デバイス１００が第２の電子デバイス２００と正常に位置合わされていないことを示す
グラフィックを提示してもよく、よって、電子デバイス１００、２００間で最適な誘導充
電が得られない可能性がある。いくつかの場合では、インジケータボックス１６４はずれ
の度合いを示してもよく、又は電子デバイス１００、２００を位置合わせるようにユーザ
を補助する視覚的案内を提供してもよい。指示は、電子デバイス１００、２００が互いに
対して移動すると更新される、ずれの方向及び／又は大きさを含んでもよい。
【００９９】
　図２１Ｂに示すように、第２の電子デバイス２００のディスプレイ２０４は、第１の電
子デバイス１００のディスプレイ１０４と実質的に同様の表示特徴を含んでもよい。すな
わち、ディスプレイ２０４はユーザに対して、誘導コイル２１２ｂの位置に対応する誘導
コイルグラフィック２６２と、インジケータボックス２６４とを表示してもよい。非限定
的な例ではそれに加えて、第２の電子デバイス２００のディスプレイ２０４はまた、デバ
イス間で誘導充電するための第２の電子デバイス２００上での第１の電子デバイス１００
の位置を補助するために、推定デバイス外形２６６をも含んでもよい。第１の電子デバイ
ス１００の誘導コイル１１２が第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２ｂと一時的
に通信する時に、第２の電子デバイス２００は、第１の電子デバイス１００がスマートフ
ォンであると識別又は判定してもよい。このように、第２の電子デバイス２００のディス
プレイ２０４は、スマートフォン用のデバイス外形２６６を、第２の電子デバイス２００
上のどこに第１の電子デバイス１００を誘導充電するために配置可能なのかをユーザに対
して指示するために、表示してもよい。
【０１００】
　図２１Ｃに示すように、ユーザは第１の電子デバイス１００を第２の電子デバイス２０
０上にデバイス外形２６６内に配置してもよく、そうすることで第１及び第２の電子デバ
イス１００、２００は誘導充電のために位置合わせされ得る。非限定的な例では、第１の
電子デバイス１００がデバイス外形２６６内に配置されると、第１の電子デバイス１００
の誘導コイル１１２は第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２ｂと位置合わせされ
る、及び／又は電気通信してもよい。それに加えて、第１の電子デバイス１００がデバイ
ス外形２６６内、又はそれの実質的に近くに配置されると、第１及び第２の電子デバイス
１００、２００の位置調整磁石１２４、２２４（図２及び図５Ａを参照）は互いに磁気的
に引き付けられ得て、そのことで、本明細書に記載するように誘導コイル１１２が誘導コ
イル２１２ｂと位置合わせされ得る、及び／又は電気通信できるように、第１の電子デバ
イス１００の配置を補助してもよい。図２１Ｃに示すように、第１の電子デバイス１００
の誘導コイル１１２が誘導コイル２１２ｂと位置合わせされる及び／又は電気通信にある
時、第１の電子デバイス１００のインジケータボックス１６４及び／又は第２の電子デバ
イス２００のインジケータボックス２６４は、ユーザに対して、電子デバイス１００、２
００間での電力伝送を開始する用意ができている、又は既に始まっていることを示すグラ
フィック若しくはテキストを、提供するか表示してもよい。
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【０１０１】
　図２２に示す別の非限定的な例では、第２の電子デバイス２００は誘導コイル２１２ａ
、２１２ｂ、及び２１２ｃの集まりを備えてもよい。結果的に、第１の電子デバイス１０
０の誘導コイル１１２が第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２ａ、２１２ｂ、２
１２ｃと一時的に連結する、及び／又は通信すると、ディスプレイ２０４はユーザに対し
てデバイス外形２６６の集まりを表示してもよい。図２２に示す各デバイス外形２６６は
、電子デバイス１００の誘導コイル１１２を、第２の電子デバイス２００の外部の誘導コ
イル２１２ａ、２１２ｂ、２１２ｃと位置合わせする、及び／又は配置することに対応し
てもよい。それに加えて、第２の電子デバイス２００のディスプレイ２０４に可視の各デ
バイス外形２６６の方向は、第２の電子デバイス２００の位置調整磁石２２４（図５Ａを
参照）の配置に対応してもよい。これらのデバイス外形２６６は、本明細書に記載するよ
うに、１つ以上の誘導コイル２１２ａ、２１２ｂ、２１２ｃと電気通信する第１の誘導コ
イル１１２の位置合わせ、及び／又は構成を補助してもよい。
【０１０２】
　それに加えて、第１の電子デバイス１００を第２の電子デバイス２００上に、電子デバ
イス間で電力を伝送するために配置する時に、電子デバイスのデータ及び表示が転送され
てもよい。すなわち、図２３に示し、図２１Ｃについて同様に本明細書に記載されるよう
に、第１の電子デバイス１００は、第１の電子デバイス１００の誘導コイル１１２（図２
を参照）が第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２ｂ（図５Ａを参照）と電気通信
してもよいように、第２の電子デバイス２００上に配置されてもよい。それに加えて、本
明細書に記載するように、一度電気通信状態になると、第２の電子デバイス２００は第１
の電子デバイス１００に、第１の電子デバイス１００のバッテリ１２０の充電を増加させ
るために送電してもよい。送電するのに加えて、誘導コイル（１１２、２１２ｂ）はデー
タをも送信してもよい。図２３に示すように、第２の電子デバイス２００は、第２の電子
デバイス２００の１つ以上のアプリアイコン２６０が第１の電子デバイス１００のディス
プレイ１０４上で可視となる、及び／それと対話し得るように、第１の電子デバイス１０
０にデータを送信してもよい。結果的に、第１の電子デバイス１００がバッテリ１２０（
図２）の充電を第２の電子デバイス２００から受電することで増加させると、第１の電子
デバイス１００はまた、第２の電子デバイス２００からデータも受信してもよく、このこ
とでユーザは第２の電子デバイス２００と第１の電子デバイス１００を用いて対話するこ
とが可能になる。
【０１０３】
　別の非限定的な例では、図２４Ａ～図２５に示すように、電子デバイスの可視及び対話
的な表示領域は、第１の電子デバイス１００を第２の電子デバイス２００上に電子デバイ
ス間で電力を伝送するために配置する時に変形されてもよい。図２４Ａに示すように、第
２の電子デバイス２００のディスプレイ２０４の表示領域２６８は、第１の電子デバイス
１００を第２の電子デバイス２００上に、誘導コイル１１２、２１２ａ～２１２ｃ間での
一時的な通信を誘導するために移動させる前には、ディスプレイ２０４の全体の領域を含
んでもよい。しかしながら、図２４Ｂに示すように、一度一時的な連結及び／又は通信が
第１の電子デバイス１００の誘導コイル１１２と第２の電子デバイス２００の誘導コイル
２１２ａとの間で得られると、ディスプレイ２０４の表示領域２６８はその大きさが減少
してもよい。表示領域２６８は、本明細書に記載するように、誘導コイル１１２と誘導コ
イル２１２ａとを位置合わせするために用いられる、第２の電子デバイス２００のディス
プレイ２０４に表示されるデバイス外形２６６の寸法によって、大きさが減少されてもよ
い。
【０１０４】
　ディスプレイ２０４の表示領域２６８が減少した結果、第２の電子デバイス２００のア
プリアイコン２６０はディスプレイ２０４上で変更されるかシフトされてもよい。図２４
Ａ～図２４Ｃにて比較して示すように、アプリアイコン２６０は、ディスプレイ２０４上
に２４個のアプリアイコン２６０が表示される（図２４Ａを参照）状態から、２０個のア
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プリアイコン２６０が表示される（図２４Ｂ及び図２４Ｃを参照）状態に減少されてもよ
い。非限定的な例では、第２の電子デバイス２００の全てのアプリアイコン２６０は、第
２の電子デバイス２００のボタン２０６（図５Ａ）の一番近くに配置されるアプリアイコ
ン２６０の列が電子デバイス２００の別個のアプリアイコンページに表示されるように、
下にシフトしてもよい。別の非限定的な例では、ボタン２０６から一番遠くに配置され、
第１の電子デバイス１００によって覆われ得るアプリアイコン２６０の列は、電子デバイ
ス２００の別個のアプリアイコンページに移動されてもよい。図２４Ｃに示すように、デ
ィスプレイ２０４の表示領域２６８は、第１の電子デバイス１００の誘導コイル１１２が
第２の電子デバイス２００の誘導コイル２１２内で電気通信している時に減少してもよい
が、減少した表示領域２６８はまだ、第２の電子デバイス２００のユーザと対話可能であ
る。図２４Ｃに示すように、第１の電子デバイス１００はまた、ディスプレイ１０４上に
、電子デバイス１００、２００間で位置合わせの視覚的インジケータをユーザに提供し得
るインジケータボックス１６４を提示してもよい。
【０１０５】
　追加の非限定的な実施例では、及び電子デバイス間でのデータ転送について本明細書に
記載するように、第１の電子デバイス１００は、他の場合では第１の電子デバイス１００
によって覆われ得る第２の電子デバイス２００のアプリアイコン２６０を表示してもよい
。図２４Ａ～図２４Ｃに示すように、第１の電子デバイス１００の誘導コイル１１２は、
第２の電子デバイス２００から受電するために第２の電子デバイス２００の誘導コイル２
１２内で電気通信してもよい。それに加えて、誘導コイル２１２は第１の電子デバイス１
００にデータを転送してもよい。転送されたデータは、第１の電子デバイス１００によっ
て覆われるアプリアイコンの列に配置され得るアプリアイコン２６０に関連する情報を含
んでもよい。図２３について本明細書に同様に記載するように、第１の電子デバイス１０
０は第２の電子デバイス２００によって送信されるデータを表示してもよい。図２５の例
では、第１の電子デバイス１００はボタン２０６から最も遠くに配置されるアプリアイコ
ン２６０の列を表示してもよく、ユーザにこれらのアプリアイコン２６０と対話するのを
可能としてもよい。ユーザが第１の電子デバイス１００上に表示されるアプリアイコン２
６０と対話する時は、アプリアイコン２６０は第２の電子デバイス２００のディスプレイ
２０４の表示領域２６８に開かれてもよい。
【０１０６】
　図２６は、電子デバイスのバッテリを誘導的に充電する例示的なプロセスを図示する。
具体的に、図２６は外部の電子デバイスを用いて少なくとも１つの電子デバイスを誘導的
に充電する１つの例示的なプロセス７００を示すフローチャートである。
【０１０７】
　動作７０２では、第１の電子デバイスの誘導コイルが第２の電子デバイスの誘導コイル
に隣接して配置されてもよい。配置は、第１の電子デバイスを第２の電子デバイス上に直
接配置することと、第１の電子デバイスの誘導コイルを第２の電子デバイスの誘導コイル
と位置合わせすることとを更に含んでもよい。誘導コイルは、誘導コイルが互いに電気通
信している時に位置合わせされてもよい。第２の電子デバイスの誘導コイルに隣接する第
１の電子デバイスの誘導コイルの配置は、第１の電子デバイス及び第２の電子デバイスの
両方内に配置される位置調整磁石の集まりを連結することをも含んでもよい。
【０１０８】
　動作７０４では、第１の電子デバイスの誘導コイルを構成してもよい。第１の電子デバ
イスの誘導コイルの構成は、誘導コイルに連結されるコントローラを用いて誘導コイルの
動作モードを選択することを含んでもよい。第１の電子デバイスの誘導コイルの動作モー
ドは、第１の電子デバイスのバッテリの充電を増加させるのに用いることができる、無線
で受電するための受電動作モードを含んでもよい。動作モードはまた、バッテリの充電を
減少させる、及び／又は壁コンセントなどの外部の電力源から電力を引くことができる、
無線で受電するための送電動作モードを含んでもよい。
【０１０９】
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　動作７０６では、第２の電子デバイスの誘導コイルが構成されてもよい。第２の電子デ
バイスの誘導コイルを構成することは、誘導コイルに連結されるコントローラを用いて誘
導コイルの動作モードを選択することを含んでもよい。第２の電子デバイスの誘導コイル
の動作モードは、第１の電子デバイスのバッテリの充電を増加させるのに用いることがで
きる、無線で受電するための受電動作モードを含んでもよい。動作モードはまた、バッテ
リの充電を減少させる、及び／又は壁コンセントなどの外部の電力源から電力を引くこと
ができる、無線で受電するための送電動作モードを含んでもよい。
【０１１０】
　動作７０８では、第１の電子デバイスと第２の電子デバイスとの間にて無線で電力が伝
送されてもよい。より具体的には、電力は、第１の電子デバイスの誘導コイルから、又は
第２の電子デバイスの誘導コイルから、第１の電子デバイスの誘導コイルに伝送されても
よい。電力の伝送は、動作モードが別個であるか異なる第１の電子デバイス及び第２の電
子デバイスの誘導コイルの動作モードに左右されてもよい。このように、第１の電子デバ
イスの誘導コイルから第２の電子デバイスの誘導コイルへの電力の伝送は、第１の電子デ
バイスの誘導コイルが送電動作モードに構成されているかを判定することと、第２の電子
デバイスの誘導コイルが受電動作モードに構成されているかを判定することと、を更に含
んでもよい。逆に、第２の電子デバイスの誘導コイルから第１の電子デバイスの誘導コイ
ルへの電力の伝送は、第２の電子デバイスの誘導コイルが送電動作モードに構成されてい
るかを判定することと、第１の電子デバイスの誘導コイルが受電動作モードに構成されて
いるかを判定することと、を更に含んでもよい。
【０１１１】
　前述の説明では、記述する実施形態の完全な理解をもたらすために、説明を目的として
特定の専門用語を使用した。しかし、記述する実施形態を実践するために、特定の詳細が
必要とされないことが当業者には明らかであろう。よって、本明細書に記述する具体的な
実施形態の前述の説明は、例示及び説明を目的として提示される。それらの説明は、網羅
的であることも、又は開示される厳密な形態に実施形態を限定することも意図してはいな
い。上記の教示を考慮すれば、多くの変更及び変形が可能であることが当業者には明らか
であろう。
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